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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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これより──世界を殺すお手伝いをいたします
















……あなたは、今の世界を殺したいのですか？
















こんな最悪で、くそったれな運命を押し付けてくる世界を……俺は殺したい。

その力があるのなら──







　序章







　──ただ、怒いかりがあった。

　世界に対する怒りが、運命に対する怒りが、自分自身に対する怒りが、体の中で荒あれ狂くるっていた。

「ふざけるな……」

　俺は残ざん酷こくな世界を右目で睨にらむ。左目は額から伝った血で塞ふさがれてしまっていた。

　辺りに満ちる色は、赤。

　炎ほのおの赤、残照の赤、そして──刃やいばの赤。

　それは血の色。眼前に突つきつけられた剣けんの切っ先は、俺の血液で濡ぬれている。

　その剣を手にするのは、熱風に金色の髪かみを靡なびかせる碧へき眼がんの少女。彼女は仰あお向むけに倒たおれた俺へ冷たい眼まな差ざしを向けている。

　焦こげ臭くさい匂においが鼻を衝つく。視界の端はしで荷馬車が燃えていた。聞こえてくるのは炎に怯おびえる馬の嘶いななき。

　散乱した積み荷の傍そばに、護衛の魔ま導どう士したちが横たわっている。その中には、見知ったクラスメイトの姿もあった。

　周辺の建物は魔ま導どう具ぐを生産する工場ばかりで、就労時間が終わった後の裏通りは人気が全くない。助けが来ることを期待するのは、あまりに楽観的だ。

　間もなく俺の人生は終わる。何一つ、成し遂とげられぬままに──。

「認め……られるか」

　だが俺は、刃の形をした運命に反はん抗こうする。

　大切なものを奪うばわれたままで、死ぬわけにはいかない。

　俺は倒れながらも手放さなかった自分の剣を右手で強く握にぎり、同時に左手の人差し指に魔ま力りよくを込めた。

　少女に悟さとられぬよう左手を後ろに回し、指先で背後に魔ま法ほう陣じんを描えがく。

　そして勢いよく横へ転がると同時に、俺は魔ま術じゆつを起動させた。

「焰弾フラムっ！」

　俺が込めた魔力は刻まれた魔法陣の記述に従い、任意の現象へと転化される。

　陣じんから生まれた火球が、少女に向かって放たれた。

「無む駄だだ」

　少女が剣を振ふるうと、火球は二つに裂さかれて消しよう滅めつする。けれどこうなることは分かっていた。魔術はあくまでも目くらまし。

　俺は転がった勢いを利用して立ち上がり、少女に向けて剣を振り下ろす。

「──無駄だと言っている」

　しかし返す刃で少女は剣を受け止め、がら空きになった俺の腹部へ右足を繰くり出した。

「がっ!?」

　勢いよく蹴けり飛ばされた俺は、散乱した積み荷の中へと突っ込む。ガンッとやけに固い箱に背中からぶつかり、意識が飛びかけた。

　歯を食いしばって痛みに耐たえ、薄うすれる意識を繫つなぎとめる。

「今いま更さら、どう足あ搔がいたところで無駄なんだ。お前は遅おそすぎた。価値も、意味も、全て失くしたお前に、為なせることは何もない」

　少女は淡たん々たんと言葉を紡つむぎながら、俺に近づいてくる。

「く、そ……」

　積み荷に寄りかかって立っているのが精せい一いつ杯ぱいだ。この状じよう況きようでは、魔法陣を描いている余よ裕ゆうもない。剣はまだ右手にあるが、彼女に剣けん術じゆつで勝つのはまず不可能だろう。

「もう抵てい抗こうするな。世の安定のため、大人しく死を受け入れろ」

「嫌いや、だ」

　状況は絶望的。だが、どこまでも足搔いてやる。最後の最後まで、生を諦あきらめない。

　運命が牙きばを剝むくのなら、理ことわりさえも壊こわしてみせる。

　たとえ今の世に、深い傷を刻むことになろうとも。




『……あなたは、今の世界を殺したいのですか？』




「え……？」

　誰だれかの声が頭の中に響ひびく。けれど俺の近くにいるのは死を運んでくる少女だけ。

　幻げん聴ちようか。もうかなり意識が怪あやしくなっているようだ。

　だが、問われたならば答えねばならない。俺はどんな難題からも、背を向けずに生きてきたのだから。

　──そうだな。俺は確かに、世界へ殺意を持っている。

　胸の内で、焼け付く感情をそのまま吐はき捨すてた。

『ああ……そのような魔力こころを、スピネルはずっと欲ほつしていた気がします』

　だが幻聴なら有り得ないはずの返事が脳内に響く。

　──本当に、誰かいるのか？

　驚おどろいて少し体勢を崩くずした俺は、寄りかかっていた箱の縁ふちに手を置いた。

　カチリ。

　何かを押し込んだ感かん触しよくがあり、留め金の外れる音が鳴る。

　すると箱の蓋ふたが内側の圧力に押されるようにして開き、生じた隙すき間まから冷たく白い煙けむりが勢いよく噴ふき出した。

「な──」

　とどめを刺さそうと俺に歩み寄ってきていた少女が、驚きに足を止める。少女の姿は立ち込める白い煙で覆おおわれ、見えなくなった。

　箱は斜ななめに傾かたむいており、開いた箱の中から何かがずり落ちてくる。

　それは白くて、人の形をしていた。

　髪も肌はだも新雪のように無む垢くな、十三、四歳ほどの女の子で、透とう明めいな円えん環かんを首と手足に嵌はめている。身に着けているのは、精せい霊れい語らしき紋もん様ようが織り込まれた奇き妙みような衣装だ。

「っ!?」

　俺は地面に落下する女の子を反射的に受け止める。体はとても冷たく、軽い。

　死んでいるのかと思ったが、彼女はパチリと瞼まぶたを開いた。宝石のような蒼あおい瞳ひとみに見つめられ、俺は息を吞のむ。

　そして彼女は、青ざめた唇くちびるを動かして言葉を紡いだ。

「……魔力回路を確認。これよりパスの構築と魔力波長の適応化プロセスへ移ります」

　先ほど聞こえたのと同じ声だ。

　彼女は白い手をぎこちなく持ち上げ、俺の首に腕うでを絡からめ──顔を寄せる。

　──え？

　まるで作り物のように整った彼女の顔が近づき、冷たい唇が俺の口に触ふれた。

　冷え切っていても柔やわらかな唇の感触に、頭の中が真っ白になる。

　だが俺に呆ほうけている猶ゆう予よは与あたえられなかった。彼女の唇が──その全身が、燃えるように熱くなる。俺の中の熱が彼女との接せつ触しよく部へ集まっていくような感覚。熱い痛みが脳を揺ゆさぶった。

「っ──!?」

　悲鳴を上げたくても、唇を塞がれているため声を出すことができない。

　彼女の体は焼け落ちてしまいそうなほど熱いのに、俺の体は逆に冷え切っていく。

　状況は分からない。彼女が何者かも全く想像が付かない。

　事態を把は握あくできないまま、俺の中に存在する活力が奪われていく。

　既すでに立っているだけで精一杯だった俺は、耐え切れず地面に膝ひざを突ついた。

　けれど彼女の体は俺を離はなさない……まるで溶とけあったように離れないのだ。

　視界が霞かすむ。だが気を失う寸前で、熱の略りやく奪だつは唐とう突とつに途と絶だえた。

　熱い口付けが終わり、彼女がゆっくりと顔を離す。

　落ちてきた時は冷え切っていた彼女の体が温かい。青くなっていた唇も、今は瑞みず々みずしい薄うす桃もも色いろとなっていた。

　彼女は俺の腕から降り、自分の足で地面に立つ。

　そして膝を突いたまま動けない俺に、こう言った。

「初めまして、マスター。スピネルはこれより──世界を殺すお手伝いをいたします」







　この時、俺の運命は大きく捻じ曲がった。

　俺はそれから、幾いく度どとなく思い返すことになる。

　後あと戻もどりのできない道に足を踏ふみ入れた、運命の一日を──。







　第一章　邂かい逅こうの虚人ドーレム
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　くるくると、俺の手から離れた木刀が宙を舞まう。

　──また、負けた。

　空っぽになった手の平を風が撫なでた。これでもう今日だけで十連敗。

　相対していた少女が、俺に木刀の切っ先を突きつけて笑う。

「エルクは弱いな」

「うるさい。イスカが強すぎるんだ」

　模も擬ぎ戦に敗れた俺は、悔くやしさを隠かくしもせずに言い返した。

「当然だ。剣の一族が、仕える相手より弱かったら面目が立たない。強い私は、弱いエルクをこれからも守ってあげることにしよう」

　剣の師し匠しようであり、自分の護衛役である少女は、得意げな表情で言う。

　確かに負けて当たり前の戦いではあった。けれど俺にとって彼女は、同年代の友人でもある。だからこそ、たとえ敗れても対等でいたかった。

「だったら……俺は、守られる代わりにイスカの夢を叶かなえてやる」

「はは、それは少し難しいかもな。何しろ私の夢は、どうやったら叶えられるか分からないものだ」

　イスカは肩かたを竦すくめて言う。

「じゃあ俺がその方法を考えて、実現してやるよ。だからその夢ってやつを教えてくれ」

　俺の言葉を聞き、イスカは小さく笑った。

「──争いのない、平和な世が来ることだよ」

「え？」

　俺は、あまりにスケールが大きな夢にたじろぐ。

「もしも世が平和になれば、〝剣けん〟としての私は必要なくなる。そうしたら私は〝人〟になれるんじゃないかと──そんなささやかな期待をしているのさ」

　遠い目をして語るイスカ。彼女の口にした望みは、あまりに途と方ほうもないものだった。けれど決して、冗じよう談だんで言ったわけではないはずだ。

　俺は彼女が偽いつわりを口にしない生き真ま面じ目めな性格だと知っていた。

　だから答えなければ。ここで引くわけにはいかない。

「分かった、任せろ。俺が──世界を平和にしてやるよ」

　俺は強がり、虚きよ勢せいを張る。

「エルクには、そのための方法が分かるのか？」

「それは……今から考える。考えて、考えて、絶対に見つけ出す」

「──そうか、それは楽しみだな」

　イスカは、本当に嬉うれしそうな微笑ほほえみを浮うかべた。彼女の笑顔はとても魅み力りよく的で、俺は思わず見み惚とれてしまう。彼女は冗談を言わず、噓うそを吐かない。だからこそ、俺のやけくそ気味な言葉も真面目に受け止めたのだろう。

　もっと──この笑顔を見ていたい。

　そうして悔し紛まぎれの宣言は、俺の人生における最大の難問となったのだ。







　ガラン、ガラン、ガラン──。

　窓の外から響いてくる鐘かねの音が、俺を眠ねむりの世界から現実へと引き戻もどす。

　懐なつかしい夢を見たなと思いながら、俺は体を起こした。

「ふわ……あー、眠い」

　欠伸あくびをし、ぼやきつつも、俺はベッドから降りて洗面所で顔を洗い、寝ね間ま着きから学院の制服へと着き替がえる。貴族の子女も通うフレアリア魔ま導どう学院は、マナーに厳しい。小うるさい導師に注意されないよう、姿見の前で身だしなみを整える。

　鏡に映るのは、先日十六歳になったばかりの自分──エルク・リードの姿。体格は同年代の中では平均的だが、髪かみと瞳はフレアリアだと珍めずらしい黒色だ。

　それは俺が他国からの留学生であるため。十二歳の時にこの学院へ転入し、もう四年。色々と苦労をして捻ひねくれたせいか、昔より目つきが悪くなったように思う。

　無む駄だとは分かりながらも、目元を少し解ほぐしてから寮りよう部屋を出て、食堂へと向かった。

　高等部の寮りよう生せいおよそ三百人が一度に食事を摂とる食堂はとても広く、内装も豪ごう華かだ。壁かべには初代学院長の肖しよう像ぞう画がが掛かけられ、天てん井じようからはシャンデリアが吊つり下がっている。

　男子と女子は寮が別々だが、食事は一いつ緒しよ。クラスごとに男女が向かい合って序列順で座ることになる。序列は試験ごとに更こう新しんされるが、俺の席と周りの顔ぶれはもう二年近く変わってはいなかった。

「おはよう、ミラ」

　俺は高等部一年Ａ組・序列二位の席へ腰こしを下ろし、既に向かいの席に座っていた序列一位の少女、ミラ・ルビーレッドに挨あい拶さつをする。

　窓の外を見ていた彼女は、高貴な家いえ柄がらの証である赤髪を揺らし、顔をこちらへ向けた。紅玉ルビーのような美しい双そう眸ぼうが俺を射る。

「──おはようございます、エルクさん。今日も相変わらず、人でも殺しそうな目つきの悪さですね。朝から気が滅め入いります」

　やはり目元のマッサージは効果がなかったようだと俺は溜ため息いきを吐つく。

「それはお互たがいさまだ。ミラの毒舌を朝一番に浴びせられるせいで、俺は毎朝起きるのが憂ゆう鬱うつだよ」

「朝に弱いのを人のせいにしないでください。全く、小こ憎にくらしい人です。転入してきた頃ころはまだ可愛げがあったというのに……」

　嘆なげかわしいという風に首を振ふるミラだが、俺にも言い分はあった。

「環かん境きように適応しただけだ。この学院はのほほんと過ごせる場所じゃないからな」

　フレアリア魔導学院における留学生の立場は、国同士の力関係が如によ実じつに反映される。

　俺が転入した当時、祖国のエルファレスは他国の侵しん攻こうに怯おびえる小国で、ここフレアリアは世界の覇は権けんを握にぎろうとしていた魔導先進大国だった。当然ながら俺に対する風当たりは強く、生き残るためには図太く強したたかになる他なかったのだ。

　もっとも──今はその力関係が逆転している。

　エルファレスは世界最大の軍事国家として存在感を強め、フレアリアは魔ま術じゆつだけに頼たよる時じ代だい遅おくれの国になりつつあった。それに伴ともない、学院内における俺の扱あつかいも変化した。昔は事あるごとに突つっかかってきた貴族出の生徒たちが、今では腫はれ物ものを扱うように俺と距きよ離りを置いている。態度が変わらなかったのは、ミラと──あと数人。

「二人とも、おはよう。今日も仲が良いね」

　あっけらかんとした口調で俺とミラに声を掛け、隣となりの席に座る男子生徒。彼は序列三位のクレス・クレール。今も昔も変わらず、俺の友人を続けている変わり者だ。童顔で体の線が細いため、私服だと女子に間ま違ちがわれることも多い。

「そうだねー。エルクくんとミラちゃんは、相変わらず仲良しさんだねー」

　そしてミラの隣に腰を下ろす女子生徒は、序列四位のフローラ・プリムローズ。のほほんとした性格で、誰だれに対しても人当たりのいい一年Ａ組のクラス委員長。

　彼女とは、俺が副委員長を押し付けられたことが切っ掛けで仲良くなった。基本的に委員長は面めん倒どう事を任される損な立場なのだ。

「仲良くなんてありません。あなた方の目は節穴ですか？」

　ミラは心外だという表情でクレスとフローラを睨にらむ。

「そう？　僕には楽しく会話しているように見えたけど」

「あたしもー」

「それはあなた方の勘かん違ちがいです。私は彼と仲が良いつもりも、これから仲良くなるつもりもないですから。というかそもそも、同じ次元で生きているつもりもありません」

　容よう赦しやのない言葉に俺は苦く笑しようを浮かべる。

「まあ、学院生の中で軍の任務に就ついているのはミラだけだしな。違ちがう世界で生きているのは確かだ」

　羨せん望ぼうと、心からの賛辞を込めて呟つぶやく。

　序列で言えば一つしか違わないが、俺とミラの間には大きな隔へだたりがあった。

　俺はせいぜい学生レベルでの優等生だ。魔導技術はそこそこで、剣けん術じゆつには多少自信があるものの、それでも一流の剣けん士しには遠く及およばない。

　だがミラは、フレアリアでも数えるほどしかいない戦略級魔術を使える魔導士。正式な軍階級も持っており、時々授業を休んではフレアリア魔導軍の任務に従事している。家柄もフレアリア建国時から続く名門の大貴族で、エリート中のエリートと言えた。

　彼女とは──立場も、能力も、大人と子供以上に違う。

「その通り、分かっていればいいんです。今日も任務で午後の授業は休みますが、四時間目の模擬戦には出ます。そこでさらに、力の差というものを思い知らせてあげましょう」

　強者の余よ裕ゆうを浮かべ、ミラは言う。四年前からずっと彼女はこんな調子だ。実力に裏打ちされた絶対的な自信があるゆえに、彼女はブレない。

「実力差は十分に理解しているが──まあそれでも、勝つつもりでやらせてもらおう」

「ふん、相変わらずふてぶてしいですね。今日はいったいどんな小こ賢ざかしい手を使ってくるのやら……」

　呆あきれたような口調で肩を竦めるミラだが、その口元は愉ゆ快かいそうに笑っている。俺も今日考えて来た手が通用するかどうか、早く試してみたくてウズウズしていた。

「ほら、やっぱり仲が良い」

「だよねー」

　そんな俺たちを見てクレスとフローラが微笑む。

「ち、違います！」

　慌あわてた様子で首を横に振るミラ。だが俺は何も言わなかった。ミラは否定するだろうけれど、俺の方は彼女のことを数少ない友人の一人だと思っている。転入した当初は祖国に早く帰りたくて仕方なかったが、今はこんな毎日もそれほど嫌きらいではない。

　ただ──学院生活を続けるほどに、少しずつ微かすかな焦あせりは募つのっていた。フレアリアや祖国エルファレスの現状を耳にしたところで、今の俺に為なせることは何もない。

　故郷にいる大切な人たちが、変化する情勢の中でどうしているかも分からない。全てが手の届かない場所にある。

　それがどうしようもなく……もどかしかった。
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　フレアリアの歴史は他国に比べるとまだ浅い。

　約二百年前、まだ剣や弓矢が戦争の中ちゆう核かくを担になっていた時代──人々の生活を豊かにするため、魔術を世に広めた一人の魔ま女じよがいた。だが既き存そんのパワーバランスが崩くずれることを恐おそれた権力者たちは、魔術を使う者たちを弾だん圧あつ。その迫はく害がいから逃のがれるため、魔女は〝禁断の地〟に新たな国を作った。それがフレアリアの興おこりである。

　フレアリアは凄すさまじい勢いで魔導技術を発展させ、大きな軍事力を手に入れた。周辺諸国もフレアリアに対たい抗こうするため、忌いみ嫌きらっていた魔術に手を出し──そうして剣の時代は終わりを告げたのだ。

「──だが、魔術の時代もまた終わりを迎むかえようとしている。さて、それは何故か……」

　教きよう壇だんに立って魔術史の講義を行っていたトーマス・グラナード導師が、蛇へびのように細い眼まな差ざしを巡めぐらせる。俺は嫌いやな予感を覚え、体を固くした。
















　場所は高等部一年Ａ組の教室。今は三時限目の授業中。

　教室はかなり広く、階段状に設置された三列の長机に生徒が二人ずつ座っている。

　教室の席も序列順で決まるため、俺の席は窓側列の一番前。隣に座るのはミラで、後ろはクレスとフローラの席だ。トーマス導師の視線が俺へと近づく。そして最初から決めていたように、迷いなく俺へ教きよう鞭べんを向けた。

「では、エルク・リード君。答えなさい」

　──やっぱりか。

　俺は胸中で溜息を吐きつつ、起立して簡潔に答える。

「虚神ゴーレムが開発されたからです」

「その通りだ。遥はるか昔、この大陸に存在していた巨神たち──その神骸イコンを用いた巨きよ大だい魔導兵器・虚神ゴーレムが登場してから、戦争の在あり様は変わった。さて、その理由も分かるかな？」

　けれどトーマス導師はまだ俺に着席を許さず、続けて問いかけてきた。

「神骸イコンには高い魔ま術じゆつ抵てい抗こう力があり、魔術による攻こう撃げきがほとんど通用しないからです。そのため魔術を主体とした戦術は機能しなくなりました」

「そう……奴やつらは、エルファレスは、神骸イコンの魔術抵抗力に目を付け、神聖なる巨神の亡なき骸がらを兵器に作り変えたのだ。それについて、君はどう思う？」

　今度の質問は、これまでとは全く意味合いが違った。やはり、エルファレス出身である俺にこの質問をするのが目的だったのだろう。

　トーマス導師は、余所よそ者もの嫌いなことで知られている。特に成績優ゆう秀しゆうな留学生へは露ろ骨こつな嫌がらせをすることが多く、俺もこれまで散々嫌な思いをしてきた。

「禁きん忌きを侵おかしたのは、確かだと思います」

　俺はできるだけ無難な答えを選ぶ。

　この大陸にはさまざまな宗教があるが、そのどれもがかつて存在した巨神たちを崇あがめるものだ。最大勢力である聖教会は、神骸イコンに触ふれることすら禁じている。

「禁忌か……だが我々の用いる魔導技術もかつては邪じや悪あくと弾圧されたものだ。君はもしやこう言いたいのかね？　フレアリアもかつて禁忌を侵したのだから、エルファレスの行いも責められるべきではないと──」

「いえ、そんなことは……」

　言いがかりに等しい追つい及きゆうに、俺は目を伏ふせて答えた。反論したところで、また揚あげ足あしを取られるだけだ。従順な振りをしてやり過ごすのが、この場合の正解。俺は学院で様々な問題に直面してきたが、その度に正しい答えを見つけ、対応してきた。

　もっとも──それは一学院生の俺が取りうる最善であり、理想とは程遠い。今もこの憎にくたらしい導師を殴なぐり飛ばし、学院から叩たたき出せるだけの力がないからこそ、やり過ごすことが正解になってしまうだけ。

　力の有無によって、正解は変わる。そのことを俺はこの学院で何度も思い知った。

「まあ私は聖教会の信徒ではない。君のそういった考えを否定するつもりはないよ。使えるものは使うべきだと考えている。だが生あい憎にく、このフレアリアには原形を留めている神骸イコンが存在しない。虚神ゴーレムを作りたくても作れない我々を、君はさぞ憐あわれんでいることだろうね」

　大おお仰ぎように肩かたを竦すくめ、俺の考えを勝手に決めつけるトーマス導師。クラスメイトの視線を痛いほど感じる。

　そう、俺の生まれ育ったエルファレスには、朽くちずに形を留めている巨神の亡骸が数多く眠ねむっていた。けれど、かつて禁断の地と呼ばれたフレアリアには神骸イコンがほとんどなく、あってもほんの小さな欠片かけらばかりなのだ。

　──さて、どう答えるか。

　肯こう定ていするのは論外だが、否定しても上から目線だと糾きゆう弾だんされるだろう。

　だが俺が正解を模も索さくしていると、隣に座るミラがおもむろに手を挙げた。

「トーマス導師」

「……何だね、ミラ君」

　微かに表情を固くし、ミラに問いかけるトーマス導師。彼は大貴族であるミラに対しては、あまり強く出ない。典型的な権けん威い主義者なのだ。

「お言葉ですが、虚神ゴーレムを作りたくても作れないというのは間違っていると思います。フレアリアには私を始め、戦略級魔ま術じゆつの使い手が何人もいます。報復で国土を焼き払はらわれる可能性がある以上、安易に攻せめられることはないでしょう。ですからそもそも、虚神ゴーレムなど必要ないのです」

　ミラはきっぱりと、俺が口にすれば〝間違い〟となる言葉を、トーマス導師にぶつけた。

「それは、確かにそうかもしれんが……」

　彼はミラの強気な台詞せりふに狼狽うろたえる。仮に俺が言ったとしたら、彼は逆上したはずだ。

　これが──力の差。ミラは大貴族としての力を持っているがゆえに、より理想的な正解を導き出すことができる。それは俺にとって、ひどく羨うらやましいことだった。

「さらに言えば、エルファレスは不ふ可か侵しん条約を結んだ友好国です。その国をあまり悪く言うのは、感心いたしません」

「ぐ……」

　真正面から非難され、トーマス導師は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮うかべる。

　そこで授業の終わりを告げる鐘かねが鳴った。

「…………授業は終わりだ。号令を」

　ミラから視線を逸そらし、トーマス導師は言う。

「起立──礼」

　委員長であるフローラが号令を上げると、トーマス導師は皆みなが着席するのを待たず、足早に教室を出て行った。

「ふぅ……ミラ、悪いな。助かった」

　わずかな羨望と、それ以上の感謝を込めて、俺は礼を言う。

「何のことでしょうか。私はトーマス導師があまりに的外れなことを言うので、訂てい正せいしただけです」

　俺が礼を言うと、ミラはぶっきら棒にそう答える。

「それより、次はいよいよ模も擬ぎ戦です。覚かく悟ごはいいですか？」

　にやりと笑い、俺を紅玉の瞳ひとみで見つめるミラ。本当に先ほどのことなど、どうでもいいと思っている様子だ。

「──それはこっちの台詞だ。俺の秘策に驚おどろくなよ？」

　俺も強気に笑い返し、机の横に吊つり下げていた運動着の袋ふくろを手に取った。

　実力差は理解している。だが俺は、ミラから序列一位の座を本気で奪うばうつもりでいた。

　何故なぜならそれは、今の俺が唯ゆい一いつ手に入れることができる力だから。

　俺は、より理想的な正解を導き出せる力が欲しい。

　昔、争いのない世界が欲しいといった幼おさな馴な染じみの少女に対して──いつか満足のいく答えを返すために。
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　フレアリア魔導学院は軍の施し設せつに隣りん接せつしており、本格的な模擬戦を行う際には軍の演習場を利用する。

　更こう衣い室で運動着に着き替がえた俺は、遠くに霞かすむ白はく亜あの王宮を横目に見ながら演習場へ向かった。王宮と学院は城下町を挟はさんでちょうど正反対の場所に位置する。演習場は小高い丘おかの上にあるため、街を広く見み渡わたせた。

　フレアリアでは〝赤〟が最も美しい色とされており、赤あか煉れん瓦がの建物や赤い屋根が目立つ。

　王宮の建物が白いのは、それが赤色を最も引き立てる色だから。つまり王族こそが最も高貴な〝赤〟そのものなのだ。

　大貴族であるミラが見事な赤髪であるように、王族の髪も炎ほのおのように赤い。今年十五になるという姫ひめはずっと人前に姿を見せていないが、恐らく美しい赤髪であるはずだ。

　演習場に集合した生徒たちは、序列ごとに三つのグループに分かれ、予あらかじめ結界が張られたフィールドへ移動する。

　俺たち序列一位から十位までの班を担当するのは、アッシュ・バトロス導師だった。

「それでは、これより模擬戦を執とり行う」

　低いがよく通る声で告げるアッシュ導師。

　彼は背が高く、体つきもがっしりとしている。さらにいつも仏ぶつ頂ちよう面づらのため、彼のことを怖こわがる生徒も多い。だが俺は、彼が見た目ほど恐ろしい人間ではないことを知っていた。

　彼の髪は濃こい茶ちや色で、貴族の出ではないことを示している。だがそれでも彼は学院の最高導師であり、二十代で長老議員エルダーの一人となった天才だ。王宮で政治を行う長老議員エルダーは、実質的な国の運営者。王族を別とすれば、最高の権力を持っている。

　そんな彼は──この国における俺の身元引受人でもあった。

「ルールはいつも通りだ。使用していいのは二重陣ダブルサークルまで。魔術以外での攻撃は認めない。どちらかが相手に一いち撃げきを加えた時点で戦せん闘とうは終しゆう了りようとなる。序列下位の者から順番に前へ出ろ」

　アッシュ導師は前に進み出た序列九位と十位の生徒に後ろを向かせ、背中へ防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつを刻む。無骨なアッシュ導師の人差し指が素早く動くと、その軌き跡せきが淡あわく光ひかり輝かがやく。あれは指先から出た魔ま力りよくが大気中の精霊力マナと反応し、発光しているのだ。十秒もかからず、アッシュ導師は光の線で複雑な三重円の魔ま法ほう陣じんを生徒の背中に描えがき切る。

　効果は一度だけの攻撃無効化。つまり、先にあの魔術が発動してしまった側の負けとなるわけだ。

　演習場にはこれまた巨きよ大だいな光の円で描かれた結界魔術があり、模擬戦を行う生徒はその中へ入って向かい合った。あれは外部に攻撃の余波が及およばないようにするためのもの。

「──始め！」

　アッシュ導師が開始の合図を告げると、二人の生徒たちは空中に魔法陣を描き始めた。

　まず円陣サークルを作り、その内側に精霊語で術式を記述していく。記述内容は魔術の属性、効果、威い力りよくなど多た岐きに渡わたる。起動方法もこの際に設定しなければならず、もし記述に不備があった場合、魔術は暴発するか、発動すらしない。

　アッシュ導師が生徒に刻んだ防御魔術のように、一定の条件下で発動する設定も可能だが、一いつ般ぱん的なのは自分で起動タイミングを調整できる音声発動式だ。

「氷矢グラス！」

　先に魔法陣を完成させた九位の生徒が、音声で魔術を起動させ、十位の生徒に向けて氷の矢を放った。

「あっ……」

　十位の生徒は為なす術すべもなく攻撃を受ける。するとアッシュ導師の防御魔術が自動的に発動して生徒を光で包み込み、氷の矢を打ち消した。

「そこまで！」

　戦せん闘とう終しゆう了りようを告げるアッシュ導師。あまりにあっけないが、学生の魔術戦などこんなものだ。序列下位になると、どちらも魔術を完成させることができず、グダグダになるケースもある。正確に、素早く魔法陣を描くというのは、それだけで難しい。円陣サークルが少しでも歪ゆがんでいると魔力は散さん逸いつしてしまうので、最初はひたすら真円を描く練習を積み重ねるのだ。さらに難解な精霊語を暗記し、それを状じよう況きように応じて記述する能力も求められる。

「次、前へ！」

　そうしてどんどん順番が進んでいく。序列五位と六位の戦いまではずっと似たような試合が続いた。けれど、序列三位のクレスと四位のフローラの立ち合いは、それまでと少し様子が違ちがった。

「お願いしまーす」

　クレスは普ふ段だんと同じ人当たりのいい笑みを浮かべて挨あい拶さつをする。

「お手て柔やわらかにー」

　フローラもいつもの調子でにこやかに応じた。

　戦闘が始まり、二人は同時に魔法陣を描き始める。だが記述速度は明らかにフローラの方が速い。しかしフローラの魔法陣が完成間近になったとき、クレスはいきなり速度を上げて魔法陣を描き上げる。

「水波リツド！」

　それでもフローラの方が一いつ瞬しゆん速く魔術を発動させた。

　魔法陣から放たれる圧縮された水流。

「雷針エクレール！」

　けれど遅おくれてクレスが放った電でん撃げきの魔術が、一瞬で水流を伝い──突つき抜ぬけ、フローラに到とう達たつする。クレスはフローラが記述した精霊語を読み解き、効果を把は握あくした上で、相性のいい属性の魔術を構築したのだ。

　状況を落ち着いて見極める冷静さと、相手を凌りよう駕がする記述速度あっての芸当と言える。

「また負けちゃったぁ……」

　アッシュ導師の防御魔術が発動してしまったフローラは、肩を落とす。けれど表情が笑顔のままなので、あまり悔くやしそうには見えない。

「やったよ、エルク！」

　クレスは嬉うれしそうに手を振ふり、俺たちの方へ戻もどってきた。

「次は二人の番だね。頑がん張ばってー」

　俺とミラはクレスとフローラに応おう援えんされながら、アッシュ導師の元へ向かう。

　他の生徒と同じように背中へ防御魔術を描いてもらいながら、俺はアッシュ導師の様子を横目で窺うかがった。模擬戦のたび、最高導師であるアッシュ導師は俺とミラのいる班の立ち合い人を務めている。

　それは恐おそらく、国の財産とも言える戦略級魔導士のミラに万が一のことがないようにするためであり──大切な〝人質〟である俺を傷つけないようにするためでもあるのだろう。

　そんなことを考えつつ、俺は結界の中へと入り、十メートルほどの距きよ離りを取ってミラと向かい合った。

「あれだけ大口を叩たたいたのですから、少しは楽しませてくださいね」

「楽しむ余よ裕ゆうがあるといいけどな」

　俺は軽口を返しつつ、やや右足を前に出して構える。これはできるだけ自然に左ひだり腕うでをミラから隠かくすための動作。

　さらにミラの注意を逸らそうと、俺は右みぎ腕うでを大おお仰ぎように掲かかげてみせる。

〝正解〟は既すでに導き出していた。あとはそれを実現するための力を発揮できるかどうかだけ。ぴんと張りつめた空気の中、俺とミラは睨にらみ合う。

「──始めっ！」

　そしてアッシュ導師が開始を告げると同時に、俺は魔法陣を描き始めた。

　右手の人差し指で大きな円を描かき、宙に精霊語を刻んでいく。それを見たミラは、落らく胆たんした表情を浮うかべた。

　俺の記述を読み取り、それが単なる炎を撃うち出すだけの魔ま術じゆつだと看かん破ぱしたからだろう。

　ミラは両手を動かし、左右の指先で魔法陣を同時に描く。俺が使おうとしているのは最も初歩的な単陣シングルサークルの魔術だが、ミラが構築しているのは二重陣ダブルサークル。円を重ねれば重ねるほど複雑な記述が可能となる上、円陣サークル内により多くの魔力を込めることができ、威力も高くなるのだ。

　ただしその分、使用難度は跳はね上がる。だがミラは当然のように、俺が単陣シングルサークルを完成させるよりも早く、二重陣ダブルサークルの魔法陣を描き切った。しかも──同時に二つだ。恐らく片方が火属性の攻こう撃げきで、もう一方が防御魔術だが、記述が複雑すぎて詳しよう細さいな効果までは分からない。

　普ふ通つうならこの時点で勝負は決したと言っていい。だが俺はミラの実力を嫌いやというほど知っている。ここまでは予想通り。

　──計算は狂くるっていない。正解に至るための道筋は見えている。

　俺は左手に意識を集中し、ミラの見えない位置で描いていた魔法陣を完成させた。

　そう──俺も単陣シングルサークルではあるが、左右の手で同時に魔法陣を描いていたのだ。見えない位置に感覚だけで魔法陣を描くのは難しいが、記述内容を予め決めておき、それを繰くり返し練習した。ミラに一いつ矢し報むくいるため、何度も、何度も。

　そうして新たな力を手に入れたからこそ、俺はこの正解を見み出いだした。

「行くぞ、ミラ」

　不敵な笑みを浮かべた俺に気付き、ミラが眉まゆを寄せる。

　そして俺は右手で大仰に描いていた魔法陣へ、あえて間ま違ちがった記述を書き込んだ。

「な──」

　ミラが息を吞のむ。炎を撃ち出すはずだった魔法陣は完成直前で破は綻たんし、中ちゆう途と半はん端ぱに起動してその場で暴発した。

　大きな音と共に黒い煙けむりが辺りを覆おおう。魔法陣が爆ばく発はつすると同時に走り出していた俺は、立ち込めた煙に紛まぎれ、ミラの側面へと回り込む。

　しかしミラは俺の影かげを見失っておらず、描いた魔法陣の一つを発動させた。

「小こ賢ざかしい真似まねを──追熱シヤルール！」

　ミラが記述時に設定した起動ワードを告げると、赤い閃せん光こうが魔ま法ほう陣じんから放たれる。

　追つい尾び式の閃熱魔術。ミラの得意技だ。

　記述を読み解いて予測することはできずとも、想定はしていた。この魔術は相手を捕ほ捉そくするまでにわずかな間がある。至し近きん距きよ離りであれば、初撃を躱かわすことは可能。

「っ──」

　俺は滑すべりこむようにして地面へ倒たおれ込んだ。頭上を熱の塊かたまりが通り過ぎたのを肌はだで感じる。

　すぐに身を起こして後方を振り返ると、赤い光の帯はまるで鳥のように空中でＵターンし、再び俺に向かってこようとしていた。

　もう完全に捕捉されている。人間の動く速度では、回かい避ひはできない。

「チェックメイトですわよ、エルクさん」

　勝ち誇ほこった顔で俺に宣言するミラ。

「さあ、どうだろうな」

　俺は不敵に笑い返し、その場で魔法陣を描き始めた。

「今いま更さら、間に合いませんよ」

　ミラは馬ば鹿かにした口調で言うが、油断はせず、防御魔術の魔法陣を盾たてにする位置へ移動した。それこそが、俺の狙ねらい。俺は、最初に自分が立っていた場所へ目をやった。

　そこにはまだ魔法陣暴発による煙が立ち込めているが、黒こく煙えんの奥に微かすかな魔法陣の光が垣かい間ま見みえる。

　そう──あの煙は俺がミラの目を逃のがれるための物ではなく、左手で描いていた魔法陣を隠すための仕し掛かけ。移動する俺に合わせてミラは体の向きを変えており、煙中の魔法陣はミラの背後に位置していた。

　俺は迫せまる追つい尾び魔ま術じゆつの気配を後ろに感じながらも、円陣サークルに精せい霊れい語の記述を行う。

　この魔術が間に合わないことは理解している、本命は、ミラが無防備に背中を晒さらしている煙に隠された魔法陣。

「焰弾フラムっ!!」

　俺は鋭するどく叫さけび、仕掛けてあった魔法陣を音声起動した。

「え……？」

　きょとんとした表情を浮かべるミラ。

　黒煙を突き破やぶり、彼女の背中へ放たれる炎ほのおの弾だん丸がん。

　だがそれと同時に、俺にもミラの追尾魔術が迫る。

　このままでは良くて相打ち。しかし俺が求めているのは、勝利だ。

　俺は描きかけの魔法陣に出で鱈たら目めな記述をし、あえて魔術を暴発させる。

　目的は爆ばく風ふうによる緊きん急きゆう離り脱だつ。しかし──。

　破綻した魔法陣が強い光を放った。

「っ!?」

　俺に暴発した魔術の爆炎とミラの熱閃が直ちよく撃げきし、轟ごう音おんが響ひびき渡る。

　だが体に衝しよう撃げきはない。

　白い光の被ひ膜まくが俺を覆っている。これは──アッシュ導師が俺の体に刻んだ防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつ。

　どうやら魔法陣が想定以上の大爆発を起こしてしまったため、防御魔術が発動してしまったらしい。

「運がなかったか……」

　魔術の暴発という、不確定な要素に頼たよるリスクは承知していた。それでも今の実力で勝ち筋を得るには、他に手はなかったのだ。これが今の〝正解〟だった。

　俺は溜ため息いきを吐つき、ミラの方を見る。彼女もまた白い光に包まれている。

　互たがいの防御魔術が効力を失い、光が消えると、ミラは悔しげな顔で俺を睨んだ。

「ま、まさか相打ちに持ち込まれるだなんて……」

「ミラ、勘かん違ちがいしないでくれ。俺は引き分けなんて狙ってない。勝つのに失敗しただけだ」

　勝つ気がなかったと思われるのは不本意なので、訂てい正せいしておく。

「なっ、今の戦い……私が負けていたとでも？」

「まあ全部が上手うまく行っていたらな。ただ結果はこの通りだ。今回は運頼だのみの要素が多すぎた。次はもっと確実に勝てる手を考えるよ」

　悔しいのはお互い様さまだ。左手での魔法陣構築練習も含ふくめ、今回はかなりの準備期間を費ついやした上での一戦だった。もう同じ手が使えない以上、ミラに勝つという問題に答えを見出すのは、これまでよりも難しい。ああ──もっと力があれば。

　力を手中にするには、力が必要。それは何という皮肉だろうか。俺が本当に欲ほつする力を手に入れるための道のりは、果てしない。そもそも、終着点すら見えない状じよう況きようだ。

「いいでしょう……受けて立ってあげます。私は絶対に負けません。もう二度と、引き分けすら許しませんから」

　赤い髪かみを手で払はらい、ミラは待機場所へと戻っていった。俺もその後に続く。

「二人ともすごかったよ！」

「お見事ー」

　クレスとフローラが俺とミラを出で迎むかえ、労ねぎらってくれた。

　それは今の戦いを認めてくれた証。勝てはしなかったが、何となく少しだけ報われた気がした。

　そうして全員の模も擬ぎ戦が終しゆう了りようしたところで四時間目終了の鐘かねが鳴る。

　俺は皆みなと共に、柵さくで囲まれた演習場の出入り口に向かった。けれどその時、後ろから声を掛かけられる。

「エルク」

　振り返ると、意外なほど近くにアッシュ導師の姿があった。

「な、何ですか？」

　気配に全く気付いていなかった俺は、多少動どう揺ようしながら問いかける。

「──放課後、私の執しつ務む室へ来るように。重要な話がある」

　アッシュ導師は、俺の横を通り過ぎざまに低い声で告げる。そしてそのまま足を止めることなく、歩き去っていった。

　重要な話……？

　あまりいい予感はしない。

　俺は胸むな騒さわぎを覚えながら、遠くなるアッシュ導師の背中を見送った。
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　フレアリア魔導学院には、王宮の尖せん塔とうに似た高い建造物が存在する。けれどその白い塔とうには窓も入口も見当たらない。学院側は始原の魔ま女じよが持っていたとされる〝理ことわりの杖つえ〟を模したオブジェだとしているが、生徒の間では何らかの魔導装置と見る者が多かった。

　オブジェの左右には導師たちの研究室棟とうと、会議室や応接室などがある立派な大理石造りの教導棟が建っている。

　放課後、俺は鞄かばんを手にその教導棟へ向かう。

　アッシュ導師の執務室があるのは教導棟の三階だ。あまり生徒が近づかない場所なので、辺りはとても静かだ。開け放たれたままの大扉とびらから、俺は建物の中に入った。

　外よりも空気がひんやりとした大理石の廊ろう下かを歩き、階段を上り、執務室の前までやってくる。

　──ここへ来るのは、もう何度目だろう。

　俺はこの場所に立つ度たび、国を出た時のことを思い出す。

『この国を救うため、お前の力が必要だ』

　尊敬する偉い大だいな父は、そう言った。

『頑がん張ばりなさい。あなたなら、大だい丈じよう夫ぶです』

　優しい母は俺を胸に抱だき、励はげましてくれた。

『すまない……エルクには負担を強しいることになる』

　腹はら違ちがいの長兄は、俺に頭を下げた。

『人質か。まあお前に相応ふさわしい役回りだな』

　そりの合わない次兄は、愉ゆ快かいそうに笑っていた。

『お兄様……帰ってきてくれますよね？』

　四歳下の妹は、俺の服を摑つかんで瞳ひとみに涙なみだを浮うかべていた。

『本当に、これでいいのか？』

　幼おさな馴な染じみの少女──イスカは真しん剣けんな表情で俺に問うた。

『約束しただろ？　俺が世界を平和にしてやるってさ』

　内心は不安で仕方なかったが、俺は強気に笑って答えた。その時の俺に導き出せる〝正解〟はそれだけだったから。

　そして俺は国を発ち、一週間掛かってフレアリアに到とう着ちやくし、この執務室で若き最高導師と出会ったのだ。

『ようこそ、フレアリアへ。私はアッシュ・バトロス。この国における君の後見人だ。だが同時に、私と君は導師と生徒という関係にもなる。よって、ざっくばらんな話し方をさせてもらうが、構わないかね？』

　開口一番、そう言われた時はかなり面食らったものだ。

　それから四年、俺は彼が前置きを嫌きらい、単刀直入に物を言う性格であることをもう理解していた。今回も恐おそらく、話はすぐに終わるだろう。

　そう考えながらノックをし、俺は扉の向こうに呼びかけた。

「──エルクです」

「入れ」

　低い声が返ってくる。俺は唾つばを吞のみ込み、緊きん張ちようしながら扉を開けた。

　アッシュ導師は書類仕事をしていたようだったが、俺が部屋に入ってくるとペンを置いて視線を上げる。

「エルク・リード・エルファレス。今日は二つほど、重要な話がある」

　俺のフルネームをあえて口にするアッシュ導師。それを聞いて、俺はその用件というのが学院生としての〝エルク・リード〟に対するものではないと知った。

「何でしょう……アッシュ導師」

　硬かたい声で問いかける。するとアッシュ導師は珍めずらしく──本当に稀まれなことに、いきなり本題へと入ることを避さけた。

「君は、この国をどう思う？」

　いきなりの質問に、俺は戸と惑まどう。

「どう、とは？」

「好きか嫌いかで言えば、どちらだ？　率そつ直ちよくな意見で構わん」

「嫌い……ではありません。最初は色々と苦労して、今でも辛つらいことはありますが──この生活はそれなりに気に入っています」

　アッシュ導師の意図は分からなかったが、俺は正直に答えた。

「では、エルファレスのことはどうだ？　第三皇子である君を人質として差し出した祖国を、君は恨うらんでいるか？　帰りたいと思っているか？」

　さらなる質問に困こん惑わくする。こんな前置きをするなど、アッシュ導師らしくない。それほどまでに、言い出しにくい用件なのだろうか。

　まあエルファレス第三皇子である俺に対する用件であるならば、厄やつ介かい事であることは想像に難かたくない。

　そう──俺は四年前、エルファレスがフレアリアと不ふ可か侵しん条約を結ぶため、差し出された第三皇子だ。

　表向きは身分を隠かくしての留学ということになっているが、実質的にはただの人質。

　俺の身分を知っているのはアッシュ導師を始めとする長老議員エルダーのみで、トーマス導師などは俺をただの留学生だと認識している。

　だから当然、特とく別べつ扱あつかいもされず、かなりの苦労を味わった。だが──。

「祖国のことは──父上たちのことは、別に恨んでいません。国を守るため、平和を維い持じするためならと、最後は自分で決断したことです。それに、帰りを待ってくれている人もいて……だから、いつかは帰りたいと思っています」

　素直な気持ちを述べる。

　するとアッシュ導師は眉み間けんに深い皺しわを刻む。かなり険しい表情だが、何かまずいことを言ってしまったのだろうか。けれど彼に対しては、正直な言葉を返すことが正解だと俺は知っている。彼はたとえ気分を害しても、トーマス導師のように理り不ふ尽じんな嫌いやがらせをすることはない。

「そうか──であれば、これは君にとって望ましくない展開だろうな。実を言うと……アイシス姫ひめと君の縁えん談だんが持ち上がっている」

「は……？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からず、俺は間の抜ぬけた声を上げた。

　アイシスとは、未いまだ一度も人前に姿を現していないフレアリアの姫ひめ君ぎみだ。初代女王の生き写しであるとか、そういう根も葉もない噂うわさは聞くが、当然ながら俺も顔を見たことはない。

「虚神ゴーレムを開発し、凄すさまじい勢いで領土を拡大しているエルファレスは、我が国にとっても大きな脅きよう威いとなっている。そこで長老議員エルダーたちの一部が、フレアリアとの友好関係をより強固なものにするため、君たちの縁談を提案したのだ」

　執務机に両りよう肘ひじを突つき、組んだ両手で口元を隠しながらアッシュ導師は事情を説明する。

「……まあ、そういうことを言い出す人はいるでしょうね。予想して然しかるべきでした」

　俺は溜ため息いきを吐つく。言われてみれば、十分に考えられる事態だった。

「知っての通り、フレアリアは代々女王が国を導いてきた。縁談が成立すれば、君は婿むことして迎むかえられ、祖国へは戻もどれなくなるわけだが……どうするね？」

　フレアリアの象しよう徴ちようは魔女の子孫たる女王で、夫は添そえ物ものに過ぎない。婿となっても実質的な権力は何も手に入らないだろう。

「どう……とは？」

「今や国同士の力関係は、エルファレスの方が上だ。君が強く拒こばむのであれば、この話は流してしまえる」

　まさか自分に選せん択たく権があるとは思っていなかった俺は、目を見開く。今ここにいる俺はただの学院生ではなく、エルファレスの第三皇子なのだ。だからこそ、選択という権利を手に入れられる。

『お兄様、行かないで！』

　妹の顔が脳のう裏りを過よぎり、胸にチクリと痛みを感じた。留学が決まった時、俺は泣いて縋すがる妹に必ず帰ってくると約束した。だが俺はそんな感傷を振ふり切り、思考する。

　たとえ俺が約束を守ってエルファレスに戻っても、それはほんの一時、彼女を喜ばせるだけ。妹の幸せを本当に思うのならば、情勢を少しでも安定させるために婚こん姻いんを受け入れるべきだろう。

　そしてそれは、幼馴染のイスカが〝人〟になれる世界へ近づくことでもある。

　そんなものは諦あきらめで、妥だ協きようだと、胸の内でもう一人の自分が叫さけんでいたけれど……これ以上に正しい解は見つからない。

　四年前と、同じだ。あの頃ころから俺は、何も変わっていない。

「……両国が強い友好関係を築く礎いしずえとなるのなら、俺はエルファレスの第三皇子としてその役割を引き受けます。俺が人質として、この国へ来た時のように」

　──ごめんな。

　心の中で妹に詫わびながら、俺は平和のために身を捧ささげる選択をした。

　もっと力があれば、別の形で妹やイスカの望みを叶かなえることもできるだろう。けれど非力な俺にできることは、本当に限られている。

　今の俺には妹との約束を守ることも、イスカの難題に答えることもできはしない。

　せいぜい彼女たちの幸せに、少しだけ貢こう献けんするのが精せい一いつ杯ぱい。

　もし戦争が拡大すれば、妹はやがて外交の道具として利用されてしまうだろう。もちろん俺たちに結けつ婚こん相手を選ぶ自由はないが、それでも平和な状じよう況きようなら、政治情勢以外の部分も考こう慮りよする余よ裕ゆうが生まれるはずだ。母ならきっと、妹が不幸にならない相手を見つけてくれる。そう信じて、俺は自分の役割を受け入れた。

「そうか」

　アッシュ導師は短く応じ、目を伏ふせる。

「分かった──他の長老議員エルダーにはそのように伝えよう。エルファレス本国にも今回の話を持ちかけ、了りよう承しようされたならば正式な婚こん約やくが成立することになる。だが……」

　表情を暗くするアッシュ導師。

「エルファレスは、俺とアイシス姫の婚姻を認めないと考えているんですか？」

　俺が訊たずねると、アッシュ導師は険しい表情のまま俺を見る。

「いや、私が危き惧ぐしているのはそんなことではない」

「ではいったい何を──」

「もう一つの要件に関わる話だよ。私はもう既すでに──事態が取り返しのつかない段階まで進んでいるのではないかと考えている。ここひと月、エルファレスの様子は明らかにおかしい」

「おかしい？　それは、どういった意味でしょうか」

　そういった噂うわさ話ばなしは、特に聞いていない。何か大きな出来事があったならば、普ふ通つうはどこかから伝わってくるはずだ。

「表面的な動きはない。この一か月間、エルファレスは何もしていないのだ。虚神ゴーレムを用いた他国への侵しん攻こうも、今は前線を維持するだけに留まっている。加えて、皇宮内の情報が一切聞こえてこない。私は、エルファレスの内部で何かが起こったのだと見ている」

「内部で何かが……」

　俺は眉まゆを寄せて呟つぶやく。

「恐らく、すぐには表おもて沙ざ汰たに出来ないことだろう。たとえば──現皇こう帝ていの崩ほう御ぎよ」

「そんなまさか！」

　思わず俺はアッシュ導師へと詰つめ寄った。

「その様子では、やはり君は何も知らないらしいな」

「……カマをかけたんですか？」

　俺が問いかけると、アッシュ導師はあっさりと頷うなずく。

「すまない。今は少しでも情報が欲しくてね。もしも今後エルファレスから接せつ触しよくがあった場合は教えてくれると助かるが、無理強いはしない。さすがに祖国を裏切れと強要はできんしな」

　苦笑を浮かべて謝るアッシュ導師。

「いえ……必要なことであればきちんと報告します」

「それは助かる。私からの用件は以上だ。アイシス姫との縁談と、エルファレスの件、心に留めておいてくれ」

「分かりました」

　俺は頷き、アッシュ導師の執しつ務む室を後にした。建物の外に出ると柔やわらかな風が頰ほおを撫なで、強い西日が目を射る。オレンジ色に染まった空を見上げ、俺は長い溜息を吐いた。

　もう俺は四年も、学院生活を送ってきた。祖国で第三皇子として暮らしていた日々は遠いものになりつつある。

　それでも俺は、いつかまたエルファレスに戻れることを信じていた。表向きは留学生という立場なので、学院を卒業すればその機会が巡めぐってくるかもしれないと期待していた。

　妹との約束も──果たすつもりでいた。

　なのに、突とつ然ぜんの縁談話だ。その上、エルファレス内部で何かが起こっているかもしれないという。ずっと最善の選せん択たく肢しを選んできたつもりだが、俺は結局誰だれかが作った流れの中で足あ搔がいているだけなのだろう。自分で大きな流れを作り出す力が、俺にはない。

　もっと力があれば……用意された選択肢の中から選ぶのではなく、より正しい道を自分で切り開くことができるのに。

　俺はぼうっと夕焼け空を見上げながら、歩を進める。気が付くと、いつの間にか学院の正門前まで来ていた。正門を出て右に曲がれば、すぐ高等部の寮りよう棟とうへ辿たどり着つく。だが俺はあえて逆方向に足を向けた。

　少し頭を整理する時間が欲しい。

　俺は目的地を定めず、黄昏たそがれ色に染まる街を彷徨さまよい始めた。




　　　　５




　半刻ほど当てもなく街を歩いていると、空の半分が赤から藍あい色いろに変わり始める。

　西の山脈に、太陽が沈しずもうとしていた。

　辺りはもう、見知らぬ場所だ。四年間この街で暮らしているが、足を踏ふみ入れたことのない区画はまだまだ多い。道の左右は高い塀へいに仕切られ、その向こうに飾かざり気けのない大きな建物が聳そびえている。恐おそらく、何かの工場だろう。

　つい先ほどまでは多くの人とすれ違ちがったのだが、気が付くと人通りは絶えていた。工場らしき建物も静まり返っている。ちょうど操業時間が終わったところなのかもしれない。

　彼らは、日の出と共に起き、日が沈む前に労働を終える。今いま頃ごろ街の酒場などは、仕事を終えた労働者たちで賑にぎわっていることだろう。

　フレアリアの民たみは二種類に分けられる。それは魔ま術じゆつの使える者と、使えない者。

　魔ま導どう士しの育成には、長期間に渡わたる〝教育〟が必要だ。もちろん素質がなければ優れた魔導士にはなれないが、必要な教育を受ければ誰でも魔術の行使は可能となる。

　しかし、皆みなが魔導学院に入学できるわけではない。

　学費が非常に高いため、平民が入学するには学費免めん除じよの特待生となる必要があった。

　それはとても狭せまき門で、ほとんどの者が零こぼれ落ちる。

　そうして魔導士になれなかった平民たちの多くは、工場の労働者として働いていた。

　魔導士との格差に不満を抱いだいている労働者も少なくないので、人ひと気けの絶えた工場区をうろつくのは危険かもしれない。

　それに、ここはもう街の外れだ。これ以上行くと門限までに寮りようへ戻れなくなる。

　加えて──このフレアリアには、ある言い伝えがあった。

「夜の闇やみに踏み込むな。魔ま神じんにとって喰くわれるぞ──だったか」

　恐らくは子供に門限を守らせるための言葉なのだろうが、フレアリアでは夜間に行方ゆくえ不明となる人間がそれなりにいる。たぶん何かしらの犯罪に巻き込まれたのだとは思う。しかしそれが魔神の仕し業わざだと囁ささやかれる背景がこの国にはある。

　かつてこの大陸に存在したとされる多くの巨神たち。その全てを殺し尽つくし、最後は巨神ハイロゥと相打ちになって果てた最悪の殺神者がいた。

　それが魔神アークロウ。そしてその二柱の神が殺し合った場所こそ、〝禁断の地〟と呼ばれた、このフレアリアなのだ。

　アークロウとハイロゥは互たがいの体を微み塵じんに砕くだくまで戦い続けたと言われている。魔神の血は大地に染み込み、あらゆる生命が死に絶えたらしい。ゆえに当時〝小さき者〟と呼ばれた人間の先祖たちは、その場所を〝禁断の地〟としたのだろう。

　この伝説を裏付ける証しよう拠ことして、フレアリアではアークロウやハイロゥの物と思われる神骸イコンがいくつも発見されている。だがそれは本当に小さな破片で、とても虚神ゴーレムとして使えるものではない。

　もしも完全な形で残っていたならば、フレアリアは強大化するエルファレスに怯おびえることもなかったはずだ。

「魔神の話をしたら、リィンはすごく怖こわがるだろうな……」

　今も故郷で俺の帰りを待っているはずの妹──リィンを思い出す。約束を果たせなくなるかもしれない今、彼女のことを考えると胸が苦しい。

　四歳下のリィンはとても寂さびしがり屋で、母が屋や敷しきにいない時はいつも俺にべったりだった。だが臆おく病びような割には行動力があり、こっそり俺が屋敷から抜ぬけ出した時も必死に追いかけてきたのを覚えている。

　俺がフレアリアへ行くことが決まった時も、最初は自分も付いて行くと駄だ々だを捏こねたものだ。もし結婚話が決まったら、リィンは泣いてしまうだろうか。

「──いや、もう四年経っているんだ。リィンも昔みたいな寂しがり屋の子供じゃない」

　幼いリィンの泣き顔を思い浮うかべていた俺は、その想像を振ふり払はらう。

　別れた時は八歳だが、今はもう十二歳だ。きっと、綺き麗れいになっていることだろう。

　もう二、三年もすれば結婚の話が出てもおかしくない。

　リィンもいつか、国の利益になる縁えん談だんを受け入れるのだ。母ならばリィンが幸せになれる縁談を進めてくれるだろうが、それでもリィン自身で相手を選ぶことはできない。

　俺も、弱音を吐はいてはいられないな……。

「そろそろ帰るか」

　気持ちはある程度落ち着いた。散歩はこの辺りにしておこうと、俺は踵きびすを返す。

　──ドオォォォォォォン！

　けれどその時、どこかから大きな音が響ひびいてきた。

「爆ばく発はつ……？」

　何が起こったのかと視線を巡らせると、少し離はなれた場所から黒こく煙えんが立ち昇のぼるのが目に留まる。工場で爆発事故が起きたのだろうか。それとも何か事件か──。

　どちらにせよ近づくのは危険だ。けれどもし助けを必要としている人間がいた場合、即そく座ざに応えられるのは自分しかいない。

「っ……」

　俺は煙けむりが見える方へと走り出す。細い路地を抜け、可能な限り最短距きよ離りで爆発の現場に向かう。やがて焦こげ臭くさい匂においが漂ただよってきた。

　再び轟ごう音おんが空気を揺ゆらす。爆発はまだ続いているようだ。

　煙の中に、鮮あざやかな紅色の炎ほのおが垣かい間ま見みえた。

「あの色──普通の炎じゃない」

　俺は走りながら驚おどろきの声を漏もらす。あれは恐らく、魔術で生み出された炎だ。

　ということは、煙の下で何者かが魔術を使っているということになる。それも連続で、強力な攻こう撃げき魔ま術じゆつをだ。攻こう撃げきとは敵に対して行うもの。つまり──。

「……誰かが、戦っているのか？」

　ならば考えなく現場へ突とつ入にゆうするのは危ない。

　俺は走る速度を落とし、できるだけ足音を立てないように先へ進む。

　次の曲がり角から薄うつすらと赤い光が漏れている。あの角を曲がれば、爆発現場に出られるだろう。道の隅すみに転がっている酒瓶びんやガラスの破片を踏まないよう気を付けつつ、俺は角の向こうをそっと覗のぞいた。

　横よこ倒だおしになって燃え盛る荷馬車と、散乱した積み荷──その周囲には倒たおれている人たちの姿が見える。彼らは全員帯たい剣けんし、赤い軍服を着ていた。

「あれは軍の魔導士……いったい何が──」

　もう少しだけ角から顔を出し、状じよう況きようを見極めようと試みる。

　視界が広がり、燃える荷馬車の横で向かい合う二つの影かげが目に映った。

　炎を背にしているせいで逆光となり見え辛づらいが、一人は軍服を着た魔導士だ。もう一人は長ちよう髪はつの剣けん士し。二人ともシルエットからして女性だろう。

　魔導士の周囲には複数の魔ま法ほう陣じんが展開しており、女剣士は細身の剣けんを右手で構えていた。

「──許しません。よくも仲間を……仇かたきは取らせてもらいます」

　魔導士が激しい怒いかりの籠こもった声で言う。その声こわ音ねを俺はよく知っていた。

　炎が積み荷の一つに引火し、小さな爆発が起こる。その光に照らされて、魔導士の顔が露あらわになった。

「ミラ……？」

　俺は息を吞のみ、彼女の名を呟く。今は学園の制服ではなく軍服を着ているが、間ま違ちがいない。そういえばミラは午後から軍の任務に就くと言っていた。状況から察すると、その任務中に襲しゆう撃げきを受けたというところだろうか。

　この想像が正解かは分からないが、とにかくミラに加勢しなければ。友人を助けるのに理由はいらない。

　俺は現状の最適手を導き出すため、物事に優先順位を設定する。第一にミラの命を守ること。第二に倒れている魔導士たちの保護。第三は女剣士の撃げき破は、できるなら捕ほ縛ばく。

　こちらの戦力が十分であればその全てを達成し、足りなければミラだけでも救い出す。

　方針が定まれば、正しい行動も自おのずと決まる。

　俺はその場で、すぐさま魔法陣の構築に移った。

「安心しろ。皆、殺してはいない。死ぬのは──お前だけだ」

　女剣士は低い声で告げ、剣の切っ先を微かすかに上げる。俺の方に背を向けているため、顔は分からない。彼女の長い金きん髪ぱつが、炎風にそよいでいた。

「狙ねらいは私……？」

　訝いぶかしげな表情を浮かべるミラ。そしてチラリと散乱した積み荷に目をやる。ミラは襲撃者の目的が積み荷にあると考えていたのかもしれない。

　二人が睨にらみ合っている間に、俺は二重陣ダブルサークルの魔法陣を描かき上げた。あとは動くタイミングだ。

「そう、私はお前を殺せればそれでいい。無む駄だな抵てい抗こうはするな。目を閉じ、じっとしていろ。痛みを感じる間もなく終わらせてやる」

　女剣士はミラに冷然と告げる。俺の目から見れば、形勢が不利なのは女剣士のように見える。ミラは既すでに魔法陣を複数完成させており、それが発動すれば女剣士は一溜たまりもないはずだ。それなのに余よ裕ゆうがあるのは女剣士の方。

「……冗じよう談だんじゃありません。死ぬのはあなたです──追熱シヤルール！」

　ミラは強気な言葉を返しつつも追い詰つめられた表情で後方へ飛び、同時に魔法陣の一つを起動させた。今日、俺との模も擬ぎ戦で使った追つい尾び型の魔術だ。けれど女剣士は、避さけようともせずに剣を振るう。

　赤い熱の帯が、銀色の刃やいばに斬きり裂さかれて虚こ空くうに消える。

　──なっ!?

　その光景に俺は息を吞んだ。魔術を剣で斬るなど、聞いたこともない。

「っ……またですか」

　悔くやしげな声を漏らすミラ。恐らくあの魔術を斬る剣によって、他の魔導士たちは倒されてしまったのだろう。

　あれはたぶん、何らかの魔術的処置が施ほどこされた武具──魔導具だ。

「足あ搔がくのならば、多少の痛みは覚かく悟ごしろ」

　女剣士はそう言って距離を詰める。ミラは表情に焦あせりを滲にじませながら、残った魔法陣を立て続けに起動させた。

「紅炎ヴエルミリオン！　緋閃エカルラート！」

　巨きよ大だいな紅い炎えん弾だんと、幾いく条もの緋ひ色いろの閃せん光こうが女剣士に向かって放たれる。

　たとえあの剣が魔ま術じゆつを斬れる魔導具でも、この飽ほう和わ攻こう撃げきは捌さばき切れまい。

　俺はミラの勝利を確信するが──女剣士は視認できないほどの速度で剣を振るう。俺に見えたのは、炎を照り返した刃の赤い残光。
















　魔術は女剣士に届くことなく、消しよう滅めつする。

　全て──斬り払った!?

　勘かん違ちがいしていた。本当に凄すごいのはあの剣ではなく女剣士自身だ。

　俺は頭の中で、敵の戦力想定を上方修正する。ミラがいるなら敵の捕縛も可能と考えていたが、これでは第一目標の達成すら危うい。

　魔法陣を使い切ったミラは、新たな魔術を使う余裕はないと判断してか、腰こしから女性魔導士用のショートソードを引き抜く。

　ミラは剣の腕うでも立つ。武術の授業は男女別々のため直接戦ったことはないが、女子の中でトップの成績であるのは確かだ。

　けれど──俺にはミラの行動が〝間違い〟であると、もう分かっていた。

　あの剣士には、勝てない。今助けに入らねば、手て遅おくれになる。

「──氷蔦グラセルマ！」

　俺は既に完成させていた捕縛用の魔術を発動させる。魔法陣から氷の蔦つたが伸のび、ミラに迫せまっていた女剣士へと殺さつ到とうした。

　それと同時に俺は角から飛び出し、気を失っている魔導士の剣を拾い上げる。

「……」

　女剣士は俺の魔術に気付くと、体を搦からめ捕ろうとする氷の蔦に向けて剣を振るった。

「エルクさん──？」

　突とつ然ぜん現れた俺にミラは目を丸くしたものの、女剣士が魔術を迎げい撃げきした隙すきを見み逃のがさず、ショートソードで斬りかかる。

「ダメだ！　逃にげろ！」

　俺はミラに、現状での〝正解〟を伝えるが、手遅れだった。

　女剣士は少し体を反そらしただけで刃を躱かわし、空いていた左拳こぶしでミラの腹部を突つく。

「かはっ……」

　ミラは掠かすれた苦鳴を上げ、その場に崩くずれ落ちる。

　氷の蔦を全て斬り払った女剣士は、地に伏ふせたミラに刃を向けた。

「やめろぉぉぉぉぉぉっ!!」

　女剣士がとどめを刺さそうとしたところに、今度は俺が突とつ進しんしながら剣を振るう。

　ギィィィィン──という刃のぶつかる硬こう質しつな音が辺りに響いた。

　俺は鍔つば迫ぜり合いをしながら、至し近きん距きよ離りで女剣士と睨み合う。だが彼女の整った顔立ちと、美しい碧みどり色の瞳ひとみを見た瞬しゆん間かん──どくん、と心臓が跳はねた。

「まさか──」

　俺の喉のどから驚きよう愕がくの声が漏れる。そして女剣士もまた、驚いたように目を大きく見開いていた。思い出の中にいる少女の面おも影かげが、彼女の表情と重なる。

「お前は……」

　震ふるえる声を漏らす女剣士。その反応は、俺の想像を肯こう定ていしたも同然だ。

　そんなわけはない、彼女のはずがないと感情が否定しても、俺の理性は冷れい徹てつに「間違いないだろう」という結論を下す。

　イスカ・カリバーン。

　俺と剣を合わせているのは、美しく成長した幼おさな馴な染じみの少女だった。

　動どう揺ようが腕に伝わり、微かに剣を持つ手が力んだ瞬間──イスカは押し込んでいた俺の刃を横に受け流した。

「っ!?」

　バランスを崩した俺に向けて、イスカの白はく刃じんが翻ひるがえる。

　辛かろうじて自分の剣で攻撃を受けるが、体勢が悪かったため踏ふん張ばりがきかない。

　後方に吹ふっ飛ばされた俺は、背中を強く打ち付けて地面に倒れた。

「かはっ……げほっ……」

　息が詰まり、すぐには動けない。咳せき込む俺にイスカは近づいてくると、眼前に剣の切っ先を突きつけた。

　刃が掠かすったのか、額から流れ落ちた血が左目の視界を奪うばってしまう。

　絶体絶命の状況。だが相手がイスカであるのなら──。

「剣を引け……俺はエルファレスの第三皇子──エルク・リード・エルファレスだ」

　俺は自分の立場と名を明示し、チェーンを通して首に掛かけていた印章を服の下から取り出す。印章とは貴族や王族が自らの身分を証明するもので、それぞれに異なる紋もん章しようが刻印されている。同じ物は二つとないため、これを見せればイスカも俺がエルクだと分かるだろう。

　先ほど彼女が俺に対して剣を振ふるったのは、まだこちらの正体を確信できていなかったからに違ちがいない。どんな任務を彼女が帯びていようと、エルファレスの皇子である俺を殺す理由はないはずだ。

「知っている」

　けれど彼女は一切の動揺を見せずに答える。突きつけられた剣けん先さきは全くぶれない。

「お前は……俺だと知って、剣を振るったのか？」

　俺は愕がく然ぜんとしながら問いかける。

「そうだ。久しぶりだな──エルク。私も自己紹しよう介かいが必要か？」

「俺が……イスカの顔を忘れるわけないだろう。いったい、どうして──」

　イスカが俺を殺そうとしたことが信じられず、掠れた声で問い返す。

　すると彼女は目を細め、まるで憐あわれむように──ひどく悲しげな眼まな差ざしで俺を見下ろした。

「エルファレスに、もはやお前の帰る場所はないからだ。皇こう帝てい崩ほう御ぎよの混乱に乗じて、第二皇子がクーデターを起こした。第一皇子やお前の母は殺され、皇女たちも幽ゆう閉へいされた」

「は──？」

　間の抜ぬけた声が喉から漏もれる。

　今、イスカは何を言った？　皇帝の崩御？　第二皇子のクーデター？

　兄と母──第一皇子のミハエルとライラ第三皇こう妃ひが殺された……？

　皇女たちが幽閉ということは……まさか、リィンも？

「そんな馬ば鹿かなこと……」

　俺は掠れた声で呟つぶやくが、脳のう裏りにアッシュ導師の言葉が過よぎる。

　──私は、エルファレスの内部で何かが起こったのだと見ている。

　さらにアッシュ導師は、皇帝が死んだ可能性も示し唆さしていた。

　予兆は確かにあったのだ。ただ、俺が知らなかっただけ。

「信じる信じないは、エルクの勝手だ。だが、どちらにせよ時計の針は巻き戻もどらない。こうなってしまった以上、現体制を早急に安定させるのが〝剣けん〟の役目。余計な火種となりうる第三皇子は、今ここで私が討うつ」

　冷然と告げるイスカ。

　彼女の言葉は、エルファレスの者がその皇子を殺す動機として納得できてしまうものだった。あの酷こく薄はくな第二皇子──レナード・ダスク・エルファレスならば、躊ちゆう躇ちよなく俺の抹まつ殺さつ指令を下すに違いない。

　そして国の〝剣〟であるイスカは、どんな命令であれ従うだろう。剣の一族というのは、そういう存在。だからこそ彼女は〝人〟になりたいと望んだのだ──。

　どうやら、信じるしかないらしい。

　何もかもが、俺の知らないうちに終わってしまっていたことを。

　けれどそのことを認めた時、心の奥底から湧わき上がってきたのは諦あきらめではなく、熱く激しい感情だった。

　何も知らなかった自分への憤いきどおり。優しく聡さとい兄のミハエルと、俺を励はげまし送り出した母を殺した、レナードへの憎にくしみ。大切な物の多くが失われてしまったことに対する嘆なげき。

　それらが混じり合い、胸の内で渦うずを巻く。

　ようやく全てを知ったというのに、何もできないことが悔しい。

　今からでも、まだやれることはあるはずなのに……俺の命はここで断ち切られようとしている。そんな運命そのものに、俺は激しい怒いかりを抱いだいた。

「ふざけるな……」

　俺は残ざん酷こくな世界を右目で睨にらむ。額から伝った血で塞ふさがれた左目は開かない。

　辺りに満ちる色は、赤。

　炎ほのおの赤、残照の赤、そして──刃やいばの赤。

　それは血の色。眼前に突きつけられた剣の切っ先は、俺の血液で濡ぬれている。

　腹を打たれたミラは、倒たおれたまま動かない。気を失ってしまったのだろう。

　空へと上がる煙けむりを見て憲兵隊がやってくるとしても、まだしばらくかかるはずだ。助けは期待できない。

　間もなく俺の人生は終わる。ミラも、リィンも、俺自身も救えず──イスカの夢も叶かなえられぬままに。

「認め……られるか」

　だが俺は、刃の形をした運命に反はん抗こうする。

　まだ、死ぬわけにはいかない。この間ま違ちがいだらけの状じよう況きようを、世界を、正すのだ。

　生き延びて、どんな手段を使ってでも力を手にし、リィンを救う〝正解〟を見つけ出してみせる。

　俺は倒れながらも手放さなかった剣を右手で強く握にぎり、同時に左手の人差し指に魔ま力りよくを込めた。イスカに悟さとられぬよう左手を後ろに回し、指先で背後に魔ま法ほう陣じんを描えがく。

　そして勢いよく横へ転がると同時に、俺は魔術を起動させた。

「焰弾フラムっ！」

　俺が込めた魔力は刻まれた魔法陣の記述に従い、任意の現象へと転化される。

　陣じんから生まれた火球が、イスカに向かって放たれた。

「無む駄だだ」

　イスカが剣を振るうと、火球は二つに裂さかれて消滅する。けれどこうなることは分かっていた。魔術はあくまでも目くらまし。

　俺は転がった勢いを利用して立ち上がり、イスカに向けて剣を振り下ろす。殺すつもりはないので刃は立てず、剣の腹での攻こう撃げきだ。

　憎むべきは〝剣〟であるイスカを振るう者。イスカがただ命令に従っているだけならば、彼女のことはきっと取り戻せる。彼女を倒し、きちんと話をすれば必ず──。

「──無駄だと言っている」

　しかし返す刃で女剣けん士しは剣を受け止め、がら空きになった俺の腹部へ右足を繰くり出した。

「がっ!?」

　勢いよく蹴けり飛ばされた俺は、散乱した積み荷の中へと突っ込む。ガンッとやけに固い箱に背中からぶつかり、意識が飛びかけた。

　歯を食いしばって痛みに耐たえ、薄うすれる意識を繫つなぎとめる。

「今いま更さら、どう足あ搔がいたところで無駄なんだ。お前は遅おそすぎた。価値も、意味も、全て失くしたお前に、為なせることは何もない」

　イスカは淡たん々たんと言葉を紡つむぎながら、俺に近づいてくる。

「く、そ……」

　積み荷に寄りかかって立っているのが精せい一いつ杯ぱいだ。この状況では、魔法陣を描いている余よ裕ゆうもない。剣はまだ右手にあるが、イスカに剣けん術じゆつだけで勝つのはまず不可能だろう。

「もう抵てい抗こうするな。世の安定のため、大人しく死を受け入れろ」

　イスカは、平和のために死ねと俺に求める。

　心が軋きしむ。

　彼女の言う通り、俺は余計な火種になる。レナードに不満を持つ者たちに担ぎ出される可能性は低くない。そうなればエルファレスは混乱し、きっと多くの人が死ぬことになるはずだ。でも──。

「嫌いや、だ」

　俺は、喉から声を絞しぼり出す。それは〝正解〟じゃない。

　俺とミラが死に、リィンが不幸になる選せん択たくだ。

　レナードがリィンを殺さずに幽閉したのは、外交上の道具として利用するためだろう。

　下手へたをすれば、死ぬよりも辛つらい未来が待っている。

　リィンを救おうと考える者は、もはやこの世に俺ただ一人。

　気を失っているミラを助けられるのも、この状況では俺しかいない。

　そして何より、レナードの作る平和は──違う。あの酷薄で利己的な兄が、まともな統治をするとは思えなかった。

　──そこにはきっと、イスカが〝人〟になれる平和はない。

　イスカは俺の目から戦意が消えていないことに気付いたのか、歩調を緩ゆるめて慎しん重ちように距きよ離りを詰つめてくる。

　状況は絶望的。だが、どこまでも足搔いてやる。最後の最後まで生を諦めない。

　何とかこの場を切り抜け、〝正解〟を探すのだ。

　手段は選ばない。必要ならば、世界だって変えてやる。

　運命が牙きばを剝むくのなら、理ことわりさえも壊こわしてみせる。

　たとえ今の世に、深い傷を刻むことになろうとも。




『……あなたは、今の世界を殺したいのですか？』




「え……？」

　誰だれかの声が頭の中に響ひびく。けれど俺の近くにいるのは死を運んでくるイスカだけ。

　幻げん聴ちようか。もうかなり意識が怪あやしくなっているようだ。

　だが、問われたならば答えねばならない。俺はどんな問いからも背を向けずに生きてきたのだから。

　──そうだな。俺は確かに、世界へ殺意を持っている。

　胸の内で、吐はき捨すてる。

　今の世界が俺から大切なものを根こそぎ奪うばおうとするのなら……戦うしかないだろう。

　実現可能かどうかは関係ない。もはや俺は、そういう風に生きるしかないのだ。

　間もなく、イスカに殺される運命だとしても──。




『ああ……そのような魔力こころを、スピネルはずっと欲ほつしていた気がします』




　だが幻聴なら有り得ないはずの返事が脳内に響く。

　──本当に、誰かいるのか？

　驚おどろいて少し体勢を崩くずした俺は、寄りかかっていた箱の縁ふちに手を置いた。

　カチリ。

　何かを押し込んだ感かん触しよくがあり、留め金の外れる音が鳴る。すると箱の蓋ふたが内側の圧力に押されるようにして開き、生じた隙すき間まから冷たく白い煙が勢いよく噴ふき出した。

「な──」

　とどめを刺さそうと俺に歩み寄ってきていたイスカが、驚きに足を止める。彼女の姿は立ち込める白い煙で覆おおわれ、見えなくなった。

　箱は斜ななめに傾かたむいており、開いた箱の中から何かがずり落ちてくる。

　それは白くて、人の形をしていた。

　髪かみも肌はだも新雪のように無む垢くな、十三、四歳ほどの女の子で、透とう明めいな円えん環かんを首と手足に嵌はめている。身に着けているのは、精せい霊れい語らしき紋もん様ようが織り込まれた奇き妙みような衣装だ。

「っ!?」

　俺は地面に落下する女の子を反射的に受け止める。体はとても冷たく、軽い。

　死んでいるのかと思ったが、彼女はパチリと瞼まぶたを開いた。宝石のような蒼あお色の瞳ひとみに見つめられ、俺は息を吞のむ。

　そして彼女は、青ざめた唇くちびるを動かして言葉を紡いだ。

「……魔力回路を確認。これよりパスの構築と魔力波長の適応化プロセスへ移ります」

　少女は白い手をぎこちなく持ち上げ、俺の首に腕うでを絡からめ──顔を寄せる。

　──え？

　まるで作り物のように整った少女の顔が近づき、冷たい唇が俺の口に触ふれた。

　冷え切っていても柔やわらかな唇の感触に、頭の中が真っ白になる。

　だが俺に呆ほうけている猶ゆう予よは与あたえられなかった。彼女の唇が──その全身が、燃えるように熱くなる。俺の中の熱が彼女との接せつ触しよく部へ集まっていくような感覚。熱い痛みが脳を揺ゆさぶった。

「っ──!?」

　悲鳴を上げたくても、唇を塞がれているため声を出すことができない。

　彼女の体は焼け落ちてしまいそうなほど熱いのに、俺の体は逆に冷え切っていく。

「おい、何をしている!?」

　煙の向こうからイスカの声が聞こえたが、応じられるわけもない。

　罠わなかもしれないと警けい戒かいしているのか、イスカは無む闇やみにこちらへ近づいては来なかった。

　だが俺の方も状況は分からない。少女が何者かも全く想像が付かない。

　事態を把は握あくできないまま、俺の中に存在する活力が奪われていく。

　既すでに立っているだけで精一杯だった俺は、耐え切れず地面に膝ひざを突ついた。

　けれど少女の体は俺を離はなさない……まるで溶とけあったように離れないのだ。

　視界が霞かすむ。だが気を失う寸前で、熱の略りやく奪だつは唐とう突とつに途と絶だえた。

　熱い口付けが終わり、少女がゆっくりと顔を離す。

　落ちてきた時は冷え切っていた少女の体が温かい。青くなっていた唇も、今は瑞みず々みずしい薄うす桃もも色いろとなっていた。少女は俺の腕から降り、自分の足で地面に立つ。

　そして膝を突いたまま動けない俺に、こう言った。

「初めまして、マスター。スピネルはこれより──世界を殺すお手伝いをいたします」

「君はいったい……」

　スピネルと名乗った少女を、俺は呆ぼう然ぜんと見上げる。

　蒼い瞳以外の全てが真っ白な彼女は、この赤い戦場に最も似つかわしくない存在に思えた。

　辺りに満ちていた白い煙けむりが晴れていく。霞かすむ世界の中に、俺とミラの命を狙ねらうイスカの影かげが浮うかび上がった。向こうもこちらの姿を視認したようで、訝いぶかしげな声を発する。

「貴様……どこから現れた」

　俺の前に立つスピネルへ、イスカは剣けんを向けた。

「マスター、スピネルは敵性体を排はい除じよします」

　白き少女はイスカに視線を向け、ゆっくりとした足取りで歩き出す。

　まさか、俺を助けるっていうのか？

「ダメだ！　彼女は君が敵かなう相手じゃない！」

　俺は慌あわててスピネルを止める。

「──スピネルはマスターの状況認識が誤っていると指し摘てきします。あの敵性体が有する戦力で、スピネルを傷つけることは不可能です。前提条件が間違っているため、制止の命令は無効と判断させていただきます」

　平へい坦たんな声でスピネルは言い、無造作にイスカの間合いへと足を踏ふみ入れる。武器も持たず、構えもせず、あまりにも無む謀ぼうだ。

「足の運びはまるで素人しろうと……何者か分からないが、少し眠ねむっていろ」

　イスカは顔を顰しかめ、剣の腹でスピネルの体を打った。

　ギィィィィィン──！

　だがイスカの剣は硬こう質しつな音を立てて弾はじかれる。スピネルは微び動どうだにしていない。

「なっ……」

　イスカが驚きよう愕がくの声を漏もらす。

「神骸細胞イコンセル、活性化に問題なし。スピネル、攻撃に移ります」

　スピネルは静かな声で呟つぶやき、拳こぶしを振ふり上げ、大きく一歩を踏み込む。地面が揺れ、ひび割れた。

　最初は剣で攻撃を受けようとしていたイスカだったが、その強きよう烈れつな踏み込みを見て即そく座ざに回かい避ひへ切り替かえる。

　後ろに飛び退くイスカ。スピネルの攻撃は空を切るが、その拳はそのまま地面に突つき刺さる。その瞬しゆん間かん──大地がめくれ上がった。

　スピネルが拳を打ち込んだ場所から向こう全てが、砕くだけて吹ふき飛ぶ。凄すさまじい衝しよう撃げき波はと粉ふん塵じんがイスカごと周囲を吞み込み、高い塀へいや工場の建物もまとめて薙なぎ払はらう。

　いったいあの小さな拳にどれほどのエネルギーが込められていたのか。

　一いち撃げきで辺りの景色を変えてしまったスピネルの姿に、俺は戦せん慄りつする。

　そこには、力があった。

　俺がどうやっても覆くつがえせなかった死の運命を、たった一撃で破は壊かいした力が──。

「──っ!?　イスカ！」

　けれど俺はすぐさま我に返り、破壊に巻き込まれたイスカの姿を探した。

　──ガラ……。

　瓦が礫れきが崩れる音を聞き、そちらに目を向ける。

　粉塵の中で立ち上がる影を見つけ、俺は安あん堵どした。

　イスカは俺に凶きよう報ほうをもたらし、死を突きつけた残ざん酷こくな運命の使いではあったが──それでも彼女は、俺の幼おさな馴な染じみであり親友だ。

　俺はイスカが敵になった今でも、彼女の夢を叶かなえることは諦あきらめていない。

　妹を救い、イスカを〝人〟にする〝正解〟がどこかにあるはずだと、信じていた。

「くっ……」

　剣を杖つえ代わりにして、イスカは立ち上がった。さすがに無傷ではないらしい。

　後方に跳とび、地面へ伏ふせることでダメージを最小限に抑おさえたのだろう。だがそれでも服はぼろぼろだ。イスカは剣を構えながら後退し、俺たちから距離を取ろうとしていた。この状じよう況きようで任務の継けい続ぞくは不可能と判断したのだろう。

「マスター、追つい撃げきしますか？」
















　スピネルがこちらへと振り向いて問いかけて来た。どういう訳か、彼女は俺の意志に従ってくれるようだ。

　瞬しゆん時じに俺は思考する。現在、ミラを含ふくめた軍の魔導士たちは全員気絶していた。イスカを捕とらえて軍に引き渡わたせば、恐おそらくは処しよ刑けいされる。

　だが今なら、俺が密ひそかに匿かくまい、説得を行えるかもしれない。

「ああ、彼女を捕え──」

　俺はスピネルにイスカの捕ほ縛ばくを頼たのもうとするが──その時、ずきんと右目がうずいた。

　地面や塀、倒たおれた荷馬車や積み荷のあちこちに不気味な黒い裂さけ目が浮かび上がる。

　──何だ、これは？

　黒く不気味な亀き裂れつはイスカの体にも浮かび上がっていた。心臓の位置に、底が見えないほど暗い裂け目が開いている。

　それをじっと見つめた瞬間、いきなり世界の色が切り替わった。

　炎ほのおと残照の赤から、真昼の青へ。異なる景色が目の前に広がった。

　な……っ!?

　何が起こっているのか、理解できない。

　空に白い雲。吹く風には濃こい草の香かおりが混じっている。

　小高い丘おかには数えきれない墓石が立ち並び、そこからは広大な草原と遠くの街が見み渡わたせた。

　知っている。ここは──エルファレス。緑の墓所と呼ばれる丘。

　死者たちの眠るその丘には、呻うめくような声が響ひびいていた。

　一人の少女が、墓石に頭を下げながら涙なみだを零こぼしている。

　風にそよぐ長い金きん髪ぱつ。整った顔立ち。彼女は──イスカだ。

『すまない、すまない……エルクっ』

　幼馴染の少女は俺の名を呼びながら泣いている。

　その墓石に刻まれている名は──ライラ。エルファレスの第三皇こう妃ひである母の名前。

　そしてその情景は、唐突に途と切ぎれる。

　気付くと右目の痛みも治まり、辺りに見えていた黒い裂け目も消えていた。

　何だ……今のは？

「マスター、敵性体が逃とう亡ぼうしてしまいます」

　突とつ然ぜんの事態に困こん惑わくしていた俺だったが、スピネルの声を聞いて我に返る。

　駆かけ去っていくイスカの後ろ姿が瞳に映った。

「イスカ──」

　制止の言葉を上げる間もなく、彼女は角の向こうへと消えた。

「敵性体を見失ってしまいました」

　少し責めるような口調で言うスピネル。

「……そう、だな」

　再び俺やミラの命を狙ってくる可能性がある以上、ここで取り逃にがしたのは痛い。

　けれど、〝正解〟には程遠いが──最悪ではない結果だ。

　俺とミラ、それにイスカは、まだ生きているのだから。

「今からでも、追いかけますか？」

「……いや、いい。もう十分だ。助けてくれて感謝する」

　俺は窮きゆう地ちを救ってくれたスピネルに頭を下げた。

　俺の運命を容易たやすく覆した蒼い瞳の少女は、不思議そうに瞬まばたきをする。

「お礼は必要ありません。マスターを守るのは、スピネルの義務ですから」

「……気になってたんだが、そのマスターっていうのは何なんだ？」

　当然のように告げるスピネルに、俺は疑問をぶつけた。

「マスターとは、あなたのことなのです」

「いや、それぐらいは何となく分かる。俺はもっと根本的なことを聞いてるんだ」

　俺がそう言うとスピネルは少し困った様子で首を傾げる。初めての人間らしい仕草に、俺は内心ドキリとした。

「これ以上の情報をスピネルは持っていません。ですから、情報の提供を求めます。マスターのお名前は何ですか？」

　逆に問い返され、俺は溜ため息いきを吐つく。質問の意図が全く伝わっていないが、まあ自己紹しよう介かいは必要だろう。

　今後のためにも、スピネルとは友好的な関係を築いておきたい。もし彼女の力を借りることができるなら、俺はより理想に近い〝正解〟を導き出せるようになるだろう。

　レナードを倒してリィンを救う道筋すら、見出せるかもしれない。

「俺の名前はエルク・リード・エルファレスだ。君は……スピネルでいいのか？」

「はい、スピネルと呼んでください。正式名めい称しようはブルースピネル・アークロウと言います」

「……アークロウ？」

　それはかつて巨神を皆みな殺ごろしにした魔ま神じんの名だ。

　彼女は何かその魔神と関わりがあるのだろうか。

　じっと俺が見つめると、スピネルはきょとんと首を傾げる。

　その時、小さな呟きが耳に届いた。

「彼女と……契けい約やくしてしまったんですね」

　驚おどろいて声が聞こえた方に顔を向けると、ミラが腹部を押さえながら立ち上がろうとしているところだった。

「ミラ！」

　俺は慌てて彼女に駆け寄より、その体を支える。

「……全く、これは大おお事ごとですよ。彼女はフレアリアが密かに開発していた、秘密兵器なんですから」

　ミラは俺に体重を預けながら溜息を吐く。

「秘密兵器？」

　華きや奢しやな少女の容姿とはあまりに相反する言葉の響きに、俺は眉まゆを寄せた。

　そんな俺に、ミラはスピネルの正体を告げる。

「彼女──ブルースピネル・アークロウは、魔神の神骸イコンを肉体に融ゆう合ごうさせたホムンクルス。虚人ドーレムと呼ばれる、対虚神ゴーレム用兵器なんです」







　第二章　剣けんの在あり処か
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「──それでは行ってきますね。エルク、リィンのことを頼みましたよ」

「分かりました、母上」

　俺は頷うなずき、屋や敷しきから出て行く母を見送った。

「いってらっしゃいませ……お母様」

　隣となりに立つ妹のリィンは、俺の手をぎゅっと握にぎりながら、不安げな顔で母を送り出す。

　母が朝から外出する日は、俺が妹の面めん倒どうを見る──それは昔から続いてきた俺たち家族の習慣だった。

　四歳年下のリィンはとても寂さびしがり屋で、一人きりになることが苦手だ。そのくせ人見知りのため、母と俺以外には心を開かない。昔は俺も避さけられていたが、ある事件が切っ掛かけで、懐なついてくれるようになった。

　この、ある意味用心深いとも言えるリィンの性格は、彼女の生い立ちが大きく影えい響きようしている。リィンは実の妹というわけではない。血の繫つながりで言うならば、リィンは俺の叔母に当たるのだ。

　本当の父親は前皇帝──俺の祖父にあたる人物。母親は不明。

　様々な思おも惑わくが絡からみ合い、リィンは母であるライラ皇こう妃ひの娘むすめとして育てられることになったらしい。その辺りの事情は、正直俺にはよく分からない。ただ、血の繫がりは叔母であっても、家族になった以上は妹なのだと──そんな解かい釈しやくをしていた。

「お兄様、今日はどこへ連れて行ってくれますか？」

　リィンは期待の籠こもった眼まな差ざしを俺に向ける。

「そうだな……天気もいいし、馬で大樹の丘に行こうか」

　俺がそう言うとリィンは頰ほおを紅潮させて微笑ほほえむ。

「はい！　そうしましょう」

　丘の周囲には綺き麗れいな花畑があり、そこはリィンのお気に入りの場所だった。

　俺は普ふ段だんのようにリィンを鞍くらの前に乗せ、馬を駆って大樹の丘へ向かう。

「お兄様、風が気持ちいいですね」

　少し前までは馬に近づくことさえ怯おびえていたが、今は景色を楽しむ余よ裕ゆうもあるようだった。丘に着き、木に馬を繫いだ後は、特に何をするでもなくのんびりと過ごす。

　リィンは白い花で冠かんむりや指輪を作っては、俺のところへ持ってきた。

「お兄様、手を……出してもらってもいいですか？」

「ん？　ああ」

　俺が言われた通りに右手を差し出すと、リィンは俺の薬指に花輪を嵌はめる。

「……えへへ」

　照れたように笑うリィン。

「何だ？　結けつ婚こん式しきごっこか？」

「いいえ、ごっこじゃなくて練習です。わたしは、大きくなったらお兄様のお嫁よめさんになりますから」

　リィンにしては珍めずらしく、強い口調で言い切る。

　皇族や貴族の間では、腹はら違ちがいの兄妹きようだいが結けつ婚こんするというケースも稀まれにあった。それよりも親等が離はなれている俺とリィンなら、理り屈くつの上では結婚が可能だ。

　だが──決してそんな未来は来ないだろう。

　何となく、俺には予感がある。リィンは大人になったら、きっと遠い所へ行ってしまう気がしていた。

「そっか……それは嬉うれしいな」

　けれど今、わざわざ無む邪じや気きな妹の夢を壊こわす必要はない。

　こんなものは、幼い頃ころに誰だれでも抱いだく幻げん想そうだ。大人になれば、みんな忘れてしまう。

「今度は、立派な冠を作って参ります！」

　頰を紅潮させ、リィンは花畑の中へと戻もどっていく。

　その姿を、俺は少し寂しい気持ちで眺ながめていた──。
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「う……」

　右目に微かすかな痛みを感じて、瞼まぶたを開く。何だか、懐かしい夢を見ていた気がする。

　視界に入るのは、真っ白な天てん井じよう。それを見て、ここが学生寮りようでないことを認識する。

　そうだ──俺は軍の施し設せつに連れて来られたんだったな。

　イスカを退しりぞけた後、現場に現れたのは憲兵ではなく軍の魔導士たちだった。ミラが戦せん闘とう中に使っていた魔ま術じゆつは、救きゆう援えんを呼ぶサインも兼かねていたらしい。

　魔導士たちは手早く事後処理と怪け我が人の手当てを行った後、俺とスピネルを馬車に押し込めて学院に隣りん接せつした軍の施設へ移送した。

『呼び出しがあるまで、ここで待機していなさい』

　ミラにそう言われて、この白い部屋に押し込められたのだが──あれからもう一晩が過ぎてしまったようだ。鉄格子の嵌はまった窓の向こうが明るくなっている。

　部屋の扉とびらも鉄製で、外から内側の様子を見ることのできるのぞき穴と、食事を差し入れるための小窓が付いている。部屋にある設備は二つのベッドとトイレだけ。

　ほとんど──というか、完全に監かん禁きん室だ。

　フレアリアの軍事機密だという少女・スピネルに関わってしまったのだから、仕方のないことなのだろう。けれど何故なぜか当のスピネルは、俺と一いつ緒しよにこの部屋へ監禁されていた。恐おそらくこの部屋には魔術的防ぼう御ぎよが張はり巡めぐらされているだろうが、彼女の力ならばそれを破は壊かいすることも可能に思える。

　考えられる可能性は三つ。何か俺とスピネルを引き離せない理由があるのか。それとも、スピネルが暴れてもそれを止める手段があるのか。もしくは、俺が試されているのか。

　何となく──その全てが〝正解〟な気もする。寝ね起おきの頭でぼうっと天井を眺めながら、いったいいつまで待てばいいのだろうと考える。

　──じっとしているしかないってのは、案外辛つらいな。

　けれど、他に選せん択たく肢しはなかった。フレアリアからの印象を、これ以上悪化させるわけにはいかない。この先、リィンの救出を大きな目標とする場合、フレアリアの力を利用するのが最も〝正解〟に近いはずだ。

　虚神ゴーレムに対たい抗こうする兵器を開発していたというのなら、なおさら敵に回すことはできない。

　──ブルースピネル・アークロウ、か。

　確かに凄すさまじい力ではあったが、あの小さな体で本当に虚神ゴーレムと戦えるのだろうかと考えつつ、俺は隣のベッドに視線を向ける。そこには、兵器という言葉から掛け離れた華きや奢しやな少女が寝ねているはずだった。けれど、何故かベッドはもぬけの空。

「あれ……？」

　驚いて身を起こそうとして、体が妙みように重いことに気が付いた。よく見ると、被かぶっていたシーツが不自然な感じで膨ふくらんでいる。

「……何だ？」

　恐る恐るシーツを捲まくってみると──俺の上で体を丸める少女の裸ら身しんが目に飛び込んできた。首と手足に透とう明めいな円えん環かんを着けてはいるが、体を覆おおうものは何もない。

「なっ!?」

　白い肌はだを露あらわにした彼女は、気持ちよさげに目を閉じている。何故か俺のシャツは前がはだけており、そのため彼女の温もりと柔やわらかさが直接伝わってきた。

「んぅ……？　あ……マスター、おはようございます」
















　眠ねむたそうに目を擦こすりながら挨あい拶さつしてくる少女──スピネル。瞼を開けると、綺麗な蒼色の瞳ひとみが覗のぞく。

　こうして近くで見ると、その顔立ちは作り物のように美しい。ホムンクルスという魔導技術で作り出された人造生命であるのだから、当然ではあるのだが──それでも見み惚とれてしまう。

　外見年ねん齢れいは十三、四歳ほど。ホムンクルスなので見た目通りの年齢ではないのかもしれないが、どうしても異性として意識してしまう姿だ。

　そんな少女が肌を晒さらしているのだから、否応なく心しん拍ぱく数すうは上じよう昇しようする。

　ふわ、と小さくあくびをするスピネルの口元を見て、彼女と口付けを交わしたことを思い出した。状じよう況きようから考えてあれは何らかの〝手順〟だったのだろうが、俺はあのキスで初めて他人の唇くちびるがあんなに柔らかいことを知ったのだ。

「お、おはよう、スピネル。なあ──何で俺の体に乗ってるんだ？　しかも裸はだかで……」

　俺は動どう揺ようを隠かくせないまま、上うわ擦ずった声でスピネルに問いかけた。

「スピネルは現在、魔ま力りよくを充じゆう塡てんしています。裸なのは、直接肌を触ふれ合わせた方が、魔力の伝導率がいいからなのです」

「充塡？　伝導率？」

　スピネルの柔らかな素す肌はだの感かん触しよくを可能な限り意識の外に追いやりつつ、俺は問い返す。

「はい。マスターの魔力は離れていても供給されますが、やはり接せつ触しよくしていた方が効率はいいのです」

　当然のように語るスピネルだが、俺はいまいち状況が分からない。

「スピネルには、俺の魔力が必要なのか？」

「マスターに魔力を供給してもらえなければ、スピネルは動くこともできません。長時間供給が途と絶だえれば、死んでしまいます」

「し、死ぬ……？」

　俺から引き離せない理由があるかもとは予想していたが、そこまで抜ぬき差しならぬ事情があるとは思わなかった。

「マスターはスピネルにとって空気のようなものなのです。だから、いつでも傍そばにいてください」

　真しん剣けんな表情で俺を見つめるスピネル。

「つまり……俺から離れれば離れるほど、息苦しくなるってことなのか？」

「はい、ですから今はとても快適です」

　ごろごろと、スピネルはまるで子こ猫ねこのように俺の胸に頰をすり寄せる。

　少しくすぐったくて、温かい。触れ合う柔らかな素肌の感触と、甘い香かおりに眩暈めまいがした。

「──俺以外の魔力じゃあ、ダメなのか？」

「魔力波長は人によって異なります。スピネルはマスターの魔力に適合するようフォーマットされました。再初期化は不可能なので、スピネルのマスターはマスターだけです」

「じゃあ……もしも俺が死んだら、どうなる？」

「もちろん、スピネルもすぐ後を追うことになります」

　それを聞いて俺は自分の幸運を知る。

　今の話が本当なら、俺はフレアリアにとって、まだ利用価値があるということになる。

　イスカが刺し客かくとして現れた以上、エルファレスとフレアリアの友好条約は破は棄きされるはずだ。そうなればもう、俺は人質として役に立たない。下手へたをすれば処しよ刑けいされる可能性すらあると考えていた。

　けれどスピネルを俺から引き離せないのなら、交こう渉しようの余地はあるはずだ。

「一いち蓮れん托たく生しようか。じゃあスピネルには、ちゃんと話しておかなきゃな……俺の望みを」

　俺は苦く笑しようを浮うかべ、スピネルの頭に手を置いた。

　スピネルは俺がいなければ生きられない。俺もスピネルがいなければ、フレアリアにとって無価値な存在となる。否いや応おうなく、俺たちはこれから共に歩むしかないようだ。

「スピネル、俺はさ──大切な人たちが幸せになれる〝正解〟を導き出して、その笑顔を見たいんだ」

　だから俺は、スピネルに偽いつわりのない気持ちを打ち明けた。

「大切な人……？」

「ああ、今助けなきゃいけないのはリィンとイスカの二人だな。リィンっていうのは俺の妹で、イスカは昨日俺を殺そうとした女剣けん士しさ」

　スピネルは俺の言葉を聞いて、驚おどろいた表情を浮かべる。

「あの剣士は敵性体ではなかったのですか？　マスターを殺そうとしたのに……」

「確かに今は敵かもしれないが、それでも大切な友人なんだ」

「よく、分からないのです」

　戸と惑まどった様子で首を捻ひねるスピネル。俺はそんな彼女を見て苦笑しながら、話を続ける。

「──イスカは敵になり、リィンはエルファレスで幽ゆう閉へいされている。たった二人を笑顔にしたいだけなのに、障害はとてつもなく大きい。今の世界じゃ、二人は幸せになれない」

　スピネルが〝世界〟という言葉を聞いてぴくっと反応した。

「だからマスターは、世界を殺すのですね？」

「そうだな……けど、今の俺にあるのは想いだけ。だから、まずはこれから世界と戦っていくための道筋を探す。その手伝いをしてくれないか、ブルースピネル・アークロウ」

　俺はあえてフルネームで彼女の名を呼び、問いかける。

　彼女がどれほどの力を持つかは、まだ分からない。ゆえにこれは兵器としての能力を当てにした言葉ではなく、図はからずも俺と同じ道を進むことになった〝相棒〟に対する、一つのけじめだった。

「もちろんなのです。スピネルは最初に世界を殺すお手伝いをすると言いました。忘れてしまったのですか？」

「いや、憶おぼえてるよ。けど改めて聞いておきたかったんだ。厄やつ介かいな人間がマスターになってしまってすまないな。たぶん色々と苦労を掛かけることになるだろうが──よろしく頼たのむ」

　スピネルの白い髪かみを撫なでると、彼女は目を細める。容姿は全く異なるが、何となく妹のリィンを思い出す。

「あ、マスター……それ、気持ちいいのです」

「まるで猫ねこみたいだな」

　俺は命を救われた感謝と──そしてこれから彼女を利用することへの謝罪を込めて、優しく頭を撫でた。

　──ガチャン。

　そこでいきなり、部屋の扉が開け放たれる。

「なっ!?」

　部屋に入ってきた軍服姿のミラが、ベッドの上にいる全ぜん裸らのスピネルと半はん裸らの俺に啞あ然ぜんとした表情を向けた。その顔がみるみる赤くなっていく。

「え、エルクさんっ！　あなたはいったい、何をしているんですか!?」

「あ、これは──」

　俺は慌あわててスピネルの頭から手を離はなす。

「マスター、もう終わりですか？」

　小首を傾かしげ、スピネルは名残なごり惜おしそうに言う。

「すまない、とりあえず俺の上から退いてくれないか？　それと……服を着て欲しい」

「……了りよう解かいしました」

　残念だという表情で頷うなずき、ベッドから降りるスピネル。床ゆかに落ちていた自分の服を拾い上げるスピネルから視線を逸そらし、彼女が着き替がえ終わるのを待つ。

「一晩でずいぶん仲良くなったようですね……エルクさんがこんなに手の早い方だとは思いませんでした」

　ミラはそんな俺たちの様子を眺ながめ、軽けい蔑べつと皮肉の混じった口調で言う。

「ミラ、それは誤解だ。起きたらスピネルがベッドに潜もぐり込んでいただけで、やましいことは何もしていない」

「……本当ですか？」

　ミラは疑わしげな表情で問いかけてくる。

「誓ちかって本当だ。軍の秘密兵器に対して、迂う闊かつなことをするはずないだろ」

　俺がはっきり告げると、ミラは溜ため息いきを吐ついた。

「──長い付き合いに免めんじて、信じてあげましょう。それに、仲が悪いよりはマシですからね。エルクさんには今後、彼女を上手うまく運用してもらわなければなりませんし」

「運用……ね。なあ、ミラ。聞きたいことが山ほどあるんだが」

　今の口ぶりだと、とりあえずスピネルと一いつ緒しよに処分される可能性は低そうだと考えながら、俺はミラに言う。

「何でしょう？」

「まずは現状を正しく把は握あくしたい。ミラはスピネルのことを詳くわしく知っているのか？」

「ええ、ある程度は。元々、スピネルと契けい約やくするのは私の予定でしたから」

「ミラが？」

　俺が驚いて問い返すと、ミラは溜息を吐いて頷いた。

「昨日は、魔導研究所で調整の終わったスピネルを郊こう外がいの演習場に移送し、私との契約実験を行う予定でした」

「……その途と中ちゆうで襲しゆう撃げきを受けて、俺がスピネルと契約してしまったわけか」

「そういうことです」

　ミラは微かすかに表情を翳かげらせて頷く。どうやらかなり責任を感じているらしい。

　ただここでフォローしてもミラのプライドを傷つけてしまうだけに思えたので、俺はそのまま次の質問に移った。

「ミラは昨日、スピネルが対虚神ゴーレム用の兵器だって言ってたが……それは本当なのか？」

　俺は強い疑念を隠さず、ミラに問いかける。

　スピネルの凄すさまじい力はこの目で見た。だが虚神ゴーレムに勝てるかどうかは話が別だ。何より大きさが違ちがう。虚神ゴーレムの背せ丈たけは小さいものでも二十メートル近いと聞く。人間としても小こ柄がらなスピネルが虚神ゴーレムと戦うシーンは、上手く思い描えがくことができなかった。

「本当です」

　けれどミラは、はっきりと首しゆ肯こうする。

「……こんな小さな体で、巨きよ大だいな虚神ゴーレムに勝てるなんて思えないな」

　服を着終えたスピネルへ視線を向け、俺は正直に言った。

「虚人ドーレムは間ま違ちがいなく、虚神ゴーレムを倒たおすために造られた兵器です。ただ予定通りのスペックを発揮できるかは、実験前だったので分かりません」

　しかしミラは、ただ事実を述べるように淡たん々たんと答える。

「その言い方だと、虚人ドーレムは他にいないのか？」

「ええ、完成にこぎつけたのは今のところスピネルだけだそうです。なので図らずもフレアリアの切り札を手にしてしまったエルクさんには、大きな責任が発生します」

　俺はミラの返答を聞いて拳こぶしを握にぎりしめた。

　大きな責任──望むところだ。たとえそれが不利なものであろうと、重要な手札の一つになるだろう。

　スピネルの力は未知数のようだが、彼女が虚神ゴーレムと戦うために生み出されたことは間違いないらしい。スピネルにも俺マスターにも代えが利きかない現状なら、フレアリア側との交渉も有利に運べるはず。

「──責任は取るつもりだ。俺は何をすればいい？」

　自分に求められているものを確かめるため、俺はミラに問いかけた。

「それについては長老議員エルダーの方々がお決めになるでしょう。今から案内するので、付いてきてください。既すでに皆みなさま、お集まりになっています」

　そう言うと、ミラは部屋の外へ出る。

　彼女は案内役らしい。いや……俺に対する牽けん制せいと監かん視し役でもあるのだろう。いかにスピネルが優れた力を持とうと、俺自身はただの学院生。ミラを始めとする軍の魔導士たちを敵に回した場合、生き延びることは難しい。

「スピネル、行くぞ」

「はい」

　俺が扉とびらに向かうと、スピネルはトコトコと短い歩ほ幅はばで付いてくる。

　長老議員エルダーはフレアリアの頭脳。俺は今から、フレアリアという国そのものと言葉を交わすのだ。彼らはたぶん、恐おそれているだろう。何しろエルファレスの皇子である俺が、国の秘密兵器を横取りしてしまったのだから。

　下手をすればスピネル共々、処分されることもあり得る。

　状じよう況きようは有利であっても、決して気は抜ぬけない。上手く立ち回らなければ、俺の人生はここで途と絶だえる。リィンとイスカの笑顔を見ることもできなくなってしまう。

「マスター、手を繫つないでいてもいいですか？」

「──ああ」

　上うわ目め遣づかいに問いかけてくるスピネルの手を握ると、少しだけ心が落ち着いた。

　願いを打ち明け、目的を共有した相棒の存在は、思った以上に力を与あたえてくれる。

　さあ、ここが正念場だ。過ちを犯せば、奈な落らくに落ちる。常に〝正解〟を見出し、それを実現し続けなければ、望む場所には至れない。

　──ズキン。

　右目のうずきは、まだ治まっていなかった。
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　フレアリアの国旗が飾かざられた会議室には、深く濃こい赤色のローブを着た長老議員エルダーたちが集つどっていた。十三人いるという長老議員エルダーの全員が席に着いているのを見て、俺はこの件の重大さを改めて思い知る。

　彼らの中にはアッシュ導師の姿もあった。居並ぶ長老議員エルダーの中、彼は険しい表情で俺とスピネルを見つめている。俺をここまで案内してきたミラは部屋の隅すみに下がり、こちらへ不安げな眼まな差ざしを向けていた。一応、心配してくれているらしい。

　スピネルは部屋に満ちる緊きん張ちよう感かんを意に介かいさず、俺の手を握ったまま物もの珍めずらしそうに立派な部屋の内装を眺めている。

「エルク・リード・エルファレス」

　口火を切ったのは、アッシュ導師だった。俺をフルネームで呼び、言葉を続ける。

「我々は既にミラ・ルビーレッドから事のあらましを聞いているが──まずは君の口から、昨日の出来事を詳しよう細さいに語って貰もらいたい」

「……はい」

　俺はごくりと唾つばを吞のみ込んでから、話し始める。

　あの時、腹を打たれて倒れていたミラが、どこまで俺とイスカの話を聞いていたかは分からない。ただ、昨日馬車でこの施し設せつに移送された時も、今朝も、ミラは俺の出自について何も触ふれなかった。そのことを考えると、ミラは恐らく気絶していたのだろう。

　ゆえに、襲撃者がイスカであることを隠かくせる余地はある。

　俺はイスカのことを諦あきらめるつもりはなかった。彼女が〝人〟として笑っている未来こそが、俺にとっての〝正解〟なのだから。

　何故なぜあの場所にいたのか、何を思って行動したのか、襲撃者の身元だけを伏ふせて真実を語る。皇こう帝ていの崩ほう御ぎよ、第二皇子のクーデター、殺された第一皇子と俺の母、幽ゆう閉へいされた皇女たち──そして第三皇子である俺もまた、命を狙ねらわれていることは、余さず伝えた。

　さらにスピネルと契約したのは、あくまで偶ぐう然ぜんであることも付け加える。

　部屋の隅で話を聞いていたミラは、驚おどろきの表情を浮うかべていた。やはり俺とイスカのやり取りの場面では、気を失っていたようだ。

　だが長老議員エルダーたちの表情は変わらない。恐らくはある程度、想定していたことなのだろう。もしくは既に、エルファレス内の情報を得ているのかもしれない。

　俺が話し終わると、アッシュ導師は表情を変えずに頷く。

「──事の経けい緯いはよく分かった。まずはミラ・ルビーレッドの命を救ってくれたことに対して礼を言おう」

「いえ、刺し客かくを退けたのは俺ではなくスピネルです。俺一人の力では、どうにもなりませんでした」

　そう言って俺はスピネルに視線を向ける。

「何ですか、マスター？」

　だがスピネルはきょとんと首を傾げるだけ。その様子を見たアッシュ導師は微かに口元を緩ゆるめた。

「君が戦いに割って入らなければ、スピネルが目覚めることもなかっただろう。だからこれは君の功績だ。けれど同時に、スピネルと契約したことは大きな問題でもある。何しろ、我が国の切り札を、横取りされたようなものだからな」

　やはりそうなってしまうかと、俺は胸の内で溜息を吐く。

「──俺は、スピネルを私物化するつもりはありません。フレアリアのため、命令に従って彼女を運用することを誓ちかいます」

　俺がそう言うと、別の長老議員エルダーが口を挟はさむ。アッシュ導師と同年代の──長老議員エルダーとしては非常に若い女性だ。

「君は自分がエルファレスの皇子であることを分かっているのかしら？　敵国の者に虚人ドーレムを預けられるとでも？」

　実際に会うのは初めてだが、若い女性の長老議員エルダーというだけで名前は聞かずとも分かる。

　──マリア・ミストラル導師。

　アッシュ導師より一年早く、史上最年少で長老議員エルダーとなった傑けつ物ぶつだ。王族分家の生まれということで女王とのパイプ役も務め、その発言力は非常に強いと聞く。

　今や彼女が、議会の中心だと言う者も多い。

「先ほど証言した通り、今や俺はエルファレス本国に命を狙われる身です。加えてクーデターを起こしたレナード第二皇子は母の仇かたき。立ち向かうべき敵は同じであると考えます」

　マリア導師は、目を細める。視線の鋭えい利りさが増した気がした。

「それでも、君が裏切らないという保証はないわね。虚人ドーレムを手て土産みやげにすれば、第二皇子と交こう渉しようすることは十分に可能でしょう」

「そんなことは絶対にしません」

「口ではどうとでも言えます」

　彼女は俺の言葉を鼻で笑う。全く俺を信用するつもりがないようだ。

　どうするべきか思案していると、アッシュ導師が口を開いた。

「マリア導師──では、彼に身の証を立てて貰おうではありませんか」

「身の証？」

　俺に疑いの眼差しを向けていたマリア導師は、眉まゆを寄せた。

「はい、例の件を彼に任せてみてはどうでしょう。ミラ・ルビーレッドを監視に付ければ何があっても対応できますし、これは虚人ドーレムで対応するのが適切な案件でもあります」

「それは……」

　口元を手に当て、考え込むマリア導師。

　──例の件？　何のことだ？

　俺が疑問に思っていると、アッシュ導師はこちらに視線を向けて説明する。

「君にはまだ伝えていなかったな。実は昨日、ミラが襲撃を受けたのとほぼ同時刻に、戦略級魔導士三名が殺害された」

「…………え？」

　あっさりと告げられた衝しよう撃げきの事実に、俺は呆ぼう然ぜんとした。

　戦略級魔導士が三名も？

　フレアリアが保有する戦略級魔導士の数は公表されていないが、それでも十名には満たないはずだ。そのうち三名が死亡したとなれば、それはフレアリアの軍事力が大きく削けずられたことを意味していた。

「うち二名の件に関しては目もく撃げき者もなく、背後からの一いち撃げきで事切れており、犯人は不明。だが残りの一名は多くの護衛と共にいたところを襲しゆう撃げきされ、正面から撃げき破はされている。生き残った護衛によると犯人は二人組で、魔ま術じゆつを無効化する不可思議な技を使ったという」

「状況はミラの時と似ていますね……」

　俺は魔術を斬きり裂さく剣けんを使ったイスカのことを思い出す。

「ああ、戦略級魔導士が本領を発揮するのは遠えん距きよ離り広域戦せん闘とうにおいてだが、接近戦においても彼らの魔術は他を圧あつ倒とうする。それを正面から打ち破る刺客が国内に最低でも三名──これは非常に由ゆ々ゆしき事態だ」

「……エルファレスは本気でフレアリアの力を削そぎに来たんですね」

　虚神ゴーレムを持たないフレアリアが未いまだ国を維い持じしていられるのは、何人もの戦略級魔導士を擁ようしているからだ。彼らがもし全て殺されれば、エルファレスを始めとする周辺諸国は、躊躇ためらいなく国土を奪うばいにくるだろう。

「もちろんこれ以上の被ひ害がいが出ないよう、警備は強化した。だが、それでもさらなる犠ぎ牲せい者しやが出ないとは言い切れない。エルファレスの仕し業わざだという物証が何もない以上、彼かの国への警告も無意味だろう。そこで君たちに、この件への対処を任せようと思う」

「俺たちに？」

「ああ、敵は戦略級魔導士でさえ勝てない相手だ。仮に発見できても、普ふ通つうの魔導士では返り討ちが関の山。けれど虚人ドーレムであれば、勝つのは容易い」

「……はい」

　イスカをたった一撃で敗走に追い込んだスピネルの力は、桁けた違ちがいのものだった。

「情報の収集と分ぶん析せきはこちらでやる。君は指示に従って動くだけでいい。それによって成果を上げられれば、君はフレアリアの味方と認められ──そしてエルファレスには最も厄やつ介かいな敵対者だと認識されるだろう」

　アッシュ導師はそう言うと、マリア導師の意志を確認するように視線を向ける。

「つまり……後あと戻もどりができないほどエルファレスと敵対させるわけね。悪くはない案ですけど、敵と接せつ触しよくした際に裏切る可能性もあるのでは……？」

　マリア導師は難しい表情で呟つぶやく。何故なぜそこまで強い猜さい疑ぎ心しんを抱いだくのだろうかと考えた時、また右目がズキンと痛んだ。

「っ……」

　痛みはどんどん強くなり、辺りに黒い裂け目が浮かび上がる。部屋の壁かべや机、床ゆか、長老議員エルダーたちの体にも黒い裂れつ傷しようは現れた。

　まただ──これはいったい何なんだ？

「どうかしましたか？」

　マリア導師が怪け訝げんそうな顔で問いかけてくる。彼女の胸にも深い裂け目が見えた。その奥を──暗い闇やみを見つめた瞬しゆん間かん、見知らぬ景色が目の前に広がる。

『この裏切り者！』

　罵ば声せいを浴びる一人の女がいた。いや、よく見ればそれはマリア導師だ。今より少し若いような気がするが、その顔立ちと鋭するどい眼差しは見み間ま違ちがえようもない。

『絶対に許さない！　許さないからっ！』

　怨えん嗟さの声を上げる人物は、憲兵に引き摺ずられていく。

　マリア導師は微び動どうだにせず、目を閉じて彼女の言葉を聞いていた。

　そして、小さく呟く。

『馬ば鹿かね……どうして私を、裏切らせたのよ』

　その声には怒いかりと、微かすかな悲しみが込められていて──。

「ちょっと、聞いているんですか？」

　俺は苛いら立だったマリア導師の言葉で我に返る。先ほどまで見えていた景色は消え、俺は会議室の中で皆みなの訝いぶかしげな視線を受けていた。右目のうずきは治まり、黒い裂け目も今は見えない。

「すみません、少し立ちくらみがしてしまって……」

　俺はそう謝りながら、目にしたビジョンのことを考える。

　──この前も、同じ現象が起こった。あれは幻げん覚かくか？　それとも……。

　垣かい間ま見みた景色の中で、マリア導師は何者かに裏切りを糾きゆう弾だんされていた。

　けれどその裏切りについて、彼女は悔くやんでいなかった。むしろ自分が裏切った相手に対して、強い怒りを抱いているようだった。

　もしも先ほど見たものが幻まぼろしではないのなら──。

「あの……マリア導師は、人間は他者を裏切る生き物だとお考えですか？」

　それを確かめるため、問いかける。

「それは、私に対する嫌いや味みかしら？」
















　不快そうな表情で問い返してくるマリア導師。

「いえ、単なる質問です」

「そう──確かに私は、人は弱く、利己的なものだと考えています。ゆえに君をそう容易く信じるつもりもありません」

　マリア導師は俺の目を見つめ、はっきりと言い切る。だが俺はそれを聞いて、あのビジョンが単なる幻覚ではない確信を強めた。ならば、彼女の心に届くのはこの言葉しかない。

「でしたら……俺が裏切れないようにしてください」

　ピクリと、マリア導師の眉が動く。

「マリア導師が俺を信用してくれるのであれば……俺はどのような条件でも受け入れます」

　俺はマリア導師と視線を合わせ、宣言する。

「……面白いことを言いますね。では──」

　口くちの端はしを歪ゆがめ、マリア導師は俺にある要求をした──。
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「エルクさん、本当に印章を預けてしまってよかったのですか？　印章がなければ、エルクさんは自分の身分を証明することができないんですよ？」

　俺と共に会議室を出たミラは、心配そうに言う。スピネルは変わらず俺の手を取って歩いていた。

「まあ、これで信用してくれるのなら安いものさ。今回の任務を達成すれば返してくれるそうだし、問題ない」

　印章のネックレスがなくなったことで少し違い和わ感かんのある首元を撫なでつつ、俺は大だい丈じよう夫ぶだと笑う。

　マリア導師が要求したのは、俺の印章を渡わたすことだった。印章は王族や貴族にとって命と同じぐらい大切な身分の証。それを失うことは、家名を失くすに等しい。

　印章を持っていない状じよう況きようで裏切っても、俺は第三皇子として扱あつかわれないのだ。

「あなたは仮にも皇族なのでしょう？　悔くやしくはないのですか？」

「そんなプライドは、この四年間で擦すり切れたよ。学院ではただの留学生扱いだったし、ミラには数えきれないほど負け続けたからな」

　俺が冗じよう談だんっぽく言うと、ミラは複雑な表情を浮うかべた。

「……せめて、私には教えてくれてもよかったのに」

　恨うらめしげに呟くミラ。

「いや、だって秘密にしろって言われてたからさ。下手へたに立場を明らかにしたら、要らないトラブルを呼ぶかもしれないだろ」

「それはそうですが……ああもう……というか、むしろ私が気づくべきでした。おかしいとは思っていたんです。転入してきた直後のエルクさんには、どことなく高貴な雰ふん囲い気きがありましたから。まあ──今では見る影かげもありませんけど」

　俺はミラの言葉に苦笑する。相変わらずの毒舌だが、これまでと態度が変わらないのはありがたい。

「高貴じゃなくて悪かったな。で、これからどうするんだ？　ミラは部屋を出る前に、アッシュ導師から何か指示を貰もらっていたみたいだが……早速、襲撃者の捜そう索さくに向かうのか？」

「いえ、それは情報がもう少し集まってからです。今はまず、今後活動する上での基き盤ばんを固めます」

「基盤を固める？」

　どういうことか分からず鸚おう鵡む返がえしに問い返すと、ミラは人差し指を立ててこう言った。

「つまり──お引ひつ越こしです」







「マスター、大きな家ですね」

　スピネルが、大理石造りの立派な屋や敷しきを見上げて呟く。俺がミラに先導されてやってきたのは、軍の施し設せつからほど近い場所にあるルビーレッド家の別宅だった。

「私はエルクさんたちと今回の任務を共にする仲間であり、同時に監かん視し役となります。ですから今後、エルクさんにはこの屋敷で私と共に生活して貰います」

　ミラはそう宣言し、学院の校舎よりも大きい屋敷を指し示した。

「まあ、確かにスピネルと寮りようで生活するのも無理があるし、合理的な判断だとは思うが……」

「何ですか？　不満があるなら、はっきりと言ってください」

　ミラに睨にらまれ、俺は頭を搔かく。

「いや、ここまでミラに負担を掛かけていいのかと思ってさ」

「余計な気は使わないでください。私はむしろ、その、お礼をしなければならない立場で……」

　ミラは声を尻しりすぼみに小さくし、途と中ちゆうで顔を俯うつむけてしまう。

「ミラ、どうしたんだ？」

「──な、何でもありません！　ほら、中へ入りますよ」

　大きな扉とびらを開き、屋敷の中へ俺たちを招き入れるミラ。広いエントランスホールは二階まで吹ふき抜ぬけになっており、天てん井じよう近くの窓には見事なステンドグラスが嵌はめ込まれている。

「こちらです」

　ミラは二階へと俺を案内し、廊ろう下かの奥にある部屋の前で立ち止まった。

「今日からここがエルクさんの部屋になります。荷物は既すでに寮から運ばせてありますが、整せい頓とんは自分で行ってください」

　そう言って扉を開けるミラ。そこにはミラの言う通り、俺の寮部屋にあった荷物が雑然と置かれていた。

「手回しが早いな……もしかして、会議の前からこうなることは想定済みだったのか？」

「はい。私は昨日のうちに、アッシュ導師からどのような落とし所を用意するかを聞かされていました。まあ、印章の没ぼつ収しゆうについては想定外でしたが、後は大体予定通りと言えます」

　ミラは俺の荷物をじろじろと興味深そうに観察しながら答える。

　恐おそらく、アッシュ導師は俺の処分が可能な限り軽くなる筋書きを用意していたのだろう。

「この部屋……ベッドが二つあるけど、スピネルと一いつ緒しよに使うのか？」

　俺は寮部屋のものとは比べ物にならないほどフカフカのベッドに腰こしを下ろし、ミラに訊たずねる。

「ええ、そうです。兵器とは言え、男女が同じ部屋で寝ね泊とまりするのは望ましくありませんが……虚人ドーレムが戦せん闘とう時に十分なパフォーマンスを発揮するには、普ふ段だんから命主マスターの傍そばで魔ま力りよくを充じゆう塡てんしておく必要があるらしいんです」

　不本意そうな口調で答えるミラ。するとスピネルがベッドに腰こし掛かける俺の後ろに回り込み、首に両手を絡からめて抱だき付いてくる。

「それでは、スピネルは早速魔力の充塡を開始します」

「お、おい……」

　いきなり密着されて俺は少し動どう揺ようする。

「全く……必要以上に仲が良いですね」

　ミラは溜ため息いきを吐つき、俺と向かい合うようにもう一つのベッドに座った。

「エルクさん。本来その子と契けい約やくするはずだった私が、今から虚人ドーレムについて詳くわしく説明してあげます。よく聞いてくださいね」

　真ま面じ目めな表情でミラは俺の目を見つめて言う。

　それは願ってもないことだった。いきなり契約し、魔力を供給する立場になってしまったが、俺はスピネルのことをほとんど知らない。

　スピネルと契約してから感じるようになった右目のうずきと、時々見える黒い裂さけ目のことも気になる。あれは虚人ドーレムの力によるものなのだろうか。

「ああ頼たのむ、聞かせてくれ」

　時々、頰ほおを摺り寄せてくるスピネルのことをできるだけ意識しないよう心こころ掛がけつつ、俺は答える。

「まずは……そうですね、前提として虚神ゴーレムのことを知ってもらわなければなりません。エルクさんは虚神ゴーレムについて、どれだけご存じですか？」

「昔、この大陸を支配していた巨神たちの神骸イコンを、人間が動かせるようにした兵器だろ？　巨きよ大だいな上に魔ま術じゆつが効かないから、止めようがない。魔導士を主力とするフレアリアが、脅きよう威いを感じている原因だ」

　俺がそう答えると、ミラは頷うなずく。

「はい、その通りです。では具体的に、どうやって虚神ゴーレムは制せい御ぎよされているのでしょう」

「いや……そこまでは講義でも習ってないし……っていうか、それはエルファレスの軍事機密だと思うが」

　ミラは悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべ、俺の言葉を肯こう定ていする。

「ふふ、確かにエルファレスは虚神ゴーレムの製造法を秘ひ匿とくしています。けれど最さい先せん端たんの魔導技術を有するフレアリアが、その仕組みを解明できないと思いますか？」

「それは……そうだな。それに戦場で使われている以上、情報はいくらでも集められる」

「そう、フレアリアはずいぶん前に虚神ゴーレムの仕組みは摑つかんでいたんです。エルファレスは魔導士に神骸イコンの一部を埋うめ込み、魔力回路を無理やり繫つなぐことで、その者を息絶えた巨神の心臓に代わるもの──命主マスターにしているそうです。そうして空っぽの亡骸は、新たな心臓の意志に従って動きます」

　──つまり、フレアリアに足りなかったのは材料だけだったわけか。

　だがそれにしても……虚神ゴーレムと命主マスターの繫がりは、俺とスピネルの関係にとても似ている。

　ミラは俺の顔に疑問が浮かんでいるのを見ながらも、構わずに説明を続けた。

「さらに命主マスターとなった者には、特とく殊しゆな力の発現が確認されているそうです。それを私たちは虚術ホロウと呼んでいます」

「虚術ホロウ？　魔術とは違ちがうのか？」

　耳慣れない単語が引っかかり、俺はミラに問いかける。

「魔ま法ほう陣じんの構築が必要ないらしいとは聞きましたが……それ以上の差異については知りません」

「──そうか。まあでも、命主マスターには大きなメリットがあるんだな」

　俺はとりあえず虚術ホロウのことを契約によって発生する特殊能力と解かい釈しやくし、話を進める。

「いえ、そうでもないらしいですよ？　移植された神骸イコンと上手うまく適合しなかったり、虚神ゴーレムを動かせるだけの魔力がなかった場合、命主マスターは死亡する可能性が高いそうですから」

　ミラの言葉に俺は息を吞のむ。

「……契約するのも命いのち懸がけってわけか」

「ええ、そして虚人ドーレムも本質的には虚神ゴーレムと同じものだという話です。動くために命主マスターを必要とします」

「なら……下手すると俺も契約時に死んでたのか？」

　ぞっとしながら問いかけると、ミラは首を横に振ふった。

「いいえ。虚人ドーレムの場合は、命主マスターに適合する素質は求められません。虚人ドーレム側が命主マスターに合わせて魔力回路をフォーマットするそうです」

「そういえばスピネルは最初にそんなことを言ってたな……」

　積み荷の箱から落ちてきたスピネルを受け止めた時のことを思い出し、俺は呟つぶやく。

「加えてこんな小さな体ですが、性能は虚神ゴーレムに劣おとらず、命主マスターは虚術ホロウを使えるようになるだろうとも聞いています」

　ミラは俺に抱き付いているスピネルを見ながら言う。

「え……じゃあ俺も？」

「はい、虚術ホロウはかつて巨神が有していた能力の一部ですので、人によって異なるらしいですが……スピネルが予定通りのスペックを持っていれば、エルクさんも使えるはずです。最悪の魔ま神じんと言われるアークロウの虚術ホロウを」

　アークロウの力……。

　ぞくりと背中に寒気が走った。もしや右目がうずいた時に黒い裂け目が見えるのは、アークロウの虚術ホロウによるものなのか？

「その虚術ホロウがどのようなものになるかは分かりません。ただ、仮に使用できるようになった場合、細心の注意を払はらってください。敵に虚術ホロウの特性を知られてしまうと、スピネルが何の神骸イコンを用いた虚人ドーレムか露ろ見けんする可能性がありますから」

「バレたら、何かマズイのか？」

　いまいち理由がピンと来ず、俺は訊ねる。

「巨神の伝説は今でも数多く残されていて、そこには巨神が得意としたもの、苦手としたものも記述されています。もしスピネルがアークロウの虚人ドーレムだと知られると、何らかの対策を打たれるかもしれません。これは虚神ゴーレムにも当てはまるため、エルファレスも虚神ゴーレムの正体──神しん名めいの秘匿に力を注いでいるらしいです」

　ミラの説明で俺は納得する。スピネルはアークロウ自身と言ってもいい存在なのだ。

　アークロウの弱点というのは聞いたことがないが、過去の文ぶん献けんを当たれば何か出てくるかもしれない。それで足を掬すくわれるのは俺も避さけたい。

「分かった。虚術ホロウは慎しん重ちように使う。まあ使えるようになったら、だが」

「そうして頂けると助かります。もし虚術ホロウが発現したら教えてください。それによって色々と戦略も変わってきますから」

「……了りよう解かい」

　──悪いな、ミラ。こればかりは約束できない。

　俺は頷きつつも、心の中でそう付け加える。俺自身もまだはっきりと分かってはいないが、黒い裂け目とその先に垣かい間ま見みえるビジョンが虚術ホロウによるものなら、これは今後の切り札になり得る。たとえミラであろうと、迂う闊かつには話せない。

「あと最後に一つ。虚人ドーレムは戦闘時に神骸細胞イコンセルを活性化させ、絶大な力を発揮するそうですが、それには大きな魔力を消費します。当然ながら充塡した魔力を使い切れば、虚人ドーレムは動くこともできなくなるのでご注意ください」

「どのぐらいの時間、戦闘が可能なんだ？」

「全力で戦えるのは半刻が限度だと予測されています。途中で命主マスターが魔力を補給すれば稼か働どう時間は延びるでしょうが、命主マスター側の魔ま力りよく枯こ渇かつは虚人ドーレムの生死に関わります。魔力の無む駄だ遣づかいは可能な限り避け、引き際も心得てくださいね」

「ああ、肝きもに銘めいじとく」

　意外と制約は厳しいなと思いながら、俺はミラに頷き返した。だがふと、疑問が浮うかぶ。

「んぅー」

　俺に後ろから抱き付いているスピネルは、子こ猫ねこが甘えるように頰を摺すり寄せているが、その肌はだはぷにぷにして柔やわらかい。こんな柔やわ肌はだでイスカの剣けんを弾はじけたとは思えなかった。

「なあ、ミラ。その神骸細胞イコンセルが活性化していない時は、スピネルに戦闘能力はないのか？」

「いいえ、待機中でも人間よりは圧あつ倒とう的てきに強いと聞いています。魔術は一切効きませんし、身体能力も非常に高いそうです。物理防ぼう御ぎよ力に関しては脆もろくなっていますが、傷ついても即そく死しでさえなければ、魔力のある限り再生するらしいですね」

「……とんでもないな」

　まさに規格外の代しろ物ものだ。イスカと戦った時のことを考えても、人間相手に負けることはほぼないだろう。問題は本当に虚神ゴーレムと戦える性能があるかだが、それは今回の任務で気にする必要はなさそうだった。

「マスター、スピネルはすごいですか？」

　話を聞いていたスピネルが、俺に問いかけてくる。

「ああ、滅め茶ちや苦く茶ちやすごいよ。そうだ、早速一つスピネルに頼んでもいいか？」

「はい、どんなことでもスピネルにお任せなのです」

　魔力を充塡できて上じよう機き嫌げんなのか、スピネルは笑顔で請うけ負おう。

「じゃあ──荷物の整理を手伝ってくれ。机や本ほん棚だなは重いからな」

　寮りようから運ばれた荷物を示して俺は言う。

　ミラはそんな俺に呆あきれた眼まな差ざしを向け、こう呟いた。

「フレアリアの切り札が行う最初の仕事が、まさか荷物の整理だなんて……マリア導師が知ったら、きっとお冠かんむりですね」







　スピネルの協力もあって部屋の整理は早く終わり、俺とミラたちは屋や敷しきの食堂で遅おそい朝食を食べた。

　屋敷が大きい割に使用人は数えるほどしかおらず、メイド服姿の女性たちが料理や配はい膳ぜんも担当している。ミラによると、本当に信用のおける者だけを連れて来たらしい。

　スピネルは、大皿に盛られた料理を黙もく々もくと食べていた。

「虚人ドーレムっていうのは、よく食べるんだな」

　もう既すでに俺の二倍以上は料理を平らげているスピネルに、俺は感心する。

「体を維い持じするには普ふ通つうの栄養も必要でしょうからね。死し骸がいでしかない虚神ゴーレムとは違い、この子はちゃんと生きていますから」

　ナイフとフォークを使って優ゆう雅がに食事をしていたミラが、そう説明した。

「生きてる……か」

　それは兵器として造られた彼女にとって、幸せなことだったのだろうか。

　──役割のない人間に価値はないが、役割を押し付けられるだけの人間も道具でしかない。

　何となく、昔聞いた言葉を思い出す。これは確か……エルファレスの第二皇子──今は新たな皇こう帝ていとなったレナードの台詞せりふだ。

　フレアリアに人質として送られる俺を、彼は道具と嘲あざけった。

　たぶん昨日──世界の平和を保つ役割を果たすために命を捨てていたら、俺は道具のままで人生を終えていた。とは言え、今も俺は虚人ドーレムの命主マスターという役割を与あたえられているのだが。

「エルクさん、何をぼうっとしているんですか？　今日からあなたはフレアリアの切り札を管理する立場になるんですから、あまり気は抜ぬかないでくださいね？」

　物思いに沈しずんで食事の手が止まっていた俺を、ミラが注意する。

「あ、ああ、悪い。そういえば襲しゆう撃げき者たちの足取りは摑つかめているのか？」

「いいえ、誰だれ一人ひとり見つかってはいません。恐おそらくどこかに潜せん伏ぷくしているのでしょう」

　ミラの答えを聞いて、俺は眉まゆを寄せる。

「敵はミラを襲おそった女剣けん士し……他の戦略級魔導士を殺した二人組。それに犠ぎ牲せい者しやはあと二人いるから、敵も最低あと二人で──合わせて五人以上ってことになるな。それだけの人数が軍の目を搔かい潜くぐっているとすれば……」

　俺は途と中ちゆうで言葉を切る。ミラの気分を害するかもしれないと思ったのだが、彼女は自らそれを口にした。

「──エルファレスに協力している者。襲撃者を手引きし、匿かくまっている内通者がいる可能性は高いですね」

「ミラもそう思っていたのか……」

「当然です。ちなみにエルクさんは、その内通者はどんな人物だと考えますか」

　問いかけられた俺はしばらく考えた後、ミラに答える。

「そうだな……ミラたちの所在を正確に把は握あくしていたのを見ると、ある程度の地位にいる人間だとは思う。ただ──」

　俺はちらりとスピネルに目をやった。

「ただ、何でしょう？」

　ミラに先を促うながされ、俺は言葉を続ける。

「女剣士の狙ねらいはあくまでミラだった。けど──ミラが護送していたスピネルの方が、明らかにエルファレスにとって脅きよう威いだろ？　それなのに、女剣士は積み荷に目もくれていなかった」

　イスカのことを明かすことはできないため、俺は襲撃者のことを女剣士と呼んだ。

「私も最初は虚人ドーレムが目当ての襲撃かと思いました。しかしあの様子では、任務の内容や虚人ドーレムのことについて全く知らなかったようですね」

　応じるミラに、俺は頷うなずき返す。

「ああ、だから内通者はミラの行動を知ることはできても、軍の機密にまでは触ふれられなかった人物なんだろう。でもこれじゃあまだ、特定は無理だろうな」

「いえ、エルクさんには言っていませんでしたが、もう一つ内通者を絞しぼり込める要素はあります。そもそも私が狙われたこと自体、少し不自然なんです」

「どういうことだ？」

　俺が問い返すと、ミラは目を逸そらして答えた。

「言いにくいのですが……戦略級魔導士にも序列があり、若じやく輩はいの私はまだ最下位なんです。逆に今回殺されてしまった三名は上位の方々でした」

「不意打ちは、最初が一番成果を上げやすいからな。だからまず一番厄やつ介かいな相手を狙ったんだろうが……確かにミラを狙った理由は何なんだろうな。ミラが序列以上の実力を持っているから……とか？」

　何となく思いつきを口にする。するとミラは顔を赤くして首を横に振ふった。

「お、煽おだてても何も出ませんよ？　序列は実力通りです。私より凄すごい方はまだまだいます」

　俺にしてみれば遥はるか遠い場所にいる天才魔導士のミラが、まだ上がいると言う。まさにそれは雲の上の話だった。

「じゃあ……ミラは、自分が序列を度外視して狙われた理由に、何か心当たりはあるのか？」

「一応、あるにはあります。先ほど挙げた条件で洗い出したリストに、もしかしたらという人物の名がありました。アッシュ導師には、その人物を重点的に調べてほしいとお伝えしています。遅くとも明日あしたには連れん絡らくがあるでしょう」

　ミラは皮肉っぽい笑えみを浮かべ、最後にこう付け足した。

「人間が合理的に動かない場合──そこには大たい抵てい、くだらない感情が絡からんでいるものですからね」
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「エルクさん、急ぎますよ。早くしないと三時限目が始まってしまいます」

「──こんな状じよう況きようだっていうのに、授業は受けるんだな」

　朝食後、俺はミラに急せかされつつ学院へ向かう。もう既に二時限目が終わろうとしている時間で、今から急いでも大遅ち刻こくだ。

　てっきり今日は襲撃者の捜そう索さくのため、学院は休むものと考えていた。

「情報が集まるまでは特にやることもありませんから、学業に勤いそしむのは当然です。時間を無む駄だにしてはいけません」

「ミラは真ま面じ目めだな」

　こういった部分がミラを序列一位にしているのだろうと俺は感心する。

「マスター、学院とはどのような場所なのですか？」

　後ろから声が聞こえ、俺は振り返った。

　俺の鞄かばんを持ち、一歩遅おくれて付いてきていたスピネルが不思議そうな顔で俺を見ている。

　スピネルは今、フリルの付いたメイド服を纏まとっていた。最初の衣装は脱ぬいだわけではなく、メイド服の下に着ている。あの服は虚人ドーレムの性能を補助する、特別な魔導具らしい。

「色々なことを学ぶ場所だよ。フレアリア魔導学院はその名の通り、魔導士の育成に力を入れている」

「でも、スピネルは魔ま術じゆつが使えません。なので魔導士にもなれないのです」

　虚人ドーレムであるスピネルは高い魔術抵てい抗こう力を持つがゆえに、通常の魔術行使が不可能。なのでどうやっても生徒として学院へ通うことはできない。だが、抜け道はある。

「ああ、分かってる。だからスピネルは、これから俺の使用人として学院に通うんだ」

　ミラのような大貴族の子息も通う学院には、使用人の随ずい伴はんが許されていた。授業の邪じや魔まにさえならなければ、どこに控ひかえさせておいてもよく、教室の隣となりには専用の使用人部屋まで用意されている。だが、実際にこの制度を利用している者は少ない。

　よほど高貴な家いえ柄がらでもない限り、悪わる目立ちしてしまうのが関の山だからだ。

　それに教室で最も格上の貴族が使用人を連れていない場合、格下の者が使用人を帯同すれば顰ひん蹙しゆくを買う。俺の通う教室──高等部一年Ａ組もこのパターン。

　ミラが供を連れて登校することはないので、他に使用人を連れてくる者はいない。

　そう──これまでは。

「スピネルは学院で、マスターのお世話をすればいいのですか？」

「まあ、そうなるな。ただ、これはあくまで形式上の──」

「分かりました！　スピネル、頑がん張ばるのです！」

　スピネルは俺の言葉を最後まで聞かず、ぐっと小さな拳こぶしを握にぎりしめた。

　微笑ほほえましい光景ではあるのだが、少々不安を覚える。

　ミラはそんな俺の表情を見て、いくつか補足をしてきた。

「心配しなくとも、彼女のことはアッシュ導師から学院側に通達済みです。私たちも軍の任務に従事していることになっていますから、遅ちこ刻く扱あつかいにはなりませんよ」

「それは助かるが……スピネルはミラの使用人ってことにしておいた方が自然だったんじゃないか？　いきなり俺が使用人を連れていったら、間ま違ちがいなく変な目で見られるぞ」

「大だい丈じよう夫ぶです、エルクさんが変なのは今に始まったことではありませんから。それに──」

　ミラは言葉を途中で切り、スピネルに視線を向けた。

「あなたも私をご主人様と呼ぶのは嫌いやでしょう？」

「はい、スピネルのマスターはマスターだけです」

　きっぱりと断言し、頷くスピネル。その真まっ直すぐな信しん頼らいは嬉うれしいが、まだ一いつ般ぱん常識を弁わきまえていないスピネルが何をするか非常に心配だ。

「慕したわれているようでよかったですね、エルクさん」

　少し含ふくみのある眼まな差ざしをミラは俺に向ける。

「何か言いたそうな顔だな……」

「勘かん違ちがいじゃないですか？　ああ──でも一つだけ確認したいことはありました」

「確認したいこと？」

　俺が鸚おう鵡む返がえしに問うと、ミラは少し挙動不ふ審しんに視線を彷徨さまよわせ、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「た、大したことではないのですが……虚人ドーレムとの契けい約やく時には、確か、く、口づけが必要だったはずです。エルクさんは、その……彼女と、き、キスを？」

　顔を赤くしながら訊たずねてくるミラ。

「な──」

　思わず俺の顔も熱くなる。意識してしまうため、できるだけ思い出さないようにしていたのだ。それなのにミラのせいで、スピネルと交わしたキスの感かん触しよくが脳のう裏りに甦よみがえってしまう。

「その様子だと……やはりしたんですか。それならその仲の良さにも納得ですね」

　妙みように棘とげのある口調でミラは言い、いきなり歩調を速める。

「ちょっ、ミラ、どうしたんだよ？」

　置いて行かれそうになった俺とスピネルは慌あわてて後を追うが、ミラは待ってくれない。

「知りません！」

　ぷいと顔を背そむけるミラ。

　俺は彼女の怒おこった理由が分からぬまま、早足で学院に向かったのだった。







　二時限目の終わりを告げる鐘かねと同時に学院へ到とう着ちやくした俺とミラは、スピネルを伴ともなって教室へと向かった。

　使用人──それも年下の少女を連れた俺たちは周囲の目を引いたものの、傍そばにいるのがミラだと分かると納得した様子で視線を外す。恐おそらく皆みな、スピネルのことをミラの使用人だと思ったのだろう。

　俺にとっては都合のいい勘違いだったので、特に正すことはせず先を急ぐ。

　一年Ａ組の教室へ入る前に、俺はスピネルを教室に隣りん接せつする使用人部屋に連れて行った。

　しばらく使われていなかった使用人部屋は物置代わりになっており、余った机や椅い子す、用よう途と不明の器具などが乱雑に置かれている。使用人が暇ひまを潰つぶすためのものか、本がぎっしりと詰つまった棚たなやチェス盤ばんらしき物まであった。

「ちょっと埃ほこりっぽいな……」

　俺は窓を開けて部屋に風を通し、床ゆかに置かれていた物を壁かべ際ぎわに寄せた。

　何とか落ち着けそうなスペースを確保した後、俺はスピネルに言う。

「あまり目立ちたくないから、授業中はここで待っていてくれ。教室は隣だし、それぐらいの距きよ離りなら離はなれても大丈夫だろ？」

　するとスピネルは部屋の壁かべに手を当てた。

「魔ま力りよくを遮しや断だんする加工はされていないようなので、たぶん平気だと思います。でも……」

「何だ？」

「……できれば、もっとマスターの近くにいたいのです」

　ぎゅっと俺の制服を摑つかみ、上うわ目め遣づかいで俺を見るスピネル。

「う──」

「ダメですか？」

　子犬のような眼差しを向けられて、思わず頷いてしまいそうになる。だが俺はギリギリでそれを堪こらえ、しゃがんでスピネルと視線を合わせた。

「すまない、少し我が慢まんしてくれ。特に今日はトーマス導師っていう俺を目の敵かたきにしている奴やつの授業もあるんだ。いきなりスピネルを連れていったら何を言われるか分からないし、たぶんスピネルも嫌な思いをする」

「……はい」

　スピネルは肩かたを落とし、しゅんとした様子で頷く。

「ごめんな。休み時間になったら顔を出すから、しばらくの辛しん抱ぼうだ」

「休み時間というのは、いつ来るのですか？」

「もうすぐ授業開始の鐘が鳴って、その後もう一度鐘が鳴ったら授業終しゆう了りようの合図だ。そうしたら会いに来る。それまでは……そうだな、本でも読んで時間を潰すといい」

　スピネルの頭に手を置き、優しく諭さとす。部屋の本ほん棚だなには様々な種類の書しよ籍せきが並んでいた。まだ色々と知識の足りないスピネルには、いい勉強になるだろう。

「──はい、分かったのです」

　心細そうな顔をしながらもスピネルは手を離してくれた。

　俺もスピネルを一人にするのは心配だったが、そのままミラと共に使用人部屋を出た。

「何だか、子供の扱あつかいが妙に手慣れていますね」

　扉とびらを閉めた後、ミラがそんな感想を漏もらす。

「……妹がいるからな。よく駄だ々だを捏こねられて、苦労したもんだ」

「妹──そういえば、そうでしたね」

　ミラは気まずそうに視線を外す。長老議員エルダーたちに事情を話した場にはミラもいた。俺の妹であるリィンが幽ゆう閉へい状態であることを、ミラは思い出したのだろう。

　少し重い空気を引き摺ずりながら、俺とミラは教室へと入る。

「あ、エルク。それにミラも。二人とも今日は遅おそかったね」

　早速クレスが俺たちに気付き、挨あい拶さつをしてきた。

「エルク君、ミラちゃん、おはよー。一いつ緒しよに遅れて登校なんて、いったいどうしたの？」

　フローラも俺たちの方を見て、不思議そうに問いかけてくる。

「おはよう、クレス、フローラ。ちょっと色々あってな」

「軍の仕事をエルクさんに手伝ってもらっていたんです」

　俺の言葉をミラが補足する。

「軍の仕事……昨日いきなり寮りよう部屋を引き払はらったみたいだけど、それと何か関係があるのかな？」

　そういえば男子寮にあった荷物は勝手に運び出されたのだった。事情を知らないクレスはさぞ驚おどろいたことだろう。

「まあ、ちょっと特とく殊しゆな任務で……寮だと都合が悪かったんだ」

　俺は言葉を濁にごし、曖あい昧まいに答える。

「そうなんだ……どんな任務か聞いてもいい？」

　クレスが興味深そうに問いかけてくるが、ミラが俺より早く返事をする。

「申し訳ありませんが任務の内容はお話しできません」

「そっか、残念」

　始めから期待はしていなかったのか、クレスは軽い口調で呟つぶやき、肩を竦すくめた。

　そこで三時限目開始の鐘が鳴り、教室の外に出ていた生徒たちが戻もどって来る。

　それはいつも通りの光景。だが俺はその中に、ひどく異質なものを見つけた。

「え……？」

　一人の少女が、教室の敷しき居いを跨またぐ。

　輝かがやくような金きん髪ぱつを靡なびかせ、威い風ふう堂どう々どうと、俺の〝日常〟に踏ふみ入ってくる。

　何、で……。

　眼鏡めがねを掛かけ、髪かみ型がたもポニーテールに変えているが、見み間ま違ちがえるはずもない。

　そこにいるのは、昨日敵として相あい見まみえた幼おさな馴な染じみの少女──イスカ・カリバーン。

　彼女は美しい碧みどり色の瞳ひとみで俺の方をちらりと見た後、当然のように廊ろう下か側一番後ろ──序列最下位の席に腰こしを下ろした。

「まさか……いえ、でもこんなところにいるはずが──」

　ミラも強こわ張ばった声で呟く。昨日、命いのち懸がけの戦いを行った相手をそうそう忘れはしまい。

　だが確信は持てないらしく、混乱した様子でミラは立ち尽つくしている。

「ああ、彼女は今日転入してきたイスカ・カリバーンさんだよー。ヴェルソーから来たんだって。綺き麗れいな人だよね」

　フローラが俺たちに彼女の名を教える。

　──本名、か。出身は偽いつわっているものの、俺に正体を隠かくすつもりは毛頭ないようだ。

　ヴェルソーとは商いが盛んなことで有名な貿易大国だが、もちろん彼女の出身国はエルファレス。

　転校生の名前を聞いたことで、俺は完全に彼女が幼馴染のイスカだと確信した。だが、ミラはそうもいかない。ぐっと拳こぶしを握にぎって、イスカの元へ向かおうとするミラ。恐らくイスカを詰きつ問もんするつもりなのだろう。

「待て」

　俺はミラの腕うでを摑つかんで止める。

「エルクさん、ですが彼女は──」

「分かってる。けど、少し様子を見よう。俺に任せてくれ」

　じっとミラの目を見つめ、俺は低い声で言った。

　状じよう況きようは分からないが、せっかくイスカが再び目の前に現れたのだ。いきなり戦せん闘とうへ持ち込んで、話し合う機会を失うわけにはいかない。

　それに仕し掛かけてくるつもりなら、俺たちが気付く前に奇き襲しゆうをかけてきているだろう。

　ミラはしばし考えた後、小さく息を吐はいた。

「……信じますよ？」

「ああ」

　俺はミラを安心させるようにはっきりと頷うなずく。

　イスカの目的は何だ……？

　そう考えながら彼女の様子を観察していると、クレスに腕を引かれた。

「エルク、授業始まるよ？」

　気づけば導師が教室に入ってきて、号令をかけている。俺とミラは少し遅おくれて礼をし、並んで長机に着席した。イスカが何かを仕掛けてくる様子はない。

　何をするにしても、次の休み時間を待つしかなさそうだ。

「あら、ミラさんとエルク君が来ていますね。連れん絡らくは受けています。軍の任務、ご苦労様でした」

　一年Ａ組の担任であり、フレアリア史の授業を受け持つエリザベート導師は、俺とミラが出席していることを確かめて、そう労ねぎらってくれる。ミラの言った通り、ちゃんとアッシュ導師が根回しをしてくれていたらしい。

「──ありがとうございます」

　トーマス導師と違ちがって分わけ隔へだてのないエリザベート導師に礼を言いながらも、俺は対角線上の席に座るイスカに注意を払う。その視線に気付いた導師は、「ああ」と頷いた。

「いきなりクラスメイトが増えていて驚いたでしょう。実は私も今日突とつ然ぜん聞かされてびっくりしたの。彼女はヴェルソーの魔ま術じゆつ学院から転入してきたイスカ・カリバーンさんよ。二人とも仲良くしてあげてくださいね」

　エリザベート導師に紹しよう介かいされたイスカは、俺の方を見て一礼する。

　俺は戸と惑まどいつつも会え釈しやくを返した。

　導師が連絡を受けているのなら、イスカは強引ながらも正規の手続きを踏んだということ。しかしそんな無茶を通すのは、ある程度の権限を持つ者が手引きしない限り不可能だ。

「では、授業を始めます。教科書の一六二ページ、第二次連合侵しん攻こうから──」

　俺は導師の指示通りに教科書を広げるが、授業の内容は全く頭に入って来なかった。

　脳内を占せん拠きよしているのは、イスカのことだけ。

　現在の彼女はミラ暗殺の命を受けている。殺害対象には俺も入っているはずだ。

　けれど今の行いは、その任務に沿うものとは思えない。

　だが、イスカ一人の力で学院に転入することはできないだろう。

　──これはイスカ自身の意思による行動なのか？　それとも誰だれかの指示に従っているのか？

　考えるが、結論は出なかった。俺は今のイスカを、あまりに知らない。

　思い出せるのは俺に剣けんを振ふるったイスカの姿と、黒い傷の向こうに見た情景。

　母の墓石を前にして、イスカは泣きながら俺に謝っていた。

　あれが虚術ホロウなのかは分からない。けれど、マリア導師の傷を覗のぞき込んだ時には、彼女の過去らしきものが見えた。ならば、あれも──。

　しかしあの情景が実際にあったことだとしても、まだ情報は足りない。

　やはり、直接話してみるべきだろう。ただその前にスピネルを連れて来なければ。

「──この戦いで初めて戦略級魔術が威い嚇かく使用され、フレアリアと隣りん接せつする四カ国の同時侵攻を凌しのぐことができました。これは後の休戦条約を結ぶきっかけにもなり……」

　俺は焦あせる気持ちを抑え、授業が終わるのを待つ。三時限目終了の鐘かねが鳴るまでの時間は、普ふ段だんの何倍も長く感じた。

　授業が終わり、エリザベート導師が退室すると同時に俺は席を立つ。

　だがその時、教室後方の扉が勢いよく開かれた。

「マスター、授業は終わりましたか？」

　現れたのはメイド服姿のスピネル。彼女は教室内を見回した後、俺に視線を定める。

「お、おい──」

　俺は慌あわてて声を上げるが、スピネルは言葉を最後まで聞かず、真まっ直すぐ最短距離でこちらに向かってくる。驚く生徒たちを飛び越こえ、机や椅い子すの上を身軽に跳ちよう躍やくし、教室を斜ななめに突つっ切ったスピネルは、俺に勢いよく抱だきついた。

「やっと鐘が鳴ったのです。スピネルは待ちくたびれました」

　俺の首に手を回したスピネルは、大きく深呼吸する。

「すぅー……はぁー……やっぱりマスターの魔ま力りよくは、直接補給が一番なのです」

　至福の表情を浮うかべるスピネルだが、俺は教室中の視線を浴びて硬こう直ちよくした。

「──あれ、彼の使用人？」「でも、年下よ？」「ミラさまを差し置いて……」「彼の趣しゆ味みかしら」「どうして突然……」

　ひそひそとクラスメイトたちが囁ささやく声が聞こえてくる。ミラは額に手を当て、やれやれと首を振っており、クレスやフローラは目を丸くしていた。

　これでもかというぐらい目立ってしまったなと溜ため息いきを吐く。そんな俺の様子を見たスピネルが、表情を曇くもらせた。

「マスター、スピネルは何かいけないことをしましたか？」

「……いや、授業中は言いつけどおり大人しくしてたんだから問題ないさ」

　俺はスピネルの頭を撫なでながら言う。

「それなら、よかったのです」

　安あん堵どした顔でスピネルは頷いた。彼女は兵器として造られたホムンクルス。言われたことは素直に聞く。不都合な事態になったとしても、それは指示を出した側の責任。教室まで来てはいけないと言っていなかった俺が悪い。

「──ふふっ」

　俺が胸の内で反省していた時、誰かの笑い声が響ひびいた。

　気が付くと、思いがけないほど近くにイスカが立っている。

　彼女はスピネルに抱き付かれた俺を眺ながめ、おかしそうに笑った。

「相変わらずエルクの周りは騒さわがしいな。リィンとじゃれ合っていた頃ころを思い出すよ」

　その清せい廉れんな声と、口調には、昨日相対した時のような冷たさは一切なかった。

　四年前と同じ、温かさを感じる。

　俺は確信する。ここに立っているのは幼馴染のイスカだと。

「あの、マスター……」

　スピネルが困った表情で俺とイスカを交こう互ごに見る。どうやらスピネルも、イスカが昨日の刺し客かくだと気付いたらしい。しかし俺が〝イスカは敵であっても大切な友人〟だと言っておいたせいか、どう行動すべきか迷っている様子だ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。何もしなくていい」

　俺は小さな声でスピネルに指示を出し、イスカと向き合う。

「エルクさんは……彼女とお知り合いなんですか？」

　すると横からミラが戸惑いと緊きん張ちようが入り混じった声で問いかけてきた。

　昨日の刺客だと疑っていた人間が、親しげに俺へ話しかけてきたので混乱しているのだろう。どのように説明しようか迷っていると、イスカが俺に代わってミラへ返答した。

「昔ちょっとした縁えんがあってな。エルクは私の──大切な友人だ」

　イスカはくったくなく微笑ほほえみ、俺に手を差し出す。

「同じクラスになれて嬉うれしいよ。これからまた、よろしく頼たのむ」

「あ、ああ……」

　俺はイスカの真意を測りきれぬまま、彼女の手を握った。ずっと剣の鍛たん練れんを欠かしていないことが分かる手のひらだ。

　イスカはあまりにも昔通りで、俺は本当に彼女がただ偶ぐう然ぜん同じクラスに転入してきたのではないかと考えてしまう。

　もちろん──そんなはずはない。

　けれど学院へ転入してきたイスカは、何故なぜか俺に幼馴染として向き合ってくれている。

　理由は分からないが、彼女と言葉を交わせるのならば、とりあえず今は俺も幼馴染として接しよう。これは、イスカを説得する絶好の機会かもしれないのだから。
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「えー、トーマス導師が急病のため、四時限目は運動実技に変へん更こうとなる。運動着に着き替がえ、グラウンドへ集合するように」

　四時限目、普段は別のクラスを担当している導師がやってきて、授業の変更を告げる。

　俺を目の敵にしているトーマス導師の授業がなくなったのは、素直に嬉しいことだった。イスカへの牽けん制せいとしてスピネルは使用人部屋へ戻もどさず、俺とミラの間に座ってもらっていたのだが、これで嫌いや味みを言われることもない。

　傍そばにいることを許されたスピネルは、とても上じよう機き嫌げんで俺にぴとりと体を寄せている。周囲の視線は痛いが、あれだけ目立ってしまった以上、もう気にしても仕方がないだろう。

「急病……ね」

　ミラは口元に手を当て、小さな声で呟つぶやく。

「どうしたんだ？」

「──いえ、ちょっと気になることがありまして。まあ、もうじき結果は出るでしょう」

　ミラは意味ありげな言葉を残し、使用人部屋とは反対側にある男女別の更こう衣い室へ入っていった。俺も運動着を持って男子更衣室へ向かう。手早く着替え、入口で待たせていたスピネルと合流するが──ふと足を止めた。

「エルク、どうしたんだい？」

　一いつ緒しよにグラウンドへ向かおうとしていたクレスが、首を傾かしげる。

「悪い、先に行っててくれ。ミラに用事があるのを思い出した」

　俺はクレスをグラウンドへ送り出してから、女子更衣室に視線を向けた。

　今、ミラは女子更衣室でイスカと一緒だ。イスカがミラを殺すためだけに学院へ転入したとは思えないので、何か起こる可能性は低い。だが万が一を考えて、俺は女子更衣室の様子を見守る。

　しかし、他のクラスメイトたちが皆みな出て行った後も、ミラとイスカはなかなか出てこなかった。そういえばフローラも見ていない。何かあったのではないかと、心配になってくる。

「スピネル、中の様子を見て来てくれないか？」

　彼女なら女子更衣室に入っても問題ないだろう。

「分かりました」

　スピネルはすたすたと更衣室の扉とびらに近づき、素早く室内へと入った。その直後──。

「マスターっ！　大変なのです！」

　驚きよう愕がくに染まったスピネルの声が響いてくる。

「どうしたっ!?」

　何があったのかと、俺は慌てて女子更衣室に飛び込んだ。

「な──え、エルクさん？」

　しかしそこで目にしたのは、下着しか身に着けていないミラ、イスカ、フローラの姿だった。豊かな双そう丘きゆうの谷間と、布一枚だけで隠かくされた下腹部に視線が引き寄せられる。

　こうして見ると、皆とてもスタイルがいい。

「マスター……スピネルは彼女たちと同じ女性型のはずなのに、あんなに胸が大きくないのです。これは、致ち命めい的てき欠けつ陥かんではないのでしょうか……」

　スピネルが自身の小さな胸に手を当て、ショックを受けた様子で呟く。

　何かと思えば、ただ彼女たちの胸の大きさに驚おどろいただけらしい。

「え、エルクっ！　何をやっているんだ君は！　早く出て行ってくれ！」

　イスカは胸を両手で覆おおい、真っ赤な顔で叫さけぶ。そんな女の子らしい反応したイスカを初めて見た俺は、一気に顔が熱くなるのを自覚した。

「そうだよー、男子は女子更衣室に入っちゃいけないんだよー？」

　フローラは少し怒おこったように頰ほおを膨ふくらませ、俺に注意する。

「わ、悪い、皆がなかなか出て来なくて──それで、スピネルまで大声を上げたから……」

　しどろもどろで言い訳をしていると、ミラがつかつかと歩み寄ってきて火ほ照てった顔で俺を睨にらんだ。

「フローラさんがイスカさんに色々と質問していたので、その話を横で聞いていただけです！　いいから早く出て行ってください！　心配はいりませんから！」
















　ミラは俺が慌てて更衣室へ突とつ入にゆうした理由を察している様子だったが、それでも眦まなじりを吊つり上げて俺を外に追い出した。恐おそらくミラは、フローラとイスカの会話から情報を集めようとしていたのだろう。後で改めて謝らなければ。

　俺についてきたスピネルは、自分のささやかな膨らみをまだ気にしている。

「……マスター、欠陥品でもスピネルを嫌きらいにならないでくれますか？」

　本当に落ち込んでいるらしいスピネルを見て、俺は溜息を吐ついた。

「スピネルは欠陥品じゃない。胸の大きさは人それぞれだ。ミラたちが普ふ通つうより大きいだけだから、気にするな」

「そうなのですか？」

「ああ」

　俺が頷うなずくと、スピネルは安堵の笑えみを浮かべる。

「……安心したのです。欠陥じゃないのなら、スピネルはこれぐらいの大きさでよかったと思います」

「どうしてだ？」

「小さい方が、マスターにぴったりくっつけるのです」

　その返答に、俺は裸はだかで密着された時のことを思い出す。

「……い、行くぞスピネル」

　俺は赤くなった顔を隠すように、早足でグラウンドへと歩き出した。







「ここで大人しくしているんだぞ？」

「了りよう解かいなのです」

　俺はスピネルにグラウンドの端はしでじっとしているように言い、集合場所に向かった。

　少し遅おくれてやってきたミラたちは赤い顔で俺を睨んだが、その場では何も言わずに序列順で並ぶ。導師は、今日の運動実技で走り幅はば跳とびと短たん距きよ離り走を行うことを告げた。魔導学院といえど、全てが魔ま術じゆつに関する授業ではない。こういった普通の運動や、一いつ般ぱん科目の講義も多いのだ。まずは二人組に分かれての準備体操を指示される。

「エルク、私と組んでもらえると嬉しいんだが……」

　そこで俺に声を掛かけてきたのはイスカだった。

　先ほどのことを気にしているのか、顔が赤い。横手からミラの視線を感じる。俺はミラに心配ないと目くばせしてから、イスカに頷いた。

「──おう、いいぞ」

　昨日彼女に突つきつけられた刃やいばの残像を意識の外へ押しやり、俺は四年前に戻ったつもりで気安く応じた。

　イスカの目的は分からない。しかし彼女が幼おさな馴な染じみでいてくれている間は、俺も昨日のことは忘れよう。きっと俺が少しでも現実に立ち返ってしまえば、その瞬しゆん間かんにこの虚きよ構こうは崩くずれるだろうから。

「ありがとう、助かる」

　安あん堵どした様子でイスカは息を吐いた。もしかしたら俺以外に声を掛ける勇気がなかったのかもしれない。

　イスカは勝気で行動的な割には、人見知りの気があった。何と言うか、友人と他人をはっきり区別し、明確に線を引くのだ。そのためイスカはなかなか友人を増やすことができず、遊ぶのはいつも俺やリィンとばかりだった。

　──そういうところは変わらないな。

　俺はイスカの柔じゆう軟なんを手伝いつつ、彼女に話しかける。

「イスカ、更衣室ではその……悪かったな」

「そ、そのことは、もういい。気にしていないから、忘れてくれ」

　頰を染め、体を伸のばすイスカ。

「わ、分かった。ただ、それにしても──」

　俺は華きや奢しやなイスカの背中と、金色の髪かみの間から覗のぞくうなじを見て、感かん嘆たんの息を吐く。

「──イスカは、綺き麗れいになったな」

「なっ!?」

　その途と端たん、イスカは凄すさまじい身のこなしで俺から離はなれ、耳まで火照った顔でこちらを睨む。

「いきなり何を言う！　からかっているのなら容よう赦しやはしないぞ」

「いや、素直な感想だって。さっき更衣室でイスカの姿を見た時、すごく女の子らしくなっていて驚いたんだ」

「だからそれは忘れてくれと言っただろ！」

　イスカは頰を膨らませ、俺の足を払はらう。

「うわっ！」

　倒たおれた俺の体をイスカは素早く押さえ込み、関節を極きめた。

「今度は私が体をほぐしてやろう。余計なことを忘れるまでな」

「痛たたたたたっ!?」

　俺は悲鳴を上げる。けれど俺は痛みよりも、背中に強く押し当てられている柔やわらかな双丘の感かん触しよくに動どう揺ようしていた。

　だがこのことを指し摘てきすれば、イスカはさらに怒るだろう。

　そうして俺は、しばらく苦痛と幸せを同時に味わうことになったのだった。







　風のように駆かけたイスカが、地面を蹴ける。

　ふわりと宙に舞まった彼女は、男子の最高記録すら悠ゆう々ゆうと超こえて着地した。

　クラスメイトたちの間からどよめきが起こる。

「わー、イスカちゃんすごいっ！」

　フローラが歓かん声せいを上げ、ぱちぱちと手を叩たたく。

　先ほど行われた短距離走でも、イスカはミラ以上のタイムを出していた。ただ、それでも彼女は恐らく本気を出していない。

「さすがだな、イスカ」

　余よ裕ゆうの表情で戻ってきたイスカに俺は声を掛ける。

「これぐらい当然だ。エルクの方こそ、なかなかやるじゃないか。男子ではトップの記録だったな」

「けど、それをイスカに抜ぬかれていたら偉えらぶることもできないさ」

　苦く笑しようを浮うかべて答えると、イスカは得意げに胸を張って言う。

「私の本領は剣けん術じゆつだからな。魔術はさっぱりな分、ここではいいところを見せておかなければ」

「魔術はさっぱりって……あのな、ここは魔導学院だぞ？　魔術が苦手なら、いったい何のために転入してきたんだよ」

　俺は呆あきれながら問いかけるが──そこではっとする。

　今の言葉は、意図した以上に踏ふみ込んだ質問だった。いつの間にか、昔のように気負いなくイスカと会話していたが──返答によっては、その時間も終わる。

「何のため──か」

　イスカは口元を微かすかに歪ゆがめ、碧みどりの瞳ひとみで俺をじっと見つめた。

　俺は唾つばをごくりと吞のみ込み、彼女の言葉を待つ。

「それはもちろん……エルクに会うためだよ」

　薄うすく微笑ほほえみ、静かな声で答えるイスカ。

「俺に……会うため？」

　真意を問うために聞き返すが、イスカは笑みを浮かべたまま返事をしなかった。







　昼休み──俺、スピネル、イスカ、ミラ、クレス、フローラの六人は、学院の食堂で一つのテーブルを囲み昼食を摂とる。

　イスカに食堂はどこかと問いかけられ、じゃあ俺とミラが案内すると答えたところ──クレスとフローラも一いつ緒しよに行くと手を挙げ、当然スピネルも置いていくわけにもいかず、六人での食事となったわけだ。

　普ふ段だんは一人か、もしくはクレスと二人で昼食を摂るのが普通だった俺は、六人での食事に新しん鮮せんなものを感じていた。

「マスター、この料理は何という名前なのですか？」

　隣となりの席でチキンライスを卵で包んだ料理を頰ほお張ばりながら、スピネルが訊たずねてくる。使用人の装よそおいをしながらも同じテーブルに着いているスピネルに、周囲の生徒は訝いぶかしげな視線を向けていた。

「それはオムライス。学食の定番メニューだ」

「オムライス……スピネルはこの料理をとても気に入りました」

「そっか、何なら俺のも食べていいぞ」

　俺もスピネルと同じくオムライスを注文していたのだが、朝食を食べたのが遅おそかったのであまり腹が空いていない。

　半分ほどでスプーンが止まってしまったオムライスを、俺はスピネルに差し出す。

「……今、スピネルはマスターが最高のマスターであることを確信したのです」

「大げさだな」

　俺は苦笑しながら、向かいの席に座るミラへ視線を向けた。彼女はイスカを警けい戒かいしつつ、普通の生徒は注文しないワンランク上の高級料理を口へ運んでいる。

「何ですか？」

　俺の視線に気付いたミラが、訝しげな表情を浮かべた。

「いや──これまで朝と夜は否応なく寮りようの食堂で顔を突き合わせていたけど、ランチを一緒に食べるのは初めてだなと思ってさ」

「そうですね。昼食まで憂ゆう鬱うつな気分にさせてしまうのは申し訳ありませんが、我が慢まんしてもらえると助かります」

「……何のことだ？」

　よく分からないことを言うミラに、俺は戸と惑まどう。

「昨日の朝、そのようなことを言っていたように思いますが」

　ああ……確かに昨日、朝からミラの毒舌を浴びるのは憂鬱だとか言った記き憶おくはある。けど──。

「あんなの、ただの軽口だろ」

　呆れた口調で呟つぶやくと、ミラは驚おどろいた表情で俺を見る。

「てっきりエルクさんは、私と食事をするのは嫌いやだとばかり……」

「別に嫌じゃないさ。一人で食べるよりは、よっぽど楽しい」

「た、楽しい……？」

　ミラは困こん惑わくした表情を浮かべながら、微かに頰ほおを紅潮させた。

「というか、ミラの方こそ俺の顔を見ると気が滅め入いるって言ってただろ」

「あ、あれはその……挨あい拶さつのようなものでしょう？」

「そうだな、だから俺のも同じってことだ。こんなの、わざわざ確認するようなことじゃないと思ってたんだが……」

「そ、それは──エルクさんが悪いんです！　いつも飄ひよう々ひようとしていて……何を考えているのか分からなくて、冗じよう談だんか本気かの区別が付きにくいんです」

　小さく頰を膨ふくらませ、ミラは俺を睨にらむ。

「俺に責任転てん嫁かするなって……」

　やれやれと俺は溜ため息いきを吐ついた。

「──エルクとミラは、仲がとても良いんだな」

　俺たちの様子を見ていたイスカが、苦笑を浮かべながら呟く。

「あ、やっぱりイスカちゃんもそう思う？　何だか見ていて微笑ましいよねー」

　するとフローラが食事の手を止めてイスカに同意した。

「エルクとミラは、いつもこんな感じなんだよ」

　クレスも肩かたを竦すくめて言う。

「もしかして……二人は恋こい仲なかなのか？」

　イスカは声を潜ひそめてフローラに問いかけるが、それはミラにも聞こえたらしい。

「なっ……そんなわけがないでしょう！」

　顔を真っ赤にして叫さけぶミラ。何事かと周囲の生徒が振ふり返る。

「あ──わ、私としたことが食事中に大声を上げるなんて、はしたないことを……」

　ミラは恥はずかしそうに顔を伏ふせ、今度は抑えた声でイスカたちに反論した。

「はっきり言っておきますが、私とエルクさんはそのような関係ではありませんから。変な勘かん違ちがいはしないでください」

　それを聞いたイスカは、俺の方に視線を向ける。

「と──彼女は言っているが、エルクはどうなんだ？」

「どうと言われてもな……」

　ミラがじっとこちらを見つめているのが分かる。

「まあ、その……大切な友人だよ」

　恐おそらくミラはまた否定するだろうなと思いつつも、俺は正直に答えた。

「…………」

　けれど彼女が俺の言葉を訂てい正せいする様子はない。ミラは顔を深く俯うつむけており、表情は確かめられないが、耳がやけに赤くなっている。

「へえ──大切、か。私もエルクの友人であると自負しているが……どちらの方が大切なのか気になるな」

「イスカ、その質問はさすがに意地が悪くないか？」

　俺が眉まゆを寄せて窘たしなめると、イスカは小さく息を吐く。

「──そうだな。すまない、少し妬やいてしまったみたいだ」

　わずかに影かげが差したイスカの表情に、心臓がどきりとした。着き替がえを見てしまった時や柔じゆう軟なん体操の時と同じく、四年前はあまり意識しなかった女性としてのイスカの魅み力りよくが、俺の平常心を搔かき乱す。

「どうした？」

「……何でもない」

　不思議そうに俺を見つめるイスカから目を逸そらし、曖あい昧まいにごまかす。ミラも何だか様子がおかしいので、この話題はそろそろ終わらせたい。

「ねえ、エルク。僕はエルクの親友だよね？」

　だがクレスまでそんなことを訊ねて来て、俺は溜息を吐いた。

「ああ、そうだよ。親友だ」

「何かおざなりだー」

　不満そうな声を上げるクレス。

「エルク君、じゃあ……あたしは？」

　便乗してフローラも問いかけて来た。

「委員長」

「それ違ちがうよぉ、ただの役職だよー」

「はは、冗談だって」

　俺は笑いながら答える。

　それからイスカは学院での俺の生活を聞きたがり、クレスは俺の失敗談を面白おかしく語った。

　少し妙みような様子だったミラもその話題には乗ってきて、昼休みは終始騒さわがしい時間となる。

　言葉を交わす度たび、笑い合う度に、イスカと昔のように打ち解けていく自分を感じた。

　ただ──イスカは俺に色々な質問をしてきたが、俺の方はイスカに何も問いかけられない。聞きたいことは山ほどあるのに、何一つとして口に出すことはできなかった。

　右目の奥が微かにうずく。もしも今、黒い傷が浮かび上がったら──イスカの傷を覗のぞき込んだら、何が見えてしまうのだろう。

　俺はイスカと会話しながら、そんなことをずっと考えていた。







　五、六時限目は男女分かれての武術訓練で、イスカと話す機会はあまりなく、そのまま放課後となる。彼女の目的は未いまだ不明。

　俺に会うためだとは言っていたが、それならわざわざ学院に転入してくる必要はない。

「──ミラ・ルビーレッド、エルク・リードの二名は、至急アッシュ導師の執しつ務む室へ行くように。連れん絡らく事じ項こうがあるそうだ」

　授業を担当していた導師は、教室を出る直前にそんな言葉を残していった。

「どうやら、情報が集まったようですね」

　ミラはそう呟いて表情を引き締しめる。

「じゃあ、また明日あした！」

　何か用事があるらしいクレスは、慌あわただしく去っていく。

「ばいばい～」

　フローラもにこやかに手を振って教室を出て行った。

　俺とミラも指示通りに急いでアッシュ導師の元へ向かうべきなのだが、その前にやらなければならないことが残っている。

　俺は真ま面じ目めな顔をしたイスカが近づいてきたのを見て、居住まいを正した。

「エルク、何か用事があるようだが……私に少しだけ時間をくれないか？　話がある」

　ついに刻限が来たのだろうと、俺は悟さとる。

　こんな楽しい時間が明日以降も続くと期待するほど、俺は楽観的ではない。

「分かった。どこで話す？」

　だが俺は覚かく悟ごを決め、イスカに頷うなずき返す。

「他に人のいない、静かなところがいいな」

「じゃあ──屋上に行くか」

　俺はそう言って歩き出す。

「私もご一いつ緒しよさせていただきます」

「スピネルも行くのです！」

　ミラとスピネルが俺の隣となりに並んだ。

「──悪いけど、イスカとは二人きりで話をさせてくれないか」

　けれど俺は付いてこようとする二人を制止する。

「で、ですが……」

「頼たのむ」

　逡しゆん巡じゆんするミラに俺は頭を下げた。

「──分かりました。けど、途と中ちゆうまでは一緒にいきますからね」

　ちらりとスピネルを視線で指し示し、ミラは告げる。スピネルはあまり俺から離はなれられないので、屋上前までは連れて行くという意味だろう。

「ああ。じゃあイスカ、こっちだ」

　イスカは小さく頷いて、俺に付いてくる。

　教室を出た俺は廊ろう下かを進んで階段を上り、ミラとスピネルを踊おどり場に残して屋上の扉とびらを開けた。高等部の校舎は憩いこいの場として開放されているが、放課後にわざわざ訪れるものは少ない。高い柵さくに囲まれ、ベンチと花か壇だんが置かれた屋上には、予想通り誰だれもいなかった。

　西の山際に傾かたむいた太陽の光は赤みを帯び、風は少し冷たい。

「いい場所だな」

　イスカはそう呟くと屋上の端はしに近づき、柵さく越ごしに地上を眺ながめる。

　金色の髪かみが強く吹ふいた風に靡なびき、陽光を浴びてキラキラと輝かがやいた。

「イスカ──」

　俺がイスカの方に歩み寄ろうとすると、彼女はくるりと振り返り、視線で俺を押し留める。

「今日はとても楽しかったよ。まるで、昔に戻もどったかのようだった」

　微かすかな郷きよう愁しゆうの色を言葉に乗せ、イスカは微笑ほほえむ。

「……そうだな。俺も楽しかった」

「まあ、少し寂さびしくもあったけどな。ここにはエルクの新しい友人がいて、私の入り込めない時間がある。四年というのは──やはり長い」

　イスカは屋上の入口に視線を向けて、諦てい観かんの滲にじんだ息を漏もらした。

「確かに離れていた時間は長かったが、それはこれから取り戻していけるだろ？」

「取り戻す、か。それができたらどんなにいいか──」

　儚はかなげな声で答えるイスカ。

　その言葉を聞いて、俺は気付いてしまう。イスカは〝これから〟を全く信じていない。手が届かないものと諦あきらめている。

　やはりイスカは、もうこの時間を終わらせるつもりのようだ。だがそれなら俺もようやく彼女の心に切り込める。幼おさな馴な染じみとして振る舞まっていては、深い話もできなかった。

　イスカの思おも惑わくを知り、〝正解〟を見出すのは──今。

「イスカ、あの約束を覚えているか？」

　俺はまず、そう問いかける。俺たちの間にある約束と言えば、一つしかない。

「ああ、もちろん」

　どこか悲しそうな表情で、イスカは俺をじっと見つめた。

「イスカは俺を守り、代わりに俺がイスカの夢を叶かなえる。俺たちは互たがいにそう誓ちかった。俺は今も、その約束を果たしたいと思っているんだ」

　かつて俺がそう言った時、イスカは嬉うれしそうに笑った。けれど美しい少女へと成長した彼女はあの頃ころのようには微笑まない。

「──残念だが、エルクには私の夢を叶えられないよ」

　争いのない世界で〝人〟になりたいと望んでいた幼馴染は、苦い声で言う。

「どうして……そう思う？」

「現実的じゃない。ただ、それだけだ。世界から争いがなくなることは決してないし、武器も不要になることはないだろう。私も〝剣けん〟として生き、刃はが折れた時に死ぬだけだ。子供の夢からは、覚めたのさ」

　声色が変わり、視線が刃のように鋭するどくなった。

　碧へき眼がんの奥に揺ゆれる殺意の色は、俺が昨日見たのと同じもの。

「いや、争いを失くす方法がないと断言するのは早計だろ。方法自体は、いくらでもある」

「何だと……？」

　眉を寄せるイスカに、俺は苦く笑しようしながら答える。

「一番単純なのは、人間を滅ほろぼしてしまうことかな。そうすれば当然、人間同士の争いはなくなる」

「ふ、ふざけるな！」

「俺は真面目だよ。もちろん、これが〝正解〟だと言うつもりはない。だが、争いを失くす方法は存在する。そして方法があるのなら、それに必要な力を用意することで実現は可能だ」

　イスカの目を見つめて、俺は断言する。彼女に夢を諦めて欲しくないから、真しん剣けんに言葉を紡つむぐ。

「俺はイスカが〝剣〟として戦う必要のない、平和な世界を作りたい。それは人間を滅ぼしてしまうよりも、ずっと難しい目標だろう。けれど、方法はきっとある。俺はその〝正解〟を必ず見出す」

　俺はイスカの方に一歩近づき、強い口調で告げた。

「だからイスカ──昔のように、俺を守る騎き士しとなってくれ。その代わり、俺はいつかイスカの夢を叶える。俺はイスカに、人間として笑って欲しいんだ」

　覚悟と決意を込めて、俺は告げた。俺は何も諦めない。イスカの夢も、リィンも、自分の命も、何一つ切り捨てず、先へ進んでみせる。

　イスカが今どんな立場にあろうと、これから共に在あればいい。

　夕日が射す屋上に静せい寂じやくが広がる。剣けん士しとしての眼まな差ざしで、俺をじっと見つめるイスカ。

「──変わらないと思っていたが、エルクはずいぶんと弁が立つようになったな」

　長い沈ちん黙もくを挟はさんで、イスカが口を開いた。

「信用できないか？」

「いや……逆だ。とても心に響ひびく言葉だった。嬉しかったよ、エルク」

　口元を微かに綻ほころばせ、イスカは呟つぶやく。

　けれど俺の胸に喜びが広がる前に、彼女は言葉を続けた。

「だが、無理だ。私はもう、エルクの騎士になることはできない」

　はっきりと、俺の誘さそいを断るイスカ。それは彼女の〝立ち位置〟を定める一言だった。

「だったら……どうして学院に転入してきた？　任務をこなすだけなら、そんな必要はなかっただろう？」

　俺はイスカの矛む盾じゆん点を突つき、心を揺さぶろうと試みる。

　まだ諦めはしない。可能性はあるはずだ。しかしイスカは鋭い眼差しで、俺を射い貫ぬいた。

「この学院に来たのは、未練を断ち切るためだ。今、エルクが生きているのはあの小さな怪かい物ぶつに邪じや魔まされたからではなく、私の覚悟が足りなかったから。止とどめを刺させる機会は、何度もあった」

　イスカが冷たい声音で答える。小さな怪物というのは、スピネルのことだろう。

　それは自分が昨日の襲しゆう撃げき者であると、明確に宣言する言葉。

　イスカは今日一日の楽しい時間を壊こわす言葉を、自ら紡ぎ続ける。

「実を言うと、昨日は私だけでなく仲間も不始末をしでかしてしまったのさ。そのせいで、これ以上の潜せん伏ぷくは難しくなった。どうせ間もなく存在が露ろ見けんするのならと、今日は少し無茶をさせてもらったんだよ」

　苦笑を浮うかべつつイスカは俺に言う。

「……最初から、学院生活は一日だけのつもりだったわけか」

「ああ。とても、とても満ち足りた時間だった。協力者のツテを使って、強引に潜もぐり込んだ甲か斐いはあったよ。だからもう、未練はない」

　イスカは切なげな笑えみを浮かべると、ひらりと身軽に柵を飛び越こえ、屋上の縁ふちに立った。

「次は剣を持って相あい見まみえよう。生き延びたいのなら、私を屍しかばねに変えて進め」

「っ──待て、イスカ！　剣の一族として命令に従うのは理解できる。けれどお前は〝人〟になりたいんだろう？　だったら、俺の手を取ってくれ！」

　俺は彼女の背中へ向けて、必死に叫さけぶ。

「……無理だ。私はもう、後あと戻もどりができないんだよ」

「どうしてだ？」

　問い返すと、イスカは表情を歪ゆがめた。そして今にも泣き出しそうな声で言う。

「──ライラ様を手に掛けたのは、私なのさ」

「え……？」

　何を言われたのか、理解できなかった。ライラ第三皇こう妃ひ──俺の母。それを……イスカが？　そんな訳──。

　呆ぼう然ぜんとしている俺に悲しげな笑みを向けた後、イスカは屋上から後ろ向きに飛び降りた。

「焰弾フラム！」

　その直後、先ほどまでイスカが立っていた場所を炎ほのおの魔ま術じゆつが撃うち抜く。

「くっ……遅おそかったですか」

　屋上の入口から飛び出してきたミラが悔くやしげに呟き、大穴の開いた柵に駆かけ寄よった。

「マスター！」

　スピネルも心配そうな表情で走ってくる。恐おそらく、ミラとスピネルは隠かくれて俺たちの話を聞いていたのだろう。イスカがはっきりと敵であることを宣言した以上、ミラの行動は当然と言えた。けど──。

　我に返った俺は、ミラに続いて柵の穴から顔を出す。だが校舎の下を覗のぞき込んでも、イスカの姿は見当たらない。

「下の教室の窓が開いていますね……そこから、校舎の中に入ったのかもしれません。エルクさん、追いかけますよ！」

　ミラが俺の腕うでを引く。しかし俺は動くことができなかった。

「マスター、スピネルはどうすればいいですか？」

　スピネルも指示を求めてくるが、俺は何も言えない。

「早く、エルクさん！」

　肩かたを強く揺すられる。それでも俺は彼女を追う気になれなかった。

「悪い。今は……ダメだ」

「そんなことを言っている場合じゃ──」

「……大だい丈じよう夫ぶだ。きっと、すぐにまた会うことになる。だから……少しだけ、考える時間をくれ」

　ぐっと屋上の縁を強く摑つかみ、俺は掠かすれた声で答える。イスカは仲間が不始末をしたと言っていた。これからアッシュ導師の元へ行けば、恐らくその情報を得られるだろう。

「エルクさん──あなたは昨日の時点で、襲撃者が自分の幼馴染だと気付いていたんですね？」

「…………」

「何とか説得したかった気持ちは分かります。ですが、彼女はあなたの敵となることを選んだんですよ？」

　ミラは俺の顔を下から覗き込み、責めるような口調で言った。

「彼女は、敵じゃない。俺の幼馴染で──大切な、友人だ」

　母を殺したという言葉が脳のう裏りに反はん響きようしていたが、それでも俺はそう答える。

「エルクさん……」

　途と方ほうに暮れた様子で、ミラは大きく息を吐はく。

「──仕方がありませんね。心の整理が付かないのなら、今のうちに泣いておくといいでしょう」

「え……？」

　いきなりミラに頭を抱だきしめられて、俺は思考が停止する。温かく柔やわらかい感かん触しよくが顔を包み込み、甘い香かおりが鼻び腔こうを満たした。

「友人を失ったのなら、泣いても構わないと思います。泣き顔は見ないでいてあげますから、お好きにどうぞ」

　ぶっきらぼうな声で言うミラ。

「どうして、こんな……」

「だって、その……私も、エルクさんの大切な友人なのでしょう？　友人ならこういうとき、胸を貸すものじゃないんですか？」

　ミラは少し自信なさげな口調で答える。

　昼休み、食堂で俺が言ったことを、ミラは受け入れてくれていたらしい。

　友人──か。

「…………そうかもな。ありがとう、ミラ」

　ミラの体温を感じながら、俺は感謝の言葉を告げる。

　おかげで、少し落ち着いた。

「でも……泣くつもりはないよ。泣くのはまだ早い」

　俺はそっとミラの腕を解ほどき、彼女から身を離はなす。

　まだ、諦あきらめるつもりはなかった。だから、涙なみだで自分の心を慰なぐさめることはしない。

「ミラ、アッシュ導師のところへ行こう」

「もう大丈夫なんですか？」

　心配げな眼差しを向けてくるミラ。

「ああ──次は、戦うよ」

　もう言葉が交わせないのなら、戦って確かめる。

　俺の母を手に掛けたという言葉の意味を、イスカを縛しばっているモノを突き止めるのだ。そして、必ず取り戻す。

　俺は心の中で、そう決意した。
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　アッシュ導師の元へ赴おもむいた俺たちは、まずイスカの件を報告した。スピネルの命主マスターである俺にはミラ以外の監かん視しも付いている可能性が高い。たとえあの場にミラがいなかったとしても、イスカを庇かばうことは難しかっただろう。

　ただ、昨日の刺し客かくとイスカが同一人物であることは、彼女が変装していたせいで確信を持てなかったことにしておいた。俺がイスカの正体を分かった上で黙だまっていたと知られた場合、背はい反はん行こう為いとみなされる可能性が高かったからだ。

　俺がそう言い張ってしまえば、それが噓うそだと証明する方法はない。そのためか、ミラも俺の証言を訂てい正せいしようとはしなかった。

「転入生に扮ふんしての潜せん入にゆう──しかもヴェルソー出身と身分を偽いつわったか。これでますます〝彼〟への疑いが強まったな」

　アッシュ導師は俺たちの報告を聞いて、低い声で呟いた。

「彼……とは？」

　俺が問いかけると、アッシュ導師はわずかに表情を曇くもらせる。

「刺客を国内に手引きした内通者──その可能性が最も高い男のことだ」

　低い声で答え、手元にあった書類を俺へ手て渡わたすアッシュ導師。長老議員エルダーだけが持つことを許されるフレアリアの国章印が、厚い羊皮紙の端はしに押されていた。

「これは──指令書ですか？」

　横から書類を覗き込んだミラが、アッシュ導師に訊たずねる。

「ああ、加えて君たちが長老議会の特命で動いていることを証明するものだ。それがあれば少々の無茶をしても罪には問われん」

　指令書には、俺たちに戦略級魔導士殺害事件の調査を命じる文言と、容疑者の名前が記されていた。

「な……」

　俺はその名を見て、驚おどろきの声を上げる。

「──やっぱり」

　だがミラは、予想通りといった様子で頷うなずいていた。

　アッシュ導師は俺とミラの対照的な反応を眺ながめ、重々しく口を開く。

「戦略級魔導士の一人を殺害した二人組──その特とく徴ちようと符ふ合ごうする人物が、彼の屋や敷しきに出入りしているという情報があった。他にも状じよう況きよう証しよう拠こがいくつも上がっている」

　──これが、イスカの言っていた仲間の不始末か。

　どうやら二人組の襲しゆう撃げき者は顔を見られていたらしい。

　彼が本当に内通者であるのならば、イスカもそこにいるのだろう。

「軍は既すでに動き出している。君たちも至急彼の元へ向かえ。決定的な証しよう拠こを摑み、必要とあらば虚人ドーレムの力を行使するのが、命主マスターとなった君の役割だ」

　アッシュ導師は強い口調で告げる。

　これはスピネルの有用性を示し、同時に俺がフレアリアからの信しん頼らいを得るための試練。

　決して、失敗は許されない。

「──はい」

　俺はアッシュ導師と視線を合わせ、はっきりと頷いた。







　指令書を携たずさえて学院を出ると、空は茜あかね色いろに染まっていた。

　俺とスピネル、ミラの三人は、指令書に書かれていた〝最も疑わしい人物〟の元へ急いで向かう。

「──あそこか」

　俺は指令書に添てん付ぷされていた地図を手に、坂の上から容疑者の屋敷を見下ろす。

　ミラの別宅と比べても遜そん色しよくのない、立派な三階建ての屋敷だ。けれど、その門構えは周囲から少々浮ういている。

　この辺りは街はずれで、古びた建物と農地が点在していた。普ふ通つうならああいう立派な屋敷は、貴族たちが暮らす王宮付近の区画にあるものだ。ここは王宮から歩いて半刻以上は掛かかる。学院からもかなり遠く、おかげでもう日は沈しずみかけていた。

　人通りは全くなく、妙みように静かだ。軍が動いているという話だったので、屋敷周辺はもう密かに包囲されているのかもしれない。

「トーマス導師は、こんな辺へん鄙ぴな場所に屋敷を構えていたんですね」

　ミラが屋敷の持ち主を口にする。

　そう──アッシュ導師が行った調査の結果、最も怪あやしい人物として浮ふ上じようしたのが、俺のクラスでも教きよう鞭べんを執とるトーマス・グラナード導師だった。

　他国の者──それも優ゆう秀しゆうな者に対して露ろ骨こつな嫌いやがらせをする、俺にとっては天敵とも言える男。昨日も俺がエルファレス出身であることを引き合いに出し、貶おとしめようとした。あの時はミラのおかげで助かったが、ああいう嫌がらせをもう何度受けたか分からない。

　今日は急病で授業を休んでおり、学院にも顔を出していないそうだ。

「それにしても……トーマス導師が内通者かもしれないなんてな。他国の留学生をあれだけ毛け嫌ぎらいしているのに、エルファレスからの刺客に手を貸したりするものなのか……？」

　俺は正直な疑問を述べる。街はずれにある彼の屋敷は、イスカたちを匿かくまうには適しているが、彼の性格を知っているだけにいまいち納得できない。

「彼の事情などは分かりませんけれど──私は最初から彼が怪しいと思っていましたよ」

「そういえば指令書を見たとき、やっぱりって言ってたな。何か疑う根こん拠きよがあったのか？」

「昨日、私は学院側に午後から軍の任務に就つくことを伝えました。内通者はその情報を刺客に流したのでしょう。軍の情報を見たのなら、積み荷が重要なものであることも分かったはずですしね」

　ミラはトーマス導師の屋敷を見ながら答える。

「そうか……だから内通者は学院の導師に絞しぼり込めるんだな。けど、どうして大勢いる導師の中で、トーマス導師が怪しいと思ったんだ？」

「……憶おぼえていませんか？　私は昨日、トーマス導師をやり込めましたよね？」

「え？　ああ、もちろん憶えてるが……まさか、そんなことで？」

　大貴族であるミラに論破され、トーマス導師は反論もできずに教室から出て行った。確かに、とても悔くやしそうな様子だったが──。

「私はトーマス導師が、そんなことで動く人間だという気がするんです」

「って、結局勘かんか」

「私の勘は結構当たるんですよ？　いっそのこと遠くから屋敷ごと吹ふき飛ばして、その後で証拠探しをしたらどうでしょう」

「おいおい……」

　戦略級魔導士であるミラにとっては、屋敷一つ壊こわすことなど造作ない。何しろ戦略級魔導士になる条件はただ一つ──国を滅ほろぼしうる大量破は壊かい魔ま術じゆつが使えるかどうかということなのだから。

「……冗じよう談だんです。そんな心配そうな顔をしなくても、確証がないうちはやりません」

　そう話している間に、俺たちは門の前までやって来る。

「ここからはどうするつもりだ？」

「普通なら正面と裏口の二手に分かれるところですが……私はエルクさんの監視役ですからね。ここは堂々と三人で正面から乗り込みましょう」

　ミラは強気な表情で言い、門に備え付けられていた呼び出しのベルを鳴らす。

　しばらくすると、使用人らしき女性が屋敷から出てきた。

　距きよ離りが近づくと、彼女が俺とそう変わらない年であることに気付く。着ているのはメイド服だが、スピネルのものよりも地味で野や暮ぼったい。彼女は淡あわいブロンドの長ちよう髪はつを、頭の左右で二つに纏まとめていた。よく見れば両目で色が違う──オッドアイと呼ばれる瞳だ。

「……あんたたち、何か用？」

　ぞんざいな口調で問いかけてくる少女。

　使用人らしからぬ物言いに俺たちは面食らうが、ミラが一歩前に出て口を開く。

「私はミラ・ルビーレッド、彼らは供の者です。トーマス導師に用があります。取り次いでいただけますか？」

「ん、ああ、あいつ──じゃなくてトーマス様なら、今日は風邪かぜ引いて療りよう養よう中。用ならまた今度にして」

「申し訳ありませんが、至急の要件なんです。トーマス導師の容体は、お話しすることもできないほどなのでしょうか？」

「いや、そこまでじゃないけど……」

「でしたら、お願いします」

　ミラは門の向こうに立つ彼女へ強い口調で頼たのんだ。

「ったく、仕方ないわね」

　彼女は心底面めん倒どう臭くさそうな口調で言うと、門を開けた。

　俺たちは屋敷の敷しき地ちに入り、先導する彼女に付いて行く。

「……エルクさん、彼女は大貴族であるルビーレッド家の名前に全く反応しませんでした。他国の人間である可能性が高いです。刺客の一人かもしれませんから、気を付けてください」

　歩きながらミラが俺に顔を寄せ、耳元で囁ささやく。ミラの吐と息いきに少し動どう揺ようしながらも、俺は頷いた。

「分かってる。油断はしない」

　戦略級魔導士を正面から倒たおした二人組の刺客。指令書にはその特徴も記されていた。

　それは──顔がそっくりな若い女性、というもの。

　トーマス導師は最近、双ふた子ごの使用人を雇やとったらしい。そのことからより一層、疑いが強まったのだ。

　俺たちを案内しているのが双子の使用人なのかは、まだ分からない。もう一人、そっくりな少女が現れればはっきりするのだが……。

「マスター」

　スピネルが小さな声で俺を呼び、服の袖そでをくいくいと引っ張る。

「どうしたんだ？」

「……あの人、何だか変な感じがします」

　前を歩く使用人の少女を見ながら、スピネルは俺に囁いた。

「変な感じ？　どう変なんだ？」

「それは……説明できません。けど、他の人とは違ちがう何かを感じるのです」

　スピネルの言葉は要領を得ない。だが、彼女への警けい戒かいをより強めた方が良さそうだ。

「ありがとう、スピネル。また何か気付いたことがあったら教えてくれ」

　礼を言って、頭を軽く撫なでる。

「……はい」

　嬉うれしそうに目を細めるスピネル。

　俺は使用人の少女から目を離はなさず、周囲にも注意を払はらう。

　しかし彼女が特に不ふ審しんな動きを見せることはなく、俺たちはそのまま屋敷一階の応接間に通された。

「トーマス様を呼んでくるから、ここで待っててねー」

　軽い口調で言い、一礼もせずに部屋を出て行く少女。俺たちは広いソファに並んで腰こし掛かける。

　ミラは部屋の中をぐるりと見回した後、宙に素早く魔ま法ほう陣じんを描えがいた。

「──波探ヴアーグ」

　小さな声でイスカが告げると、魔法陣から光の波は紋もんが生まれて部屋に広がる。

「何をしたんだ？」

　広がった光が消えていくのを眺めつつ、俺はミラに訊たずねる。

「何か妙な仕し掛かけがないか魔ま術じゆつで調べました。部屋の構造に不審な点は見当たりません。隣りん室しつに誰だれかが潜ひそんでいる気配もないですね」

「凄すごいな……そんな魔術もあるのか」

　今の魔術は授業で習ったことのないもので、記述された精せい霊れい語にも知らない単語が用いられていた。

「一いつ般ぱんには公開されていない軍用の諜ちよう報ほう魔ま術じゆつです。障害物があるほど効果は減げん衰すいするので、この部屋周辺の様子しか分かりませんけどね。屋内なら、彼女に訊きいた方が早かったかもしれません」

　ミラはそう言って、スピネルに視線を向ける。

「先ほどの使用人の足音は聞こえますか？」

　問われたスピネルは目を閉じ、集中する様子を見せた。

「……はい、聞こえるのです。この部屋から遠ざかっています」

　俺も耳を澄すませてみるが、足音など全く聞こえない。

「では、次に誰かがこの部屋に近づいてきたら、私たちに教えてください」

「分かったのです」

　こくんと頷うなずくスピネル。

「スピネルは感覚も鋭するどいんだな。これも虚人ドーレムの能力なのか？」

　感心しながら俺はミラに問いかける。だが彼女は苦笑を浮かべ、首を横に振ふった。

「いいえ、これは素体であるホムンクルスの性能ですよ。彼女だけが持つ機能は……あ、そういえば、これはまだお伝えしていませんでしたね」

「ああ、聞いてないな。どういうことだ？」

　俺が疑問の眼まな差ざしを向けると、ミラは説明を続ける。

「スピネルは、アークロウの知識を有しているそうです」

「……知識？」

「かつて全ての巨神を滅ぼしたアークロウの虚人ドーレムである彼女は、あらゆる巨神のデータを神骸細胞イコンセルから引き出せる機能を持つよう設計されている──という話でした。その殺し方も含ふくめて」

　瞳ひとみの中に微かすかな畏い怖ふの光を宿らせて、ミラは言う。

「本当か、スピネル？」

　俺はスピネルに確認してみる。

「はい、たぶん」

「たぶん？」

　頼たよりない答えに俺は眉まゆを寄せた。

「スピネル自身がアークロウの記き憶おくを持っているわけではなくて……膨ぼう大だいなデータベースが意識とは別の場所に格納されているという感じなのです。だから虚神ゴーレムの名前や姿など、情報を絞り込んで検けん索さくする要素がないと、必要なデータは引き出せません」

　難しい顔をしながら、俺に説明するスピネル。

「じゃあ、普ふ段だんのスピネルは何も知らないのか」

「そうなります。けれど、いざという時には必ずお役に立つのです！」

　胸の前で拳こぶしを握にぎり、スピネルはやる気をアピールする。

「わ、分かった。その時は頼らせてもらうよ」

　俺はスピネルの勢いに押されて頷いた。

　そんな俺たちの様子を見て、苦笑を浮うかべるミラ。

「彼女の機能は、虚神ゴーレムとの戦いでかなり役立ちそうですね。まあ、今回の任務で使いどころはないですけど」

　今回は虚神ゴーレムと交戦するわけではないため、この説明は後回しにしていたのだろう。というか、まだ性能実験すら行われていない状態で虚神ゴーレムと戦うことになどなって欲しくない。

「──相手をするのは人間だしな。どうする？　今のうちに魔法陣でも仕掛けておくか？」

　俺は高級そうな調度品の並ぶ応接室を眺ながめながら訊ねる。

「そうしたいところですが……仮にも相手は学院の導師です。余計なことはしないでおきましょう」

　そんなことを話し合っていると、スピネルが何かに気付いた様子で顔を上げた。

「二人分の足音が、近づいてきます」

　スピネルの言葉を聞いて、俺たちは口を噤つぐむ。

　扉とびらの方に注意を向けながら待っていると、俺の耳にも微かに足音が聞こえて来た。

　そしてドアが開き、屋や敷しきの主であるトーマス・グラナード導師と、トレイにグラスを載せた使用人の少女が姿を現す。

「──供の者がいるとは聞いていたが、まさか君だったとはね」

　ミラの隣となりに座る俺を見たトーマス導師は、苦い声で呟つぶやいた。

「……お邪じや魔ましています。ご病気だとお聞きしましたが、顔色は良さそうですね。お元気そうでよかったです」

　俺はいつもと変わらない顰しかめ面のトーマス導師に挨あい拶さつをする。

「ふん──心にもないことを。ただの軽い風邪かぜだ」

　忌いま々いましそうに俺を睨にらみ、彼は向かいのソファに座る。使用人の少女は運んできたグラスを俺たちの前に置くと、足早に部屋を出て行った。喉のどは少し渇かわいているが、口を付ける気にはなれない。

「ご療養中のところ、無理を言ってすみませんでした」

　ミラはトーマス導師に頭を下げる。彼は俺とスピネルをちらりと見た後、訝いぶかしげな表情で口を開いた。

「──ミラ君、同級生と使用人を連れていったい何の用かな？　いや……ルビーレッド家の者としての訪問ならミラ様とお呼びすべきでしょうか？」

「呼び方は好きになさってください。私が今日伺うかがわせていただいたのは、軍の魔導士として──です」

「ほう……」

　目を細めるトーマス導師。

「昨日の事件は、ご存じですよね？」

「……ん？　昨日、何かあったのかね？　生あい憎にく、私は昨夜から寝ね込んでいてな」

　ミラはカマを掛かけたのだろう。けれど彼が口を滑すべらせることはなかった。

「お聞きになっていませんか？　軍の魔導士が三名、殺害された事件のことです。私も襲しゆう撃げきを受けたものの、危ないところを彼に救われました」

「何と……そのようなことがあったとは。初耳だよ。しかし君だけでも無事でよかった」

　心底驚おどろいた様子でトーマス導師は言う。

　その受け答えは自然で、俺には彼が演技をしているのかどうか判断が付かなかった。

「──トーマス導師。あなたにはその襲撃者を国内に手引きし、匿かくまっているという嫌けん疑ぎが掛けられています」

　これ以上、揺ゆさぶっても無む駄だだと判断したのか、ミラは本題を切り出す。

「この私が……内通者だと？」

　目を大きく見開いて、愕がく然ぜんとした表情を浮かべるトーマス導師。

「はい」

「……失敬な。私はフレアリアに忠誠を誓ちかい、後人育成のために導師として教きよう鞭べんを執とってきたのだぞ？　敵に通じるなど、在り得ぬことだ」

　怒いかりも露あらわにトーマス導師はミラから告げられた疑ぎ惑わくを否定する。

　やはり反応を見るだけでは、噓うそを吐ついているかどうか判断できない。心を覗のぞきでもしない限り、言葉の真しん偽ぎは分からないだろう。

　──いや、もしかしたら覗けるのか？

　俺はイスカやマリア導師から、記憶らしきビジョンを垣かい間ま見みたことを思い出す。あの時のように、トーマス導師の黒い裂さけ目を覗き込むことができたなら、彼が内通者かどうか分かるかもしれない。

　あの力はたぶん、スピネルから影えい響きようを受けて使えるようになった虚術ホロウだ。

　──だとすれば、魔ま力りよくがエネルギー源だという可能性は高い。

　俺は右目に魔力を集中させてみる。ずきん、と右目の奥がうずいた。

　やっぱりだ。これまで勝手に発動した時は、緊きん張ちようや力みで右目に普段より多い魔力が流れたからなのだろう。

「それでは、屋敷の中を検あらためさせてもらってよろしいでしょうか？」

　ミラが畳たたみ掛けるのを聞きながら、俺は右目に魔力を強く込めた。

　すると──あちこちに黒い裂け目が現れる。

　改めて見ると、それは裂け目というより〝傷〟という表現がふさわしいように思えた。

　机や壁かべ、調度品にも細かな黒い傷が浮き出ている。そして目の前に座るトーマス導師の左胸には、一際深い黒傷が刻まれていた。

　──ずきん、ずきん……。

　右目が痛む。外から見て、何か変化が表れていなければいいのだが。

　俺はそれを少し不安に思いながら、トーマス導師の傷を覗き込む。

　予感していた通り、いきなり景色が変わった。

『くそっ！　また今回もか！』

　書しよ斎さいらしき場所で、トーマス導師が激げつ昂こうしている。机の上に積まれた書類を薙なぎ払はらい、椅い子すを蹴けり飛ばし、彼は部屋の中で怒ど声せいを上げる。

『ふざけるな！　私は十分な成果を上げたはずだ！　なのにどうして、長老議員エルダーへの推すい薦せんを得られない!?　何故なぜ……何故だっ！』

　叫さけびながら暴れ回り、部屋を滅め茶ちや苦く茶ちやにした後、彼は力ちから尽つきた様子で床ゆかに膝ひざを突つく。

『やはり……私が余所よそ者ものだからなのか？　これだけ尽つくしているのに、私はまだ認められないのか？　貴族街に住むことを許されなかったのはまだ納得しよう……だが長老議員エルダーへの選出に身分は関係ないはずだ！　あのアッシュがそれを証明したではないか！』

　床に額を擦こすりつけるようにして、トーマス導師は怒りの滲にじんだ声を漏もらす。

　そしてそのままの格好で低く嗚お咽えつし始めた。

　──トーマス導師も他国出身者だったのか。

　俺がそう考えたところで、ビジョンは途と絶だえる。

「屋敷の中を検めたいなら、好きにしたまえ。ああ──だが鍵かぎの掛かった部屋も多いな。仕方ない、私が案内しよう」

　向かいに座るのは、不ふ機き嫌げんそうな表情でミラに応じているトーマス導師。

　もう右目の痛みも、周囲に浮き出ていた黒い傷も消えていた。

　──また、辛つらい場面だったな。

　これまでの三例とも、その人物が嘆なげきや悲しみ、怒りを感じているシーンだった。これは偶ぐう然ぜんか、それとも俺の虚術ホロウがそういうものなのか……。

　まあどちらにせよ、トーマス導師にフレアリアを裏切る動機があることは分かった。彼は長老議員エルダーになることを望み、それが叶かなえられないことに不満と怒りを持っているらしい。

　ただ……彼が他国出身者なら、どうして俺のような留学生に強く当たるのだろう。

　納得のいかない点は未まだ残る。けれど、彼が限りなく黒に近いのは確かなようだ。

　俺は、部屋を出るトーマス導師の背中を見ながら気を引き締しめた。

　彼が内通者なら、ここまで疑いを持たれた時点でもうごまかしきれないと悟さとるはず。どこかで仕し掛かけてくる可能性が高い。

　そうなると気になるのは、先ほどの使用人だ。

「──誰だれかが近づいてきたり、隠かくれている様子があったら教えてくださいね」

　ミラはスピネルに顔を寄せて囁ささやいてから、トーマス導師の後に続く。

「頼りにしてる」

　俺もスピネルの頭に手を乗せ、そう言った。

　スピネルはこくんと頷うなずき、俺の手を握る。

『はい、スピネルに任せてください』

　頭の中にいきなり声が響ひびき、俺は驚く。

「な……？」

『スピネルとマスターは魔力回路が繫つながっていますから、その気になれば思念で会話ができるのです。この状じよう況きようではこれが適切な会話方法だと考えたのですが、間ま違ちがっていましたか？』

　首を傾かしげて問いかけてくるスピネル。その口は一切動いておらず、声も俺以外には聞こえていないらしい。

『……いや、間違ってない。いい判断だ』

　俺も心の中で返事をしてみる。

『よかったです。ではマスター、スピネルたちも行きましょう』

　スピネルは俺の手を引っ張り、廊ろう下かに出た。

　トーマス導師は俺たちを先導し、一階の廊ろう下か突つき当たりの部屋から順番に扉を開けて見せる。

　俺たちは一部屋ずつ中を検めるが、大体が魔ま術じゆつ関連の書庫や機材置き場で、不ふ審しんな点は見つからない。スピネルも反応を見せないので、誰かが潜ひそんでいるということもないのだろう。

　俺はいつでも動ける心構えをしつつ、隣を歩くスピネルに思念で問いかける。内ない緒しよ話ばなしができるのなら、今のうちに確認しておきたいことがあったのだ。

『──なあ、スピネル。アークロウっていうのは、どんな存在だったんだ？』

　先ほど、右目に魔力を集中させることで虚術ホロウらしきものは発動した。けれど、その実態は未だによく分からない。

　虚術ホロウの正体を突つき止めるには、その根源となっているアークロウについて理解を深めるべきだろう。これから何が起こるか分からない以上、自分の手札はできるだけ早めに把は握あくしておきたい。

　スピネルは俺をちらりと見上げた後、同じく思念で返事をした。

『アークロウは誕生した瞬しゆん間かんから殺さつ戮りくを始めた、死を司つかさどる魔ま神じんです』

　さらりと返された言葉の壮そう絶ぜつさに、俺は唾つばを吞のみ込む。幼く、愛らしい容姿をしているので忘れそうになるが、スピネルはその神骸イコンと融ゆう合ごうした存在なのだ。

『死を司る、か……じゃあ〝傷〟っていうのは、アークロウの能力と何か関わりがあったりしないか？』

　右目に魔力を集中した時に見える黒い傷を思い出しながら、俺はスピネルに問う。

『傷というのは、死へと通じる扉とびら。アークロウが刻んだ傷は決して癒いえず、その者を死に至らしめたと言われています。けどマスター、どうしていきなりそんなことを聞くのです？』

『ああ、いや、何でもない。ちょっと気になることがあっただけだ。気にしないでくれ』

　俺は曖あい昧まいにごまかし、スピネルの頭を撫なでる。

『……そうなのですか。知りたいことがあれば、また何でも聞いて欲しいのです』

　スピネルは気持ちよさそうに目を細めて言う。

〝傷〟がアークロウの特性に関係することは分かった。ならばやはり、傷を見る力は俺の虚術ホロウなのだろう。

　胸に一際深く開いた裂け目は、いわば〝心の傷〟とでも言うべきか。周辺の壁などにも黒い裂け目が浮うかびあがったことから考えて、恐おそらく物質・精神を問わず、そこに刻まれた古傷を見る能力だと考えられる。

　──そして、その傷を覗き込めば……傷の中を垣間見られるってことなのか？

　まだ三回しか試していないので、確証はない。だが今のところは、そう解かい釈しやくして問題はなさそうだった。

　──傷の中を視みている間の俺は、たぶん完全に無防備だ。今は試せないな。

　長い屋や敷しきの廊下を見回しながら、注意を払う。

　そう、十分以上に警けい戒かいしていたはずだった。全く油断はしていなかった。

　スピネルも感覚を研とぎ澄すませていただろう。だというのに、誰だれ一人ひとり気付かなかった。

「なっ……」

　トーマス導師が驚きの声を上げ、足を止める。

　俺たちの行く手に──長ちよう剣けんを手にした少女がいつの間にか立っていた。

「イスカ……」

　俺は彼女の名を呟つぶやく。

　イスカは学院の制服を着たままだが、眼鏡めがねは外し、ポニーテールにしていた髪かみも解ほどいている。視線に込められているのは、鋭するどい殺気。

「やはり、ここにいましたか。トーマス導師……彼女は昨日、私を襲おそった刺し客かくです。これは動かぬ証しよう拠こですよ」

　ミラはトーマス導師を睨にらみながら告げる。

　傍そばには二階への階段があるので、イスカは普ふ通つうに上階から降りて来たのだろう。スピネルに気付かれないほど完全に気配を絶って──。

　それが不意打ちを狙ねらってのものではないことは、彼女が正面に立ち塞ふさがったことからも分かる。恐らくはあれが戦せん闘とう態勢に入ったイスカの〝普通〟なのだ。

「あの者が刺客？　何を馬ば鹿かなことを……彼女は私が身元引受人になった、ヴェルソーからの留学生で──」

　顔を顰しかめてトーマス導師は言い訳を始める。

「トーマス・グラナード、いい加減に腹を括くくれ。もういくら取り繕つくろっても無む駄だだ。この屋敷は軍に包囲されている」

　だがイスカは彼の台詞せりふを冷たい声で遮さえぎった。

「何だと？」

「あの双ふた子ごと共に早く逃にげるがいい。彼女たちならば、軍とも渡わたり合えるだろう。私は……彼との決着をつける」

　そう言うとイスカは白銀の剣けんを抜ぬき放はなつ。しゃらんと涼すずやかな鞘さやなりの音が響いた。

「トーマス様、行くわよ！」

　階段から軽い足音と高い声が聞こえて来て、最初に俺たちを出で迎むかえたメイドが現れる。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ティファたちが守ってあげるから」

　そしてもう一人──彼女とそっくりな少女が姿を見せ、トーマス導師の腕うでを引く。

「そうそう、シルフィたちにお任せよ」

　初めに会った方の少女は髪を頭の左右で二つに括くくり、もう一人は三つ編みのおさげにしている。それ以外は顔も声も服装も、何もかもが同じな双子。今の彼女たちは使用人の服を着ておらず、大胆に肌を見せる独特な形状のローブを身に纏まとっていた。

「き、貴様ら、いったい何を──」

　戸と惑まどいの声を上げるトーマス導師を双子のメイド──シルフィとティファが強引に引っ張って走り出した。

「待ちなさい！」

　ミラが制止の声を上げ、彼らを追い掛かけようとするが、イスカに剣の切っ先を向けられて動きを止めた。

　イスカは凄すさまじい殺気を放っている。間合いに入れば、恐らく一いつ瞬しゆんで命を奪うばわれるだろう。イスカの技量を嫌いやというほど知っている俺とミラは、何もできない。

　けれどこの場には、イスカを恐れることがない者もいた。

「マスターたちへ危害を与あたえることは、スピネルが許しません」

　蒼あおい瞳ひとみと白い髪を持つ虚人ドーレムが、俺たちの前に進み出た。

　たったそれだけで、イスカからのプレッシャーが減じる。イスカが殺気の大部分をスピネルに向けたためだろう。

「……昨日、私を退けた小さな怪かい物ぶつか」

　スピネルに対して構えを取りながら、イスカは呟いた。

「エルクさん──トーマス導師と共に逃とう亡ぼうした二人の使用人は、報告にあった戦略級魔導士殺害の犯人で間違いないでしょう。早くイスカさんを何とかして、彼らを追わなければ！」

　ミラが焦あせりを含ふくんだ声音で言う。

「分かってる。スピネル、戦闘態勢だ」

「──はい。スピネルは対人戦闘モードに移ります」

　ちらりと俺に問いかけるような視線を向けながらも、スピネルは頷く。両手両足に嵌はめられた円えん環かんが淡あわく輝かがやいた。

　たぶん、スピネルは「イスカは大切な友人だ」という俺の言葉を気にしてくれているのだろう。

　けれど、もう戦う以外に道はない。イスカがはっきりと敵対の意思を示した以上、戦いの先に〝正解〟を求めるしかなかった。

「エルクは、彼女の力でリィンを救う気か？　確かにただならぬ存在ではあるようだが、それだけで立ち向かえるほど、エルファレスという国は甘くないぞ」

　イスカはスピネルに対して構えを取りながら、俺に告げる。

「分かってるさ。エルファレスと戦うための道筋はこれから探す。そしてスピネルがいれば、きっと俺は〝正解〟の道を見つけ出せる」

　イスカは口くちの端はしを歪ゆがめ、小さく笑う。

「……面白い。その小さな怪物がそれほどのものだと言うなら、まずは我が剣に打ち勝ってみせろ」

　切っ先を上げ、剣を上段に構えるイスカ。柄つかに嵌はまった碧みどり色の宝石が光を放ち、刀身も強い輝きを纏まとう。

「その剣は……魔導具か？」

　イスカの剣は昨日、俺やミラの魔術を容易たやすく斬きり裂さいてみせた。ただの剣でないことは分かっているが、今感じるプレッシャーは以前の比ではない。

「ああ、カリバーン家に代々受け継つがれてきた神代魔導具アーテイフアクトだ。虚神ゴーレムが作られるまでは、この聖剣がエルファレスの切り札だった」

　両手で剣の柄を握にぎりしめたイスカは、ぐっと床ゆかを踏ふみしめた。その場で剣を振ふり下ろそうとするかのような構え。

　神代魔導具アーテイフアクトとは、巨神たちが存在した時代に作られた遺物。現在の魔導技術では再現不可能な国宝級の代物だ。

「特性は魔ま力りよくの吸収と解放──昨日存分に喰くらったミラ・ルビーレッドの魔力を返してやろう」

　刀身の輝きがさらに増す。どうやらあの剣は魔術を斬り裂くものではなく、吸収する性質のものだったらしい。

　そして今、イスカは溜ため込んだ魔力を解放しようとしている。あれがイスカの奥の手。最大威い力りよくの攻こう撃げきなのだろう。

　だが……土ど壇たん場ばで頼たよるのが自身の剣けん技ぎではなく、剣の能力というのは……何となくイスカらしくない。

　そもそも俺とミラを殺すことが目的ならば、正面からスピネルに挑いどむ必要はないはずだ。

　リスクを冒おかしてまで学院へ潜せん入にゆうし、未練を断ち切ったと言っていたのに、どうしてこのような決着の付け方を選んだのか。

「──イスカ、最後に聞かせてくれ」

「何だ？」

「本当に、イスカが母上を手に掛けたのか？」

「ああ……」

　昏くらい眼まな差ざしを俺に向け、イスカは頷うなずく。

「何故なぜ、そんなことになった？　いったい何があったんだ？」

「……最後の質問には、もう答えた。だからこれで、終しまいだ」

　口を引き結び、剣を持つ手に力を込めるイスカ。

　そして、溢あふれんばかりの光に包まれた刃やいばを──振ふり下ろした。

「空を分かつ聖剣ラグナレク！」

　恐らくはそれが溜め込んだ魔力を解放するキーワードだったのだろう。剣から放たれた眩まばゆい光の奔ほん流りゆうが押し寄せてくる。

「マスターは、スピネルがお守りします」

　同時にスピネルも地を蹴けり、その小さな体で莫ばく大だいな魔力に正面から突つっ込こんだ。

　スピネルの体に遮さえぎられ、二つに分かれる魔力流。ちょうど俺とミラの立っている場所だけを避さけ、光が屋敷の内部を薙なぎ払はらう。

　凄まじい威力だ。スピネルの纏っていたメイド服は千切れ飛び、その下に着ていた本来の衣装が露あらわになる。しかし、そこまでだった。

　エネルギー源が吸収した魔ま術じゆつのせいか──虚人ドーレムであるスピネルには通じていない。

　極めて高い魔ま術じゆつ抵てい抗こう力を持つスピネルは、押し寄せる光の中を前進し、イスカに迫せまる。

　イスカがあの剣の性能を語った時点で、こうなることは予想できていた。

　卓たく越えつした剣技ではなく、魔力による攻撃を選んだことがイスカの失策……なのだろうか？

　やはり、違い和わ感かんは拭ぬぐえない。

　もしも、他に選択肢がなかったとしたら──。

　そこで俺は一つの可能性を思い付く。

　イスカが昨日、幾いく度どとなく機会がありながら俺を殺さなかったこと。リスクを承知でわざわざ学院に転入してきたこと。そして決着を聖剣の力に委ゆだねたこと。その全てが頭の中で結びついた。

『──スピネル』

　俺は一歩ずつイスカに近づくスピネルに、心の中で話しかける。

『何ですか？』

　思念で問い返してきた彼女に、俺は一つ頼たのみ事をした。それは──俺の思い描えがく〝正解〟に至るためのもの。

『……それは、ちょっと加減が難しいのです』

　俺の要求を聞いたスピネルは、自信なさげな声を上げる。

『分かってる。けど──頼む。上手うまくできたら、俺に出来る限りの礼をする』

『あ、それならスピネルはオムライスがまた食べたいのです』

『……そんなものでいいのか？』

『はい』

『分かった。じゃあ今度、好きなだけ食べさせてやる』

『──やっぱりマスターは、最高のマスターなのです』

　嬉うれしそうな声を上げ、スピネルは一気に魔力流を突き破やぶる。

「っ……!?」

　剣を振り下ろした姿勢で、驚きよう愕がくの表情を浮うかべるイスカ。

　スピネルは彼女に、膨ぼう大だいなエネルギーを内包した拳こぶしを振り下ろす。

「ふっ……」

　その瞬しゆん間かん、イスカは小さく笑った。剣を手放し、目を閉じるイスカ。

　けれど──彼女を一いち撃げきで吹ふき飛ばすはずだったスピネルの拳は、当たる直前でピタリと止まった。

　拳の風圧だけが、彼女の耳元を吹き抜ける。

「な……」

　衝しよう撃げきが来ないことに気付いたイスカが瞼まぶたを開け、驚おどろきの声を漏もらした。

「やっぱり……そういうことか」

　俺は溜ため息いきを吐ついて、イスカに近づく。

「マスター、ちゃんとギリギリで止められました」

「偉えらいぞ、よくやった」

　俺はスピネルを労ねぎらいつつ、呆ぼう然ぜんとしているイスカを見つめた。

「イスカ──お前、死んでもいいと思っていたな？」

「…………」

「今日、断ち切った未練は自分自身に対するものだったんだろう？　わざと負けるつもりだったのか？」

「……まさか。私はエルクたちを殺すために本気で剣けんを振るったさ。ただ、まあ……これが通じなければ、死ぬしかないとは思っていた」

　自じ嘲ちようの混じった笑みを浮かべ、イスカは糸が切れたように膝ひざを突ついた。

「私には、この剣で直接エルクの心臓を貫つらぬく覚かく悟ごがない。昨日、それに気付いてしまったのさ。だから聖剣に頼った。それが破られた以上、私は手て詰づまりだ……早く殺せ」

　頭こうべを垂れ、俺の前に首筋を晒さらすイスカ。

「……殺す理由がない」

「私はライラ様の仇かたきだぞ。それは十分な理由になると思うが」

「だったら、何故母上を殺すことになったのか──その経けい緯いを話せ。ちゃんと俺に恨うらんで欲しいのならな」

　俺は強い口調でイスカを促うながした。

　しばし、沈ちん黙もくが落ちる。

「……………………私がライラ様の処しよ刑けいを執しつ行こうした。ただ、それだけだ」

　俯うつむいたまま、小さな声でイスカは答えた。

「刑けいの執行役に選ばれたってことか……なら、イスカには何の責もない」

「……そんなわけがない。そんなはずがあるか！　私ならライラ様を連れて逃にげることもできた。けれど、国の安定を思い、それをしなかった。私は自分の意思でライラ様を助けなかったのだ！」

　顔を上げ、俺に己の罪を語るイスカ。

「だとしても、それは俺がイスカを恨む理由にはならない。母を死に追いやったのは、その刑を定めた者だ」

「……どうしてだ？　何故、そうも簡単に割り切れる？」

　理解できないといった様子で、イスカは俺の顔を見上げた。

「……別に、簡単じゃないさ」

　俺は苦く笑しようを浮かべ、首を横に振った。

　どうして母を助けてくれなかったんだという気持ちが、ないわけではない。

　だが、俺は見てしまっているのだ。

　この右目──アークロウの虚術ホロウで、イスカの傷を。

　母の墓を前に、泣き崩くずれる幼おさな馴な染じみの姿を。

「それでも──イスカのことは恨まない。そう決めた」

「エルク、お前は……」

　イスカは目を見開き、掠かすれた声で呻うめいた。

「改めて言う。俺の騎き士しになれ、イスカ」

「────」

　息を吞のみ、彼女は呆然と俺を見上げる。

「もしもイスカが死んだら、俺は〝争いのない世界を作る〟って難題に挑ちよう戦せんする意味がなくなる。俺は単に、お前の笑った顔がすごく可愛かったから、それをもっと見たいと思っただけなんだしな」

「な……」

　イスカが顔を赤くし、上うわ擦ずった声を漏らした。

「この先、俺は幽ゆう閉へいされたリィンを救い出すつもりだ。けどイスカがいないと、俺にとって、それが最終目標になる。そのためなら手段を選ばず、世界を滅め茶ちや苦く茶ちやにして、そのままにしてしまうかもしれない」

　紅潮していたイスカの顔から、一気に血の気が引く。

「冗じよう談だんには……聞こえないな」

「ああ、残念ながら本気だよ。俺はそういう人間だって自覚がある。でも、どうせなら世界を滅ほろぼすだけの魔ま王おうより、争いのない世界を作った名君になった方が気分はいい。だからイスカには、生きて俺の傍そばにいて欲しいんだ」

　そう言って俺は、イスカに手を差し出した。

「っ……」

　イスカは再び顔を伏ふせ、拳をぎゅっと固める。

　俺は手を差し出したまま、イスカの選せん択たくを待つ。

　辺りに静けさが満ちる。

　自分の心音が、耳の奥で響ひびいている。俺は速まる鼓こ動どうを感じながら、運命がどちらへ転ぶのかを待ち続けた。

　誰だれかの──ひょっとしたら自分の──唾つばを吞む音が聞こえた。

　それが合図だったかのように、イスカは落ちていた剣を拾い上げる。

　そしてゆっくりと……その刃を鞘さやに納めた。

「エルク・リード・エルファレス。私は──貴方あなたの〝剣〟となろう。いつか〝人〟になる、その時まで」

　姿勢を正し、イスカは臣下の礼を取る。

　──ありがとう、イスカ。

　俺は胸の内で感謝の言葉を呟つぶやくが、今口に出すべき台詞せりふは他にある。

「では、騎士の誓ちかいを」

　俺は子供の頃ころは交わさなかった、正式な契ちぎりをイスカに求めた。

「はい──我が主」

　イスカの唇くちびるが、手の甲こうに触ふれる。これはエルファレス流の、主従の契けい約やくを結ぶ正式な儀ぎ式しき。

　今この瞬間、イスカは俺の騎士となった。

　契りを終えた騎士は立ち上がり、様子を見守っていたミラとスピネルに頭を下げる。

「……すまなかった」

「色々と言いたいことはありますが……後回しにします。今はとにかく、トーマス導師たちを追いましょう」

　ミラはまだ納得していない様子だったが、トーマス導師たちが逃げ去った廊ろう下かの奥を示して言う。

　──ドォォォォン！
















　その時、屋や敷しきの外から大きな爆ばく発はつ音と振しん動どうが響いてきた。この屋敷を包囲していた軍と、双ふた子ごの少女たちが戦っているのだろう。

「まだ間に合いそうですね。急ぎますよ！」

　ミラが駆かけ出し、俺たちも後に続く。

「あっ、待ってくれ！　まだ言わなければならないことが──」

　イスカが慌あわてた様子で声を上げる。

「後にしてください！」

　けれどミラはイスカの言葉を遮さえぎって速度を上げた。

　そうして俺たちは、玄げん関かんから外へと走り出る。

　その途と端たん──焦こげ臭くさい匂においが、鼻を衝ついた。

　屋敷の前庭はひどい有様だ。塀へいが砕くだけ、地面には大穴が空いている。

　あちこちに軍の魔導士たちが倒たおれており、双子の姿は見えなかった。

　けれど──倒れ伏す者たちの中に一人、軍服を着ていない男がいることに気付く。

「トーマス導師……」

　気絶しているのか、それとも死んでいるのかは分からないが、ぴくりとも動かない彼の名を俺は呟いた。

　そしてトーマス導師の傍には二人の魔導士と、アッシュ導師の姿がある。無事なのは彼ら三人だけのようだ。

「アッシュ導師、来られていたんですか」

　ミラが彼の姿を見て、驚きの声を上げた。

「ああ、君たちのことが気になってね。残念ながら双子の刺し客かくは取り逃がしたが、トーマス導師は確保できた」

　地面に倒れているトーマス導師を示して、アッシュ導師は答える。

「では、私たちはすぐ双子の追つい撃げきに──」

「いや、その必要はない。拠きよ点てんを失った彼女たちは国外への脱だつ出しゆつを図るだろう。深追いをして、万が一君たちが捕とらわれるようなことがあってはならん。君たちの任務はこれで終わりだ。ご苦労だった」

　アッシュ導師は逸はやるミラを諫いさめ、俺たちを労った。

「……分かりました」

　渋しぶ々しぶとミラは頷うなずく。彼女は双子を捕つかまえられなかったことに悔くやしそうな表情を浮うかべていたが、俺は任務終しゆう了りようの言葉を聞いてほっとした。

　戦略級魔導士を殺害するような相手と戦わずに済むのなら、それに越こしたことはない。

　あと、残る問題はイスカだ。イスカのことをどう説明しようか考えていると、アッシュ導師が俺たちの後ろにいる彼女へ視線を向ける。

「──という感じで、今回はこの辺りを幕引きにするつもりだったんだがね。イスカ・カリバーンが君たちと共にいる理由を聞かなければ、そうもいかないようだ」

　苦笑を浮かべ、イスカを見つめるアッシュ導師。

「あ、違ちがうんです！　彼女はもう敵ではなくて──」

　俺は慌てて事情を伝えようとするが、途と中ちゆうで違い和わ感かんに気付く。

　アッシュ導師は、イスカの顔を知っていたか？

　けれど俺の中に湧わき上がった疑問が何かしらの推測を導き出す前に、イスカ自身がアッシュ導師に答えを返した。

「申し訳ありません。私は──エルク・リードの騎士となります」

「え……？」

　何故なぜイスカがアッシュ導師に謝るのかと、俺は戸と惑まどう。

「──それはずいぶんと話が違うな。勝とうが負けようが死ぬ覚悟だというから、君の無茶を聞いてやったというのに……」

「不義は、承知の上です」

　イスカはアッシュ導師の視線を受け止め、絞しぼり出すように言葉を返した。

「アッシュ導師……？」

　近くにいた軍の魔導士たちも、そのやり取りに訝いぶかしげな表情を浮かべる。

「そうか──ならば、仕方あるまい」

　アッシュ導師は深々と嘆たん息そくし──流れるような動作で軍の魔導士が腰こしに帯びていた剣を引き抜ぬく。銀光が風を裂さいた。

「がっ!?」

　血ち飛沫しぶきを撒まき散らし、アッシュ導師の傍にいた魔導士たちが倒れ伏す。

「な──」

　その光景を、俺は啞あ然ぜんと見つめた。

　何故アッシュ導師が味方を──。

　いや、答えはもう分かっている。味方ではないからだ。

　だが刺客を手引きしていたのはトーマス導師だったはず……。

「エルク、私に指示を出していたのは彼だ。トーマス・グラナードは彼の命令で事情も知らぬまま双子を雇やとい、私の後見人となったに過ぎない」

　イスカが真実を語りながら、俺を庇かばうように前へ進み出た。

「な……トーマス導師は、利用されていただけなんですか!?」

　ミラが驚きよう愕がくの声を上げ、イスカに問いかける。

　けれどその問いに答えたのは、アッシュ導師自身だった。

「その通りだよ、ミラ君。長老議員エルダーへの推すい薦せんをチラつかせたら、彼は何の詮せん索さくもせず頼たのみを聞いてくれた。あとは彼の口を封ふうじるだけで、全て丸く収まったのだが……」

　残念そうにアッシュ導師は言い、イスカに視線を向ける。

　そうだ──もしイスカが先ほどの戦いで命を落としていたら、今回の件は全てトーマス導師の企くわだてとなり、俺やミラは全く疑問を抱いだかなかっただろう。しかし真実を知るイスカが裏切ったとなれば、そうもいかない。

　でも、どうしてアッシュ導師が……。

　彼が裏切り者であることは、もはや受け入れるしかない状じよう況きようだ。だがそれでも、納得はできない。

　彼はフレアリアに来てからの四年間、俺の後ろ盾だてとなり、陰かげから支えてくれた恩師。けれど俺が最も頼たよりにしていた男は今、血の滴したたる剣けんを手に薄うすく笑っていた。

「──スピネル、アッシュ導師を捕ほ縛ばくしてくれ」

　胸中に様々な思いが去来する中、俺はスピネルに命じる。

　この状況で詰きつ問もんしても、彼が真実を語ることはないだろう。事情を知るためは──心に整理を付けるためには。彼を捕えるしかない。

「了りよう解かいです。対象、捕縛します」

　スピネルは頷き、無造作に彼へ近づいて行った。

　アッシュ導師は全く動こうとしない。

　イスカが裏切ったことで、覚かく悟ごを決めたのかとも考えるが……それでは軍の魔導士を斬きったことに説明が付かない。

「スピネル、油断はするな」

「はい」

　俺の言葉に頷きつつ、スピネルは彼を捕えようと手を伸のばす。

　けれど彼に触れる寸前で、ぴたりと動きを止めた。

「──魔ま術じゆつ反応確認。マスターたちの安全を優先するのです」

　スピネルは小さく呟くと体を翻ひるがえし、俺たちの方に駆け戻もどって来る。

「スピネル？」

　訝いぶかしむ俺とミラを、その小さな体に似合わぬ怪かい力りきで突つき飛ばすスピネル。イスカは何かに気付いた様子で、自ら横へ跳ちよう躍やくした。

　その直後──轟ごう音おんが鳴なり響いて、先ほどまで俺たちが立っていた辺りに火柱が立ち昇のぼる。

　さらにそこから爆発は連続し、辺りは舞まい上がった粉ふん塵じんに覆おおわれ、アッシュ導師の姿も見えなくなった。

「いったい何なんですか!?」

　ミラが口元に手を当てながら叫さけぶ。

「恐おそらく……彼女たちだな。近くに身を潜ひそめていたのだろう」

　剣を構えて呟つぶやくイスカ。

　濛もう々もうと立ち込める煙けむりが薄くなると、粉塵の向こうに三つの人ひと影かげが現れる。一人はアッシュ導師だと思うが、あと二人は爆発を起こした何者かだろう。

「あーあ、まさかイスカちゃんが裏切っちゃうとはねー」

「私は別に驚おどろかないわ。あの子、最初から乗り気じゃなかったみたいだし」

　甲かん高だかい少女の声が響ひびく。

　微かすかな光が煙けむり越ごしに見えた。あれは魔ま力りよくと精霊力マナの干かん渉しよう光──敵は魔ま法ほう陣じんを構築している。

　俺は慌てて防ぼう御ぎよ用の術式を描えがこうとするが、その時にはもうミラが二重陣ダブルサークルの魔術を完成させていた。

「攻こう撃げきしてくるのなら、手加減はしません！　緋閃エカルラート！」

　ミラは魔法陣から複数の緋ひ色いろの閃せん光こうを放つ。光の帯は煙を貫つらぬき、二人に襲おそい掛かかった。

　だがそれを阻はばむように青い炎ほのおの壁かべが出現し、ミラの魔術を受け止める。青い炎はすぐに消え、その向こうに立つ敵の姿が露あらわになった。

　髪かみ型がただけが異なる、双ふた子ごの少女──シルフィとティファだ。イスカの言う通り、近くで様子を見ていたに違いない。

「ああ、怖こわい怖い。フレアリアの魔導士は野や蛮ばんねー。ねえティファ、お返ししてあげようよ」

　ツインテールのシルフィが、三つ編みのティファに話しかける。

「いいアイディアね、シルフィ」

　二人は嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべると、それぞれが描いていた魔法陣に手を翳かざした。

　──魔術が来る。

「大だい丈じよう夫ぶです、マスター。スピネルが防ぎます」

　スピネルが彼女たちの方へ飛び出し、両手を広げる。

「「霜弾ジエルバール！」」

　双子の魔導士は声を合わせて、同じ魔術を同時に放った。魔法陣から生み出されるのは、白い氷の弾だん丸がん。

　スピネルは、それを自分自身の体で受け止める。ボンッと冷気が弾はじけ、辺りに冷たい靄もやが広がった。

「スピネル、大丈夫か!?」

　魔術が効かないことは分かっていても、俺は心配になって声を上げる。

「全然平気なのです」

　元気な声が返ってきた。靄が消えると、傷一つないスピネルの姿が現れる。

　だが双子の少女とアッシュ導師はいなくなっていた。

「目くらましですか……」

　悔しげにミラは呟く。

「付近にまだ軍の魔導士がいたとしても、恐らく彼女たちは止められまい。だが……こうなった以上、行先は分かっている」

　やけに深刻な表情でイスカが口を開いた。俺たち全員の視線が彼女に集まる。

「アッシュ導師たちはどこへ向かうつもりなんだ？」

　俺が問いかけると、イスカは驚くべき言葉を口にした。

「恐らく沿岸部の倉庫街だろう。急いだ方がいい──そこには虚神がある」
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「伝霊アルム！」

　イスカからアッシュ導師たちの目的地を聞いたミラは、すぐに文字を運ぶ伝達用の魔術を使い、マリア導師の元へ蒼白い光の玉を飛ばした。この魔術は送れる文字数に限りがあるため、必要最低限の事しか書き込めないが、伝でん書しよ鳩ばとよりも速く情報を伝えてくれる。

　スピネルは遠ざかる光を見送り「綺き麗れいですね、マスター」と呟いた。

「これで軍が先立って動いてくれるはずです。この場のことは──トーマス導師、お願いできますか？」

　ミラは先ほど意識を取り戻したトーマス導師に、声を掛ける。

「ああ……分かった。助けが来るまで、息のある者たちの応急手当をしておこう……」

　覇は気きのない声でトーマス導師は頷うなずいた。知らぬ間にアッシュ導師の片棒を担かつぎ、長老議員エルダーへの推薦も泡あわと消えたのだ──意い気き消しよう沈ちんするのも分かる。

　虚術ホロウによるビジョンで、俺は彼がどれほど長老議員エルダーという立場に焦こがれていたのかを知っていた。アッシュ導師もまた、彼のそんな望みを見み抜ぬいて利用したのだろう。

「よろしくお願いします。それと、疑って申し訳ありませんでした」

　ミラが頭を下げ、謝罪する。俺も彼女に続いて「すみませんでした」と謝った。

「謝る必要はない。エルファレスからの刺し客かくを匿かくまっていたのは、事実なのだからな……」

　苦々しい口調でトーマス導師は答える。

　これ以上は何を言っても彼を追い詰つめるだけだと判断したようで、ミラは俺たちの方に向き直る。

「それでは、私たちは倉庫街へ向かいましょう……と言いたいところですが、その前に一つ。彼女のことは、本当に信用してもいいんですか？」

　ミラはイスカを視線で示し、俺に問いかける。

「ああ、大丈夫だ。イスカは俺に騎き士しの誓ちかいを捧ささげてくれた」

「そうは言いますが……彼女は友人であるあなたと敵対し、さらにもう一度こちらに寝ね返がえったんですよ？　二度も裏切りを働いた人を簡単に信用できません」

　ミラはあえてイスカにも聞こえる声で言う。

「ぐ……」

　全く反論できないイスカは、歯を嚙かみ締しめて呻うめく。

「あと、私は彼女に殺されかけたことを忘れていませんから。正直に言わせてもらうと、彼女を拘こう束そくした上でアッシュ導師たちの追つい撃げきへ入りたいところです」

　ミラはイスカを見ながらそう言った。

「……私も、己の不義は自覚している。剣を向けたことに対しては、ただ謝るしかない。すまなかった」

　イスカは真しん剣けんな表情で頭を下げた。

「謝られても困ります。そんなことで私は仲間を傷つけたあなたを許せませんし、信用することもできません」

「今すぐ信用してくれとは言わない。彼への忠節は、行動で示す。この剣で戦果を上げ、それを償つぐないとしてみせよう」

　ミラの鋭するどい眼まな差ざしにも退かず、はっきりと宣言するイスカ。

　俺は口を挟はさむべきかと迷うが、ミラが口元に笑みを浮うかべたのを見て、横よこ槍やりを入れるのは止めた。

「──行動で示す、ですか。分かりました。これ以上ここで言い合いをするのは時間の無む駄だですし、あなたにはまずその言葉を実行に移してもらいましょう。その上でまた改めて判断します。私についてきてください」

　ミラはそう言うと、トーマス導師の屋や敷しきを出て走り出す。

「感謝する」

　イスカは短く礼を言い、ミラの後に続いた。

「行くぞ、スピネル」

「了解です、マスター」

　俺とスピネルも共に駆かけ出す。

「倉庫街へはこちらの方が近いです」

　先導するミラは、普ふ通つうなら足を踏ふみ入れるのも躊ちゆう躇ちよする細い路地を縫ぬうように走る。

「よくこんな道を知ってるな」

　俺が感心した声を上げると、ミラはちらりとこちらを振ふり向いて笑う。

「子供の頃ころはよく屋敷を抜ぬけ出して、街中を駆け回っていましたからね。裏道、抜け道は完全に把は握あくしています。上手うまく行けば、アッシュ導師たちより早く倉庫街へ着けるかもしれません」

「……大貴族のお嬢じよう様さまだっていうのに、ずいぶんとやんちゃだったんだな」

　赤い髪かみを靡なびかせて近所の子供を率いるミラを想像し、俺は苦く笑しようする。たぶんそれは今と似たような光景だったのだろう。

　太陽はもうほとんど沈しずみかけており、辺りは薄うす暗ぐらい。狭せまい路地は濃こい影かげに包まれて足元が見え辛づらく、俺は躓つまずいてしまわぬよう気を付けた。

　魔ま神じんが人を喰くらうと囁ささやかれる夜の時間が迫せまっている。そのせいか、人の姿はほとんどない。

　目指す倉庫街は街の北部。

　フレアリアは東、西、南の三方を山に囲まれ、北にはフレアリアの国土より広い湖が広がっている。南の山は東西に比べれば低いが、そこには〝奈な落らく〟と呼ばれる底の見えない大亀き裂れつが走っており、人は通れない。よって北の湖がフレアリアにとって唯ゆい一いつの交易路だ。

　街の北にある港には、毎日たくさんの荷物を積んだ船がやってくる。倉庫街は運び込まれる積み荷を一時的に保管しておくため、湖を埋うめ立てて造られたらしい。

　わざわざ行くような場所ではないので、俺が立ち並ぶ巨きよ大だいな倉庫群を見たのは、初めてこのフレアリアに来た時だけ。

　そう、俺もまた船に乗ってこのフレアリアに来訪したのだ。エルファレスは湖を越こえたさらに先、北の地にある。

「なあ──イスカ。俺はまだ信じられない気分なんだが……本当にもう虚神はフレアリアに持ち込まれているのか？」

　俺は走りながらイスカに問いかけた。

　アッシュ導師と双子の少女が姿を消した直後、イスカはこう言った。倉庫街に虚神ゴーレムがあるのだと。

　驚くべきことに、彼らは既すでに国内へ虚神ゴーレムを運び込んでいたらしい。

　ミラはその情報を伝令の魔ま術じゆつで伝えたので、既に軍が向かっているだろうが……もし虚神ゴーレムが動き出せば、止めることはできないだろう。

　だから、俺たちも急がなければならない。虚神ゴーレムに対たい抗こうできる可能性があるのは、スピネルだけなのだから。

　ただ問題は、スピネルが性能実験前だということ。戦せん闘とうになった場合、スピネルが勝てる保証はどこにもない。

「……ああ。商いの国・ヴェルソー出身のトーマス・グラナードは、様々な伝つ手てと独自の交易路を持っていた。積み荷をチェックする貿易官にも、彼は顔が利く。アッシュ導師は彼の伝手を利用して、密かに二体の虚神ゴーレムを運び込んだんだ。彼にも積み荷の中身を報しらせぬままにな」

　息一つ乱さず駆けるイスカは、俺の言葉を肯こう定ていした。

　そう──さらに厄やつ介かいな問題は、虚神ゴーレムが二体もいるということだ。

「じゃあ、あの双子はもしかして……」

「察しの通り、虚神ゴーレムの命主マスターだ。ただ、彼女たちが契けい約やくしている虚神ゴーレムの名や、扱あつかう虚術ホロウの特性までは分からない。私は……信用されていなかったからな」

　俺がスピネルと魔ま力りよく回路を通じて繫つながったように、彼女たちもそれぞれの虚神ゴーレムと契約しているのだろう。スピネルは俺から離はなれるほど魔力を受け取り辛くなると言っていたので、仕組みが同じなら双ふた子ごの少女たちも虚神ゴーレムに近づく必要があるはずだ。

　もし倉庫街へ着くまでに取り押さえられれば、虚神ゴーレムの起動は止められるだろう。

「イスカたちの計画は、いったいどういうものだったんだ？」

「──戦略級魔導士を全員暗殺後、虚神ゴーレムで一気に王都を制圧するという単純なものさ。けれど、いきなりあの双子が顔を見られてしまったからな……今回はトーマス導師に全ての罪を着せて、次の機会を窺うかがう予定になっていた」

　あっさりとイスカは答えるが、その内容に俺は寒気を覚えた。

　エルファレスは──いや、アッシュ導師はこれからもまた別の者を利用して、戦略級魔導士の数を減らしていくつもりだったのだろう。今回だけで三人もの戦略級魔導士が命を落としたのだ。彼らにとっては十分な戦果と言える。

「だったら、この状じよう況きようでアッシュ導師たちはいったい何を……」

「それは分からない。だが隠かくしてある虚神ゴーレムをそのままにしておくことは、絶対にないはずだ」

　イスカはきっぱりと断言する。

「確かに……虚神ゴーレムがフレアリアの手に渡わたることだけは、阻そ止ししようとするだろうな」

　俺は彼女の言葉に同意する。

　するとそこまで黙だまって話を聞いていたミラが、疑問を口にした。

「あの、アッシュ導師は彼女──虚人ドーレムのことを、あなたに教えていなかったんですか？」

　俺の後ろを走るスピネルをちらりと見て、ミラはイスカに訊たずねる。

「この小さな怪かい物ぶつは虚人ドーレムというのか……その名めい称しようも初めて聞いたよ」

「それはおかしいですね。アッシュ導師なら虚人ドーレムのことも、私がその輸送任務に就いていたことも知っていたはずです。なのにどうして……」

　眉まゆを寄せて考え込むミラ。

　言われてみれば、それは不自然なことだった。アッシュ導師はスピネルの存在を知りながらも、ミラの暗殺だけをイスカに命じたことになるのだから。

「アッシュ導師が何を考えているかは、直接確かめるしかない。今は先を急ごう」

　俺は嫌いやな予感を覚え、焦あせりの滲にじんだ声で言う。

　現状から考えれば、アッシュ導師たちは虚神ゴーレムを回収して国外へ離り脱だつする可能性が最も高い。戦略級魔導士が残った状況で全面戦争を始めるリスクは、十分に分かっているだろう。

　だがアッシュ導師の不可解な行動が、何か引っかかる。

　そんなモヤモヤした思いを抱かかえながら俺は細い路地を抜け、方向も分からぬまま、ミラの背を追って走った。

　そして十数回目の角を曲がった瞬しゆん間かん、視界が開ける。

　緩ゆるやかな下り坂の向こうに、多くの船が停てい泊はくする港が見えた。日は完全に沈み、代わりに眩まばゆい満月が凪ないだ湖面を照らしている。

　港の近くには、黒く四角い影がいくつも立ち並んでいた。あれが俺たちの目指す倉庫街だ。

　この付近は大きな荷物を運うん搬ぱんするために道みち幅はばが広く、見通しがいい。

「──ここからなら、彼らを捕ほ捉そくできるかもしれません。少し、静かにしていてください」

　ミラはそう言って足を止め、宙に魔ま法ほう陣じんを描えがき始める。

　トーマス導師の屋敷で使った探知の魔術を構築しているのだと、記述を見て気付く。ミラはあっという間に魔術を完成させ、声によって術式を起動させた。

「波探ヴアーグ！」

　魔法陣から生まれた光の波は紋もんが空間を渡る。障害物があると効果が減げん衰すいすると言っていたが、逆に屋外であればかなりの広こう範はん囲いを索さく敵てき可能らしい。

「──倉庫街へ続く道は、既に軍が封ふう鎖さしていますね。彼らは……いました！　坂の下──この道と交差する、港への道を走っています」

　イスカはそう言って下り坂となった道の先を指差した。

「港に？　倉庫街が目的地じゃないのか？」

「軍を避さけ、可能な限り倉庫街に近づくつもりなのでしょう。命主マスターが魔力を十分に送れる距きよ離りまで近づければ、虚神ゴーレムは恐おそらく起動します。エルクさんたちは、このまま坂を下ってください」

　下り坂の先を指差すミラ。

「ミラはどうするんだ？」

「私はここから魔術で彼らを狙そ撃げきします。仮に失敗しても、それで位置はエルクさんたちにも分かるはずです」

　そう言うとミラは素早く魔法陣を描き始めた。

　俺とスピネル、イスカは、指示通りに坂を駆け下る。

「──追熱シヤルール！」

　背後からミラの鋭い声が響ひびいた。俺たちの頭上を赤い熱の帯が追い越していく。

　光の波紋で認識した彼らを既にロックしているのだろう。ミラの魔術は直線ではなく、緩やかなカーブを描いて、坂の下に飛んで行った。

　赤い光を道しるべに、俺たちは暗い坂道を走る。

　すると行く手に、青い火の玉がぼうっと浮かび上がった。青い火球はミラの魔術を受け止め、搔かき消してしまう。

　トーマス導師の屋や敷しきでもミラの魔術を防いだ青い炎ほのおだ。双子の少女が虚神ゴーレムの命主マスターであるなら、あれは彼女のどちらかが使う虚術ホロウなのかもしれない。

「あそこか……っ！」

　だが、敵の居場所は分かった。背後からはミラの第二射、第三射が放たれ、俺たちの頭上を越えていく。

　しかしそれらは全て青い炎によって防がれてしまった。空中にいくつも浮うかぶ青い炎がその下にいる少女を照らす。距離を詰つめた俺たちには、彼女の姿をはっきり捉とらえることができた。

　双子の片割れだけだ。髪を三つ編みにしているので、ティファと呼ばれていた方だろう。アッシュ導師と、ツインテールのシルフィは近くにいない。

「──私たちの足止めとして残ったようだな。エルク、彼女は私が仕留めよう」

　イスカは走りながら剣けんの柄つかに手を掛かけ、静かに宣言した。

「いや待て。スピネルも一いつ緒しよに──」

「その小さな怪物は温存しておけ。心配するな、あの青い炎は魔術を打ち消すようだが、私には関係ない。ここで戦果を上げ、自らの証を立ててみせよう」

　そう言うとイスカは走る速度を一気に上げる。

　あっという間に俺を置き去りにして、敵──ティファとの距離を詰めるイスカ。

　ティファはミラからの魔術を青い炎で防ぼう御ぎよしながら、虚こ空くうに魔法陣を描く。

　無数の光弾が魔法陣から放たれ、迫せまるイスカを迎むかえ撃うつ。

　だがイスカは走る速度を落とすことなく、自ら光弾の雨に突とつ入にゆうした。

　恐るべき身のこなしで光弾を搔い潜くぐり、避けきれないものは神速の剣で斬きり払はらい、彼女は前に進む。

　ティファの表情に恐きよう怖ふの色が宿った。イスカが彼女たちの虚術ホロウを把は握あくしていなかったように、彼女もイスカの剣が魔術を斬り裂さき、魔力を吸収することを知らなかったのかもしれない。

　迎げい撃げきを諦あきらめ、背を向けて逃にげ出そうとするティファ。けれどその判断は、あまりに遅おそすぎた。

　イスカの剣が、ティファの体を後ろから刺さし貫つらぬく。

「がっ……」

　苦鳴が微かすかに俺の耳に届いた。

　口から血を吐はいたティファは、そのまま地面に崩くずれ落ちる。イスカは無言で剣を引き抜ぬくと、剣を振ふるって血を払い、鞘さやに戻もどした。

　しゃらんと、涼すずやかな音が鳴る。

　俺とスピネルがようやくイスカに追いついた時、そこには大きな血だまりが出来ていた。

　双子の少女──その片割れであるティファは、正確に心臓を貫かれて死体となっている。

「一いち撃げきか……」

　あまりにも容易く命主マスターの一人を殺したイスカに、俺は戦せん慄りつを覚える。

　イスカ自身も言っていたが、俺へ剣を向けた時には迷いがあったのだろう。そうでなければ、俺など一いつ瞬しゆんで殺されていたに違ちがいない。

　躊躇ためらいのないイスカの剣は、怖こわいほど冴さえ渡っていた。これが自らを〝剣〟と呼ぶ彼女の力。殺人に対する忌き避ひも、手に掛けた相手への憐あわれみも、彼女の表情からは読み取れない。

　その姿を頼たのもしく思いながらも、同時に痛ましく感じる。今の彼女は〝人〟からあまりに遠く見えたから。

　だからこそ──俺が彼女の夢を叶かなえなければ。

「すまない、エルク。捕ほ虜りよにすべきだったか？　まずは確実に戦力を削そいでおこうと思ったのだが……」

　イスカは俺の複雑な表情を見て、少し不安そうな顔をした。

「……いや、これでいい。命主マスターが死ねば、虚神ゴーレムも動かない。二体いる虚神ゴーレムの片方を無力化したんだから、初仕事としても十分だ」

「そうか、よかった。では急いで残る二人も──」

　安あん堵どした様子のイスカだったが、言葉を途と中ちゆうで切り、白はく刃じんを抜き放はなつ。

　空を裂く音が響き、暗くら闇やみの中から飛来した何かをイスカの剣が両断した。

　強い風が吹ふき抜ける。

　──風の魔ま術じゆつか？

　俺は視認できなかった攻こう撃げきの正体をそう推測した。

「イスカ・カリバーン……敵に回すとこれほど手て強ごわいとはな。仕方ない、ここは私がもう少し時間を稼かせごう」

　暗闇の向こうから現れるのは、剣を携たずさえたアッシュ導師。

　学院の最高導師であるだけあって、彼は凄すさまじい速度で魔法陣を描き上げていく。だがそんなものは、イスカにとって何の脅きよう威いでもない。

「彼はどうする？」

　剣をアッシュ導師に向けつつ、イスカは俺に訊たずねる。

「できれば殺さずに捕つかまえて欲しい」

「──了りよう解かいした」

　イスカは小さく首しゆ肯こうし、つま先で地を蹴ける。

　アッシュ導師は、先ほどの戦いを見ていたのか、魔術でイスカを攻撃しようとはしなかった。

「霧幕ブリユイヤール！」

　彼が魔術を音声起動させると、魔法陣から湧わき出た濃のう霧むが周囲を包み込んだ。

「はあっ！」

　イスカは足を止め、その場で剣を一いつ閃せんさせる。それだけで俺たちの方に押し寄せてきた霧は消しよう滅めつした。

　けれど辺り一帯に広がった濃霧の全てを切り払うには至らず、アッシュ導師の姿は白い霞かすみの向こうに見えなくなる。

「マスターは、スピネルの後ろに下がってください」

　スピネルが攻撃を警けい戒かいして俺の前に出た。

　その直後、霧が揺ゆらいで同時に別々の方向から風の魔術が飛来する。音声ではなく、時限式で起動させた魔術だろう。恐らく魔術が飛んできた場所に、もうアッシュ導師はいない。

　イスカは魔術を危なげなく斬り捌さばくが、無闇に霧の中へ突つっ込こもうとはしなかった。

　アッシュ導師は、完全に時じ間かん稼かせぎをする腹積もりのようだ。この霧はミラの遠えん距きよ離り狙そ撃げきを阻はばむ用よう途とも兼かねているのだろう。先ほどまで頭上を越こえて放たれていたミラの魔術は、ぴたりと途と絶だえてしまっている。

　追い詰められているというのに、彼は冷静さを全く失ってはいない。イスカが負けることはないと思うが、このままでは無む駄だに時間を消費する。

　──ダメ元で、揺さぶってみるか。

　俺は大きく息を吸い込み、霧の向こうに叫さけんだ。

「アッシュ導師！　どうしてこんなことをしたんですか？　長老議員エルダーにまで上のぼり詰めたっていうのに、何故なぜその地位を捨てるような真似まねを……」

　イスカがちらりとこちらを見るが、俺は「大だい丈じよう夫ぶだ」と頷うなずいて見せた。俺の傍そばには頼たよりになるパートナーがいる。スピネルなら、こちらに魔術が飛んできても対応してくれるだろう。

『──所しよ詮せんは、そこまでだからだ。どれだけこの国で成り上がろうと、長老議員エルダー以上の力は得られない。だが、それでは足りないのだよ』

　期待はしていなかったのだが、予想に反して返事はあった。だが奇き妙みように反はん響きようしたような声音で、どこから聞こえてくるのか分からない。何かしらの魔術を介かいしているのだろう。

　だがリアクションをしてくれれば、こちらも手が打てる。

「足りない……？」

　俺はアッシュ導師に聞き返しながら、魔ま法ほう陣じんを描えがき始めた。

『エルク、君ならば分かるはずだ。いつも己の力のなさに苦しんでいた君ならばな』

　その言葉に心臓が跳はねる。

　見み透すかされていたのだ──俺は、ずっと彼に。

『望みに足りぬ力なら、どれだけあったところで意味はない。ゆえに、フレアリアの外へ今以上の力を求めただけさ。まあ……できれば虚人ドーレムも手に入れた上で、この国を出て行きたかったのだがな』

「な──まさかイスカにミラの暗殺を指示したのは、そのため……？」

『ああ、彼女にミラ君を排はい除じよして貰もらった後、私がスピネルを回収する予定だった。まんまと君に掠かすめ取られてしまったがね』

　アッシュ導師の声に苦く笑しようが混じる。その声音は、これまで何度も執しつ務む室で話した時と何も変わらない。敵と話していることを、つい忘れてしまいそうになる。

「そんなに力を求めて、あなたはいったい何を望んでいるんですか？」

　そう問いかけつつ、俺は描いていた魔法陣を完成させた。

　そして彼の返事に合わせて発動させる。

「──恐おそらく、君の望みと似たようなことさ」

　その声は、反響せずに一方向から聞こえて来た。

　俺が発動させたのは音波の歪ゆがみを修正する魔術。それによって声が聞こえてくる方向を特定する。

　アッシュ導師の返答に動どう揺ようしながらも、俺は右手奥を指差した。

「イスカ、そこだ！」

「応！」

　俺に応え、イスカは霧の中へと突っ込みながら剣を振るう。周辺の霧が払われて、アッシュ導師の姿が露あらわになった。

「ふむ、なかなかいい手だ」

　彼は口くちの端はしを小さく歪め、満足そうに呟つぶやく。

　ほんの数歩で彼に肉にく薄はくしたイスカは、神速の剣を振るった。

　だが剣が触ふれた瞬しゆん間かん、彼の姿は搔かき消えてしまう。そして俺は彼の立っていた場所に、消えゆく魔法陣を見る。

「あれは──映像投とう影えい型の通信魔術!?」

　異なる場所から映像と音を投影する魔術があるのは聞いたことがあった。アッシュ導師は居所がばれぬよう、二重の備そなえをしていたのだ。

「──その通り」

　驚おどろく俺の声に、すぐ傍から返答が届く。

　白い霧の中から、剣けんを持ったアッシュ導師が姿を現した。

「マスター!?」

　スピネルが立っているのとは反対側。彼女の援えん護ごはほんの一呼吸だけ間に合わない。

　この一撃は、俺だけの力で凌しのがなくてはならないことを悟さとる。

　軍の魔導士を斬った時の手際から見て、彼の腕うでは相当なものだ。イスカほどではないにしても、俺が太刀たち打ちできるレベルではない。

　振り下ろされる鋭するどい刃やいば。躊躇いなく俺の命を絶ちにくる剣閃。

　避さけることは不可能だと判断した俺は、体勢を低くして自らアッシュ導師の方に突っ込んだ。

　彼にとって想定外の行動を取ることだけが、生き延びる道と判断しての行動だった。

　間合いを狂くるわされたアッシュ導師の刃が、俺の背中を浅く斬きり裂さく。俺はそのままアッシュ導師に摑つかみかかろうとするが、彼はそれを嫌きらって後ろに跳とんだ。

　けれど──もはや勝負は決していた。最初の一撃を皮一枚で凌いだ時点で、俺の勝利は確定している。

「スピネル、殺さない程度に加減してくれ！」

「了解なのです！」

　スピネルが俺を飛び越え、アッシュ導師に拳こぶしを打ち込んだ。

「がっ!?」

　彼は口から血を吐はいて宙を舞まい、どさりと背中から地面に落下した。

　俺はすかさず彼に駆かけ寄り、腕をねじりながら体重を掛かける。ごきっと、鈍にぶい音が響ひびいた。腕が折れたのではなく、肩かたの関節が外れたのだ。

　魔術を使わせないため、俺はもう片方の腕も同様に脱だつ臼きゆうさせる。魔導士の無力化には、とにかく手を封ふうじる必要があるのだ。こうした体術は学院で仕込まれたもの。

「ふ、ふふ……」

　だが両りよう肩かたを外されて激痛に苛さいなまれているはずのアッシュ導師は、口の端を歪めて笑った。

「何が、そんなにおかしいんですか？」

　俺は両手を動かせなくなったアッシュ導師から離はなれ、慎しん重ちように問いかける。

「いや、君の成長を見ることができて、少し嬉うれしくなってな」

　くっくっくと体を揺らして笑い続けるアッシュ導師。

　そこにイスカが申し訳なさそうな顔で戻もどってきた。

「……面目ない。エルクを危険にさらしてしまった」

「俺は無事だったんだし、気にしなくていいって」

　俺は苦笑を浮うかべて首を横に振ふる。

「エルクさん！」

　その時、慌あわただしい足音と俺の名を呼ぶ声が耳に届いた。

　ミラが息を切らせながら、坂を下ってくる。

「──すみません、もう一人の魔導士は霧のせいで見失ってしまいました。港に向かったのは確かですから、先を急ぎましょう」

　焦あせりを含ふくんだ声音で、ミラは俺を促うながす。

「いいやミラ君……もうその必要はないのだよ」

　だがそこで、地面に倒たおれていたアッシュ導師が確信の籠こもった声で告げた。

　俺たちはびくりと動きを止め、彼の方を見る。

「君たちの頑がん張ばりは悪くなかったが、少し時間を掛け過ぎた。ここからは違ちがう手を考えた方がいい」

「な……」

　俺が訝いぶかしんでいると、彼は淡たん々たんと言葉を続けた。

「君たちは、まだ気付かないのかね？　こうして地面に耳を近づけてみればよく分かるぞ。この国が恐れ戦おののき、震ふるえている様子が伝わってくるはずだ」

「まさか──」

　はっとした表情でミラは倉庫街の方へ視線を向けた。風に流され薄うすまった霧の向こう──大きな建物の影かげが並ぶ倉庫街から、低い地鳴りが響いてくる。

「さあ、エルファレスの持つ〝力〟を見るといい」

　アッシュ導師がそう告げた時、俺たちも地面の揺れを感じた。

　──ドォォォォォォォォォン……！

　倉庫街の方から轟ごう音おんが聞こえた。倉庫の屋根が吹ふき飛び、粉ふん塵じんが舞い上がる。

　そしてその中から──巨きよ大だいな人の形をしたモノが姿を現した。

　まるで甲かつ冑ちゆうが肉体と融ゆう合ごうしたかのような──有機的であり無機的でもある輪りん郭かくが、満月の光を浴びて青白く浮かび上がる。

　その姿は美しく、神々しく、思わず目を奪うばわれた。

　あれが──虚神ゴーレム。

　実際に見るのは初めてだった。エルファレスにいた頃ころ、遺い跡せきの中に安置された巨神の亡なき骸がらを見たことはあったが、それよりずっと綺き麗れいで巨大に思える。

　倉庫の大きさから考えると、体長は二十メートル前後だろうか。まだ距きよ離りはかなりあるというのに、その存在感で足が竦すくみそうになる。

　束つかの間、俺は虚神ゴーレムに目を奪われていた。だが虚神ゴーレムの周囲でいくつもの爆ばく発はつが起こるのを目にして我に返る。倉庫街に先行していた軍の魔導士たちが攻こう撃げきを開始したのだろう。

　だが虚神ゴーレムは、夜よ闇やみを裂く眩まばゆい閃せん光こうを浴びても、大気を揺ゆるがす爆炎を受けても、全く堪こたえた様子はない。

　しばらくすると虚神ゴーレムはその顔を街の中心部──王宮のある方へと向けた。

　ゆっくりと体の向きを変え、邪じや魔まな倉庫の壁かべを蹴け散ちらし、歩き始める虚神ゴーレム。

「な……フレアリアにはまだ戦略級魔導士がいるっていうのに、王宮を攻せめるつもりなのか？」

　虚神ゴーレムが起動したとしても、そのまま国外へ離り脱だつするだろうと考えていた俺は驚く。

「いかに戦略級魔ま術じゆつであっても、ここから即そく座ざにエルファレスは狙ねらえん。ならば報復攻撃をされる前に、王宮を制圧してしまえば済むことだ」

　アッシュ導師は落ち着いた声で告げた。

「エルクさん、こうなったらもう直接あの虚神ゴーレムを止めるしかありません」

　ミラは手早くアッシュ導師の手足を紐ひもで縛しばりつつ、強こわ張ばった表情で言う。

「止めるって──本当にスピネルをあれと戦わせるつもりなのか？」

　彼女がそのための兵器であることは分かっていたが、それでも勝ち目があるようには思えなかった。

　目まの当たりにした虚神ゴーレムはあまりに巨大で、圧あつ倒とう的てきなまでの存在感を放っている。

　いかにスピネルが凄すさまじい力を持っていても、サイズという絶対的な差までは覆くつがえせないだろう。

　だが──。

「大だい丈じよう夫ぶです、マスター」

　俺の手を引っ張って、スピネルが小さな胸を張る。

「スピネルは負けないのです。信じてください」

　ぐっと胸の前で拳を握にぎり、スピネルは力強く告げた。その仕草は頼たのもしいというより、微笑ほほえましくて可愛い印象の方が強い。

「自信が、あるのか？」

「いえ、自信ではありません。スピネルは虚神ゴーレムを倒すために作られたのですから、勝てるのは当たり前です。もし勝てなければ──スピネルの存在価値はないということになります」

　淡々と事実を語るようにスピネルは言う。彼女の瞳ひとみには、これまで見たことのない真しん剣けんな光が宿っていた。

　虚神ゴーレムに背を向けることは、彼女の存在理由を否定するに等しいのだと俺は悟さとる。

「……分かった。行こうスピネル。ただし、危ないと判断したら退かせるからな。これが虚神ゴーレムとの初戦せん闘とうなんだ。満足な性能を発揮できない可能性もある」

「はい！　了りよう解かいなのです」

　嬉しそうにスピネルは頷うなずいた。

　横で話を聞いていたイスカは、虚神ゴーレムを見ながら言う。

「──私は命主マスターの方を探してみよう。まだ港の付近にいるはずだ。上手うまくそちらを仕留められれば、あの虚神ゴーレムも木偶でくに変わる」

「ああ、任せた。じゃあ俺たちは虚神ゴーレムの方に向かうぞ」

　俺はイスカに命主マスターの捜そう索さくを任せ、アッシュ導師から取り上げた剣を腰こしに差した。

「虚人ドーレムが本当に虚神ゴーレムを倒しうる存在なのか──私としても、興味深く観察させてもらうよ」

　縛られて完全に体の自由を奪われながらも、彼は落ち着きを失わずに言う。

　このまま彼を一人置いていくことに不安を覚えるが、かと言って見張りを残している余よ裕ゆうはない。

　俺は港の方へ駆けていくイスカを見送り、スピネル、ミラと共に走り出す。

「虚神ゴーレムもわざわざ建物を壊こわしながら進むのは手間でしょうし、あの進路なら中央通りに出るはずです。そこに先回りして迎むかえ撃うちましょう」

　ミラは俺に並んで走りながら作戦を告げる。虚神ゴーレムの移動速度は意外と速いが、今の位置からなら何とか先回りができそうだった。

「分かった。それと今のうちに訊きいておきたいんだが、俺とスピネルは最低でどのくらいの距離を保てばいいんだ？　スピネルは俺から離れれば離れるほど息苦しくなると言ってたが……」

「可能な限り五十メートル以内にはいてください。それ以上離れると虚人ドーレムのパフォーマンスに悪あく影えい響きようを及およぼします。相対距離が百メートルを超こえてしまうと、無呼吸状態で戦うような事態になりますので」

「五十メートルか……」

　普ふ通つうなら余裕のある距離だが、虚神ゴーレムに対することを考えると決して十分な間合いではない。下手へたをすれば、戦いの余波で命を落とすこともありえる。

　──命主マスターとして俺がすべきことは、スピネルから一定の距離を保ちつつ、自分の身も守ること。だが、本当にそれだけか？

　徐じよ々じよに近づく虚神ゴーレムの姿を見上げながら、俺は考える。

「なあ、スピネル。あの虚神ゴーレムの名前とか、弱点は分からないのか？　スピネルは巨神に関する知識を持ってるんだろ？」

　もし弱点が分かれば俺にも何かできるかもしれないと思ったのだが、スピネルは申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「ごめんなさい、マスター。スピネルのデータベースにあるのは、あくまで生きていた頃の巨神に関する知識なのです。虚神ゴーレムはミイラ化した死体が動いているようなものなので、よっぽど骨格的な特とく徴ちようがない限り、外見で判断することはできません」

「そうか……なら、正体を特定するにはどうしたらいい？」

「命主マスターの使う虚術ホロウを見れば、ある程度絞しぼり込めるとは思うのですが──」

　スピネルは言葉を濁にごらせる。

　残念ながら俺たちは、もう一人の命主マスター──シルフィと呼ばれた少女が虚術ホロウを使ったところを一度も見ていない。

「……今いま更さら、命主マスターが姿を晒さらすわけはないな。つまり、真っ向勝負しかないわけか」

「はい。でも大丈夫です。一対一なら、きっと負けません」

　自信満々でスピネルは断言する。虚人ドーレムが本当に虚神ゴーレムを倒せるだけのスペックを持っているのなら、確かに負けることはないだろう。

　けれど俺は未いまだに不安を覚えている。何しろ俺よりも小こ柄がらなスピネルが、四階建ての建物より大きな虚神ゴーレムに立ち向かおうとしているのだ。普通なら勝負にすらならない。

　辺りは次第に騒さわがしくなり始めていた。

　街の人々が窓から顔を出し、虚神ゴーレムの姿を呆ぼう然ぜんと眺ながめている。

　虚神ゴーレムがいる方向から逃にげてくる人の数も、徐々に増え始めた。普ふ段だんなら日が沈しずめば静まり返るフレアリアの王都は、混乱の渦か中ちゆうに陥おちいろうとしている。

「っ……」

　進行方向から逃げてくる人が多いせいで走り辛づらい。

「エルクさん、こちらです！」

　ミラは細い路地へ俺たちを導き、人ごみを避さけて中央通りを目指した。

　裏路地の出口が近づくと、虚神ゴーレムの足音と人々の悲鳴がはっきりと聞こえてくる。

「このまま進めば敵の前方に出られるはずです！　覚かく悟ごはいいですか？」

「──オーケーだ」

　俺はミラの問いに頷く。

　だが中央通りに飛び出した瞬しゆん間かん、俺たちは思わず立ち竦んだ。

　空が、見えない。

　視界を覆おおうほどに巨大な影が──月光を遮さえぎる虚神ゴーレムの姿が、すぐ近くにあった。

　ミラが想定していた以上に虚神ゴーレムの進行速度が速かったため、目の前に飛び出してしまったらしい。

　周辺の住人は逃げ出した後なのか、俺たち以外に人ひと影かげはない。

　そのため俺たちの姿は目立ったのだろう。虚神ゴーレムの頭部がこちらを向き、持ち上げられた巨大な足が俺たちの頭上に落ちてくる。

　歩くついでに踏ふみ潰つぶすつもりのようだ。

「くっ!?」

　俺とミラは急いでその場から離はなれるが、スピネルだけは動くことなく虚神ゴーレムの足を見上げていた。

「スピネル！」

　俺は足を止めて、彼女を呼ぶ。

「大丈夫です。マスターたちは離れていてください。神骸細胞イコンセル活性化──」

　スピネルがそう言うと、踏みしめている石いし畳だたみが、ビシリとひび割れた。

　──質量が増したのか？

　神骸細胞イコンセルの活性化がどのような効果をもたらすのかは詳くわしく知らなかったが、虚神ゴーレムにも劣おとらぬ迫はく力りよくがスピネルから伝わってくる。

　白い髪かみが風もないのに靡なびき、淡あわく輝かがやき始めた。首と手足に嵌はまっている円えん環かんも眩い光を放つ。

「活性化率八十％──ブルースピネル・アークロウ、対虚神ゴーレム戦闘モードに移ります」

　俺の魔ま力りよくを糧かてとする小さな怪かい物ぶつは、落ちてくる虚神ゴーレムの足に向かってか細い腕うでを振ふり上げる。

　あまりにも無茶だ。大きさが──質量が違ちがい過ぎる。

　ドンッと大気を震ふるわせる轟ごう音おんが鳴なり響ひびく。それはスピネルが踏み潰された音──ではなかった。

　ぐらり、と虚神ゴーレムがバランスを崩くずす。

　そしてその下には、拳こぶしを振り上げた格好のスピネル。

　目にした光景が信じられない。スピネルはあの小さな拳で、虚神ゴーレムの足を弾はじき飛ばしたのだ。

　傾かしいでいく虚神ゴーレムの巨きよ体たい。そのままバランスを立て直せず、虚神ゴーレムは仰あお向むけで地面へ倒たおれていく。

　ゴォォォォォォン……。

　重い音と共に大地が揺ゆれ、粉ふん塵じんが舞まい上がった。

「くっ……」

　俺は吹ふき付ける砂混じりの突とつ風ぷうを、足に力を入れて堪たえる。

　──虚神ゴーレムの背中に、土を付けた。

　スピネルの力は本物だ。見せつけられた圧倒的な性能に、体が震えた。

「マスター、今のうちに距きよ離りを取ってください！」

　スピネルがこちらを向いて叫さけぶ。

「分かった！　ミラ、離れるぞ！」

「っ！　は、はい！」

　我に返った様子で、ミラは俺と共に駆かけ出した。彼女もスピネルの力を目の当たりにして、呆然としていたのだろう。

　ある程度の距離を取った後、俺たちは足を止めて振り返る。あまり離れすぎても魔力供給に支障を来きたしてしまう。

　スピネルの姿は砂すな煙けむりに紛まぎれて見えなくなっていた。

　だが濛もう々もうと舞い上がる砂煙の中から、巨きよ大だいな虚神ゴーレムの腕が飛び出す。

　虚神ゴーレムは四階建ての建物を右みぎ腕うでで摑つかみ、壁かべに指を食いこませ、それを支えに身を起こした。

　あの巨体で倒れれば衝しよう撃げきも相当なはずなのに、大して堪えている様子はない。

「スピネルはどこだ？」

　視線を彷徨さまよわせて彼女を探す。

「いました、あそこです！」

　ミラが建物の屋上へと跳ちよう躍やくした小さな影かげを指差した。

　スピネルは屋上を伝い、虚神ゴーレムの死角へと回り込み、宙に舞い上がる。

　そして再びその小さな拳で、虚神ゴーレムの頭部を殴なぐりつけた。

　虚神ゴーレムの足音より大きな音が響き渡わたり、衝しよう撃げき波はで周辺の窓ガラスが砕くだけ散る。

　虚神ゴーレムの巨体が傾ぐ。だがギリギリのところで虚神ゴーレムは踏み止まり、体勢を立て直そうと試みた。けれど建物の壁を蹴けって再び跳躍したスピネルが、今度は逆方向から攻こう撃げきを加える。

　虚神ゴーレムの頭部を直ちよく撃げきするスピネルの細い右足。またしても轟音が大気を震わせた。

　強きよう烈れつな連続攻撃を受けた虚神ゴーレムだったが、倒れる寸前で踏み止まる。

　そして虚神ゴーレムは左ひだり腕うでを大きく振り上げ、建物ごとスピネルを薙なぎ払はらう。レンガ造りの建物が爆散し、瓦が礫れきが空高くまで舞い上がった。

「スピネル！」

　思わず声を上げる。

『──大だい丈じよう夫ぶなのです』

　頭の中にスピネルの声が響き、無事を告げる。粉塵が辺りを覆っていてスピネルの姿は視覚で捉とらえることはできないが。声は明確に聞こえてくる。

『スピネル、攻撃は脚きやく部ぶに集中した方がいい。とにかく歩行不能な状態にするんだ』

『分かったのです！』

　俺の指示に応えるスピネル。

　砂煙の中で轟音が響き、虚神ゴーレムの体が揺らいだ。

　風が吹いて見通しがよくなると、虚神ゴーレムの周囲を駆けながら脚部に攻撃を繰くり返すスピネルの姿が見えた。

　小回りの利くスピネルは虚神ゴーレムの攻撃を搔かい潜くぐり、脚部に何度も重い打だ撃げきを加えていく。その度に虚神ゴーレムは膝ひざを突つくが、すぐにまた立ち上がった。

　こちらが確実に圧している。スピネルの性能は本当に虚神ゴーレムを凌りよう駕がしていた。しかし虚神ゴーレムは想像以上に頑がん強きようで、なかなか壊こわれない。

　──虚術ホロウを試してみるか。

　俺は右目に魔力を集中する。この力が本当に〝傷〟を見るものならば、虚神ゴーレムの弱点を見つけることができるかもしれない。

　視界の中に黒い亀き裂れつが浮うかび上がった。だが戦せん闘とう中の虚神ゴーレムに焦しよう点てんを合わせた途と端たん、異様な眩まぶしさを感じ、右目に痛みが走った。

「っ……」

　反射的に瞼まぶたを閉じる。バチンと強い力で弾かれたような感かん触しよくがあった。

　虚神ゴーレムの高い魔ま術じゆつ抵てい抗こう力は、虚術ホロウでさえも無効化してしまうらしい。

　──このままだと、少しまずいな。

　虚人ドーレムが全力で戦える時間は半刻ほどだと聞いている。俺たちの魔力が底を突く前に虚神ゴーレムを行動不能に追い込むには、攻撃力が足りないように思えた。

　街を震わせる轟音。

　大地を大きく揺らした虚神ゴーレムの一いち撃げきで、スピネルの足が一いつ瞬しゆん止まる。

　その隙すきを見み逃のがすことなく、巨大な拳をスピネルの頭上に振り下ろす虚神ゴーレム。

　けれどスピネルは退くことなく、か細い腕を振り上げる。

　激げき突とつする虚人ドーレムと虚神ゴーレムの拳。

　スピネルの立つ地面が陥かん没ぼつし、ひび割れは周囲の建物にまで及およぶ。それでもスピネルは潰されることなく、逆に虚神ゴーレムの腕を押し返した。

　スピネルの性能が虚神ゴーレム以上であることは、もはや疑いようもない。

　けれどこのまま決定打を与あたえられなければ、こちらの負けだ。

「異様なほどの頑がん丈じようさですね……それがあの虚神ゴーレムが持つ特性なのでしょうか。というか、全ての虚神ゴーレムがここまでタフだとしたら笑えません」

　ミラが冷ひや汗あせを垂らしながら呟つぶやいた。

「……そもそも、どうやったら虚神ゴーレムを倒したことになるんだ？」

　俺は根本的なことを訊たずねる。頭を潰せばそれで止まるようにも思えなかった。

「虚神ゴーレムの心臓は命主マスターです。虚神ゴーレムを完全に沈ちん黙もくさせたいなら、命主マスターを殺すしかありません」

「俺たちが耐たえている間に、イスカが命主マスターを見つけ出してくれるのを祈いのるしかないのか？」

「いえ……ただ止めるだけならば手足を砕くだけで事足ります。問題は、それが思った以上に困難だということですね」

　ミラは難しい表情を浮かべている。そこにスピネルからの声が届いた。

『マスター、スピネルの性能には一部リミッターが掛かけられているようです』

『リミッター？』

『はい。それを解除すれば、今以上の力を発揮できるかもしれません』

『──分かった。少し待ってくれ』

　俺は頭の中でスピネルにそう伝えてから、ミラへ視線を向けた。

「ミラ、スピネルにはまだ何か隠かくされた力があるんじゃないのか？」

「え……？」

　ぎくりとした顔で俺を見つめ返すミラ。

「その反応だと図星みたいだな。このままじゃ手て詰づまりだ。出し惜おしみをしている余よ裕ゆうはない。何か奥の手があるのなら教えてくれ」

　俺は強い口調でミラを促うながす。

「確かに……神骸細胞イコンセルの活性化率に上限が設けられているとは、聞いています。それを規定のコードで解除すれば、あの子は巨神に限りなく近い存在となり、神域の力を用いることが可能になるらしいです」

　それを聞いて俺は目を丸くした。

「そんなものがあるなら、どうしてすぐに教えてくれなかったんだ？」

「……あまりに魔力の消費量が大きいそうなんです。下手をすれば命主マスターの魔力も根こそぎ奪うばい尽つくされ、そのまま虚人ドーレム共々死に至る、と」

　ミラの言葉に俺はごくりと唾つばを吞のむ。

　恐おそらく彼女は俺を心配して、その方法を選せん択たく肢しから除外していたのだ。けれど今は、リスクを恐れていられない。

「大丈夫だ、ミラ、魔力が尽きる前に片をつければいい」

「で、ですが──もし上手うまく虚神ゴーレムを行動不能にしても、戦闘後は完全に魔力切れです。そこを虚神ゴーレムの命主マスターに襲おそわれる可能性が……」

「それなら心配ない。イスカがきっと守ってくれる。だから解除コードを教えてくれ」

「はあ……もう、分かりました。あの方をどうしてそこまで信じられるのかは分かりませんが……他に方法はなさそうですものね。ただし、絶対に無理はしないでください」

　ミラは覚かく悟ごを決めた顔で言い、俺にスピネルのリミッター解除コードと封ふう印いんコードを教えた。

「──私が少しの間、時間を稼かせぎます。その隙にリミッターの解除を」

　そう言うとミラは空中に魔ま法ほう陣じんを描えがき始める。記述が複雑な三重陣トリプルサークルの魔ま術じゆつを使うつもりらしい。

「虚神ゴーレムに魔術は通用しないんじゃないのか？」

「確かに直接魔術を当てても無効化されてしまいますが、やりようはあります」

　驚きよう異い的な速度で魔法陣を描き上げたミラは、鋭するどい声で告げる。

「掌握ドミネイト！」

　光の円が魔法陣を中心として展開し、その内側に散乱していた建物の瓦礫が宙へ浮かび上がった。

「これは範はん囲い内の無機物を支配し、操作する魔術です。もちろん虚神ゴーレムに効果はありません。けれど──この魔術で撃うち放たれた瓦礫は、ただの物質。無効化はされないはず！」

　浮き上がった瓦礫が、虚神ゴーレムに向かって殺さつ到とうする。

　石の雨が横よこ殴なぐりに虚神ゴーレムを包んだ。

　ガガガガガガ──！

　連続する破は砕さい音。砕けているのは瓦礫だけで、虚神ゴーレムにさほど効いている様子はない。

　けれど無数の石いし礫つぶてを浴びた虚神ゴーレムは、スピネルを見失った様子で動きを止めた。

『スピネル、一いつ旦たん距きよ離りを取れ！』

『はい』

　俺の指示を受け、虚神ゴーレムから離はなれるスピネル。

　それを確認した俺は、虚人ドーレムの力を解放する言葉を紡つむぐ。

「──蒼刃解放リベラシオン！」

　意識が白く染まり、手足の感覚が遠くなった。

「……っ」

　気を失いかけていることに気付いた俺は、歯を嚙かみ締しめて膝に力を入れる。そうしなければ立っていることすら難しい。体の中心から根こそぎ熱を吸い上げられていく感覚。

『マスター、魔ま力りよく供給ありがとうございます。神骸細胞イコンセル活性化率百％に到とう達たつ。主兵装、蒼い死刃アークロアを具現します』

　頭の中にスピネルの声が響ひびいた。

　俺は霞かすむ目を凝こらし、スピネルが顕けん現げんした力を見る。

　夜天に座す満月のような、蒼白い輝かがやきがスピネルの体を包んでいた。その光は右手へと収束し、身の丈たけの三倍はある蒼い巨剣を形作る。
















　剣の輪りん郭かくは微かすかに揺ゆらめき、刀身には星のような煌きらめきが宿っていた。

　スピネルは蒼い死刃アークロアを携たずさえ、ミラの攻撃で足が止まっていた虚神ゴーレムへと走り出す。

　ミラが撃ち出す瓦礫に飛び乗り、それを足場にして空を駆かけるスピネル。

　蒼い光の軌き跡せきが夜よ闇やみの中に眩まばゆく刻まれた。

　瓦礫に紛まぎれて接近するスピネルに気付いたのか、虚神ゴーレムが右みぎ腕うでを振ふるう。けれどスピネルはそれを軽々と躱かわし、手にした剣を振るった。

　──音もなく、虚神ゴーレムの右腕が斬きり飛ばされる。

　スピネルは断ち切った右腕を足場にして跳ちよう躍やく。今度は左腕を容易く断ち斬った。

　あれだけ頑丈だった虚神ゴーレムが、あっというまに切り刻まれていく。

　振るわれる刃は、全く音を立てない。それはつまり──対象物を一切の摩ま擦さつなく斬り裂さいているということ。

　アークロウは死を司つかさどる魔ま神じんで、傷は死への入口なのだとスピネルは言っていた。

　あの刃は絶対的な断裁具──対象にどんな抵てい抗こうも許さず死を……〝傷〟を刻むものなのかもしれない。

　俺の虚術ホロウは傷を視みるだけのものだが、スピネルは傷そのものを作ることができるのだろう。

　右足、左足も付け根から斬り裂いたスピネルは、最後に虚神ゴーレムの首を斬り飛ばす。

「エルクさん、もう十分です！　先ほど教えた封印コードを！」

　既すでに意識が霞かすみ始めていたが、俺は何とか封印の言葉を告げる。

「……封印拘束レストリクシオン」

　掠かすれた声でコードを口にすると、魔力の流出は止まった。だが体はもう限界近く、俺は地面に腰こしを落とす。

「やりましたね……」

　ミラは展開していた魔術を解除し、額の汗を拭ぬぐう。

　バラバラになった虚神ゴーレムの体が、轟ごう音おんを立てながら地上へ落下していく。

　さすがに四し肢しを切り離されては、虚神ゴーレムといえど動くことはできないだろう。

　スピネルは光となって消えていく蒼い死刃アークロアを手に、地面へ着地した。

　だが──そこでパタンと、力ちから尽つきた様子で倒たおれてしまう。

「スピネル？」

　呼びかけるが返事はない。俺は重い体を無理やり動かし、スピネルの元に向かった。

　──まさか、力を使い果たして……。

　そんな不安が脳のう裏りを過よぎる。けれど何とかスピネルの元に辿たどり着き、うつ伏ぶせに倒れた彼女を抱かかえ起こしたところで、返事がなかった理由を知った。

「すー……すー……」

　スピネルは目を閉じ、気持ちよさそうに眠ねむっている。

「魔力が底を突つきかけて、休きゆう眠みん状態に入ったのでしょうか……」

　後を追ってきたミラが、眠るスピネルを見て言う。

　もう戦せん闘とうが行える状態ではなさそうだ。そうなると気がかりなのは、未いまだ健在であるはずの敵の命主マスター。

「イスカ！　近くにいるか？」

　命主マスターを捜そう索さくしている彼女は、そう遠くない場所にいるはず。

　まるで廃はい墟きよのようになったフレアリアの街に、俺の声がこだました。この静けさであれば、俺の声も届くだろう。

「エルク！」

　何度か呼びかけると、イスカが細い路地から姿を現す。

「こっちだ！」

　俺が手を振ると、彼女はこちらへと駆けてきた。

「──本当に虚神ゴーレムを倒したんだな。すまない、私の方はまだ命主マスターを見つけられていないんだ」

　俺たちの傍そばまで来たイスカは、瓦が礫れきと一いつ緒しよに積み上がった虚神ゴーレムのパーツを見上げ、バツが悪そうに謝った。

「いや、イスカが命主マスターを探し回ってくれたおかげで相手も虚神ゴーレムの操作に集中できなかったかもしれないし、謝る必要はないさ。後は軍に任せて、イスカは俺たちを警護してくれ。見ての通り──もうまともに戦える状態じゃないからな」

　俺は腕うでの中で眠るスピネルを示す。

「分かった。命に代えてもエルクたちの事を守ろう」

　真ま面じ目めな顔で頷うなずくイスカ。

「じゃあ、安心だ。軍が来るまで、しばらく休ませて貰もらうか」

　俺は安あん堵どの息を吐はき、スピネルを抱えたまま地面に座り込んだ。こうして抱だいていた方がスピネルの回復も早まるに違ちがいない。

「──エルクさん、気を抜ぬき過ぎですよ？」

　呆あきれた顔でミラが言う。

「ミラも大きな魔術を使って疲つかれただろ。休める時に休んでおいた方がいいぞ？」

「私はエルクさんほど消しよう耗もうしていません。ですけど、まあ、そこまで言うのなら……」

　ミラは大きな瓦礫の上に腰こし掛かけ、大きく息を吐いた。

「正直……魔術を使ったことよりも、ここまで走り詰づめだったことの方が疲れました」

　足をさすりながら呟つぶやくミラ。どうやら魔力にはまだまだ余よ裕ゆうがあるらしい。さすがは戦略級魔術を行使できる魔導士だ。

　ぼうっとミラの白い足を眺ながめながらそんなことを考えていると、顔を赤くした彼女にじろりと睨にらまれる。

「え、エルクさん、あまりじっと見ないでいただけますか？」

「え？　ああ、悪い」

　邪よこしまな気持ちは特になかったのだが、俺は慌あわてて視線を逸そらした。

　大きな被ひ害がいを受けたフレアリア中央通りを見み渡わたす。

　路面はあちこちが大きく抉えぐられ、周囲の建物は至る所が砕くだけていた。復旧にはそれなりの時間が掛かかるだろう。

　そんな破は壊かいの痕こん跡せきが生々しい道の真ん中で、俺たちは休息を取った。

　──勝つには勝ったが、これじゃあ先が思いやられる。

　リミッターを解除した虚人ドーレムの力は完全に虚神ゴーレムを圧あつ倒とうしていたが、その代だい償しようは大きい。もう小さな魔法陣を描けるだけの魔力すら残っていなかった。

　今後は可能な限りこの切り札を使わず、虚神ゴーレムを倒す方法を模も索さくするべきだろう。

　──俺の虚術ホロウは、戦いじゃあ役立たずみたいだしな。

　右目に手を当てて溜ため息いきを吐く。

　辺りは異様なほどに静かだ。逃にげた人々が戻もどって来る様子はない。フレアリアが廃墟と化したような光景に、心が寒くなった。

「なあ、ミラ」

「何ですか？」

　自分の足をマッサージしていたミラは、顔を上げてこちらを見る。

「俺はトーマス導師の屋や敷しきで宣言した通り、イスカを自分の騎き士しにするつもりだ。それについて、フレアリア側はどんな反応をすると思う？」

　軍が来て状じよう況きようが一段落すれば、俺とミラはマリア導師たち長老議員エルダーに経けい緯いの報告をすることになるだろう。その時のことを考え、俺はミラに問いかけてみる。

「……正直、そのような無茶は通らないかと。彼女が私を襲しゆう撃げきしたことは事実なのですから、無罪放ほう免めんとはいきません」

「やっぱりそうだよな。となると、まずは俺の立ち位置を変える必要があるか……」

　俺は口元に手を当てて呟いた。

　虚人ドーレムの命主マスターという立場だけでは、フレアリアにただ使し役えきされるだけ。無茶を通すには、最低でもフレアリアと対等な立ち位置を手に入れる必要があった。

「言っておきますが──私に協力を求められても困りますよ？」

「分かってる。ミラはありのままを伝えてくれ。後のことは自分で何とかするさ」

「……そうあっさり言われると、少し寂さびしいですね。頭を下げて頼たのむなら、友人として少しぐらい手心を加えてもいいのですけど……」

　何故なぜかミラは不服そうな表情で言う。

「いや、友人だからこそ迷めい惑わくは掛けられないだろ」

「……エルクさん、もしかして忘れてるんですか？　私はあなたに命を救われているんですよ？　それを条件に出されたら、私だって嫌いやとは言えません」

　俺は気を使って言ったつもりなのだが、どうしてかミラの方がやけに食い下がってくる。

「だけどそんな脅きよう迫はくまがいのこと──」

「きょ、脅迫なんかじゃありません！　友人というのは対等な付き合いをするものでしょう？　貸し借りを清算するのは、普ふ通つうのことです」

　声を上うわ擦ずらせながらミラは訴うつたえる。

　──ここまで言われたら、何も要求しないのは失礼だな。

「じゃあ、一つだけ頼んでもいいか？」

「は、はい！　エルクさんには借りがありますし、聞いてあげましょう」

　嬉うれしそうに頷くミラ。

「できれば、ミラがイスカと取引を行ったことにして欲しい。フレアリア側に付くことを条件に身の安全を約束したと、ルビーレッド家として保証してくれないか？」

　大貴族であるルビーレッド家が取引を行ったのであれば、長老議員エルダーたちもその面子メンツを潰つぶすようなことはできない。そして虚神ゴーレムの情報を提供し、命主マスターの一人を倒したイスカの功績は、そのままルビーレッド家の手て柄がらにもなる。独断で取引を行ったことも、それである程度相そう殺さいできるはずだ。

「家の名前を使うのですか……」

　ミラが複雑そうな顔で呟く。

「ミラに迷惑を掛けるのは分かってる。だから無理はしなくても──」

「いえ、私に二言はありません。数少ない友人であるエルクさんの頼みですから、協力してあげます」

　俺はその返事を聞いて安堵するが、台詞せりふの一部分に少し引っかかりを覚えた。

「ありがとう、ミラ。けど……前々から気になってはいたんだが、ミラは俺やフローラたち以外に友達がいないのか？」

「なっ……」

　自らの失言に気付いた様子で、ミラは顔を赤くする。

「ご、誤解です！　これはあくまで対等な友人という意味で──え、エルクさんだってクレスさんしか男友達がいないじゃないですか！」

「そうだなー、俺が友人って呼べるのはクレスとミラとフローラ……それにイスカぐらいだしな。でもイスカがいる分、ミラよりは多いな」

　俺は笑いながら軽口を返す。

「一人多いだけで、勝ち誇ほこった顔をしないでください！　全く……本当に腹立たしい人ですね！　私だってエルクさんたち以外に仲のいい方はいます！　ただ……立場が違い過ぎて友人とは呼べないだけで……」

　ミラは悔くやしげに俺を睨むが、途と中ちゆうで言葉を濁にごらせた。

　何やら事情がありそうな様子だ。そこに踏ふみ込んでいいのか少し迷う。

　だが──俺はどちらを選ぶこともできなかった。

　ズゥゥゥゥゥゥゥゥゥン──……！

　彼方かなたから響ひびいてきた低い鳴動。腰こしを下ろした地面から伝わってくる微かすかな揺ゆれ。

　あまりにも不ふ吉きつなその振しん動どうに、俺の思考は中断させられた。

「何だ……？」

　俺は音が聞こえて来た方に視線を向ける。街の北──港や倉庫街のある方角だ。

　地じ響ひびきと大地の揺れは一定の間かん隔かくを置いて伝わってくる。

　まさか──そんなことは有り得ない。動くわけがない。

　確かに、まだ虚神ゴーレムはあと一体残っている。けれどその命主マスターはイスカが先ほど殺した。心臓を貫つらぬき、確実に息の根を止めたのだ。

　なのに……どうして──。

　建物の向こうに大きな影かげが現れる。それは先ほど俺たちがバラバラにしたのと瓜うり二ふたつの姿をした虚神ゴーレム。

　力を使い果たした俺たちは、ただ呆ぼう然ぜんとその絶望を見上げるしかなかった──。
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　フレアリアの王都を揺るがし、近づいてくる絶望の足音。

　まだかなり距きよ離りがあるはずなのに、はっきりと見えるその威い容よう。

　俺は二体目の虚神ゴーレムを前に呆然とする。

　スピネルは一体目の虚神ゴーレムを倒たおすために、魔ま力りよくを限界近くまで消耗してしまっていた。この状態でいったいどうやってあれを止めればいいのか。

「エルクさん、早くそこの路地へ！　一いつ旦たん身を隠かくします」

　立ち上がったミラが、近くの細い道を指差す。

「あ、ああ」

　我に返った俺は眠ねむるスピネルを背負い、ミラに続いて路地へと走った。後ろからイスカもついてくる。

　路地に逃げ込み、建物の陰から様子を窺うかがう。

　二体目の虚神ゴーレムは、一体目と同様に中央通りから王宮を目指すつもりのようだった。

「スピネル！　起きてくれ！」

　俺はスピネルの肩かたを揺すって呼びかけるが、スピネルは気持ちよさそうに寝ね息いきを立てるだけ。

「リミッターを解除した反動でしょう。恐おそらく最低限の魔力が充じゆう塡てんされるまで、目は覚まさないと思います」

　ミラは表情に焦あせりを滲にじませながら言う。

「じゃあ……あの虚神ゴーレムを止めるには、命主マスターを探し出すしかないってことだな」

「そうなりますね……」

　俺の言葉に頷うなずくミラ。

「分かった。それじゃあまず、イスカがさっき命主マスターを殺したはずの場所へ──」

「いや……その必要はないようだ」

　迫せまる虚神ゴーレムの様子を窺っていたイスカが、重い声で俺の言葉を遮さえぎった。

「イスカ？」

「見てみろ──命主マスターなら、あそこにいる」

　イスカに促うながされ、俺とミラも路地の角からそっと顔を出す。中央通りを歩き、こちらに接近する虚神ゴーレムの姿が瞳ひとみに映った。

　だが、少し歩き方が不自然だ。左手を胸の前に上げた格好で、上体をあまり揺らさずに虚神ゴーレムは歩行していた。

「左手の上だ」

　イスカが耳元で囁ささやく。

　言われた通りに目を凝こらすと、虚神ゴーレムの左手に誰だれかが乗っていることに気付いた。

　近づくほどに、満月の明かりがその姿を露あらわにする。

　二体目の虚神ゴーレムは、バラバラになった虚神ゴーレムの残ざん骸がいの前まで来ると、足を止めた。

　俺たちは三十メートルも離はなれていない細い路地から、聳そびえ立つ巨きよ軀くを見上げる。

　虚神ゴーレムの左手には、二人の人間が乗っていた。

　顔が同じで髪かみ型がただけが違ちがう双ふた子ごの少女──ティファ、シルフィと呼ばれていた魔導士たち。

「何で……」

　俺は信じられずに呻うめく。青い炎ほのおを使って俺たちを妨ぼう害がいした少女──ティファは、先ほど確実に息絶えたはずだった。それが双子の片割れと共に、虚神ゴーレムの左手から地上を睥へい睨げいしている。

「出てきなさい！　近くにいるんでしょう？　今度は私が相手になってあげるわ」

　ティファは三つ編みの髪かみを風に揺らしながら、大声で告げた。

　もう一人の少女──シルフィは虚神ゴーレムの左手から身を乗り出し、断裁された一体目の虚神ゴーレムを見下ろしている。

「ああーもう、私の虚神ゴーレムをこんなにしてくれちゃって……絶対に許さないんだから！　ティファ、あいつらぎったんぎったんにしてやってよね」

「ええ、分かってるわ。シルフィが失った時間と吊つり合うはずもないけれど、彼らには命で償つぐなってもらうから」

　声に怒ど気きを滲ませて、ティファは視線を辺りに巡めぐらせた。

　もちろん呼ばれたからと言って、俺たちが馬ば鹿か正直に出て行くはずもない。

　スピネルが動けない以上、もはや虚神ゴーレムと正面から戦う手段はない。

「……命主マスターが姿を晒さらしているなら、好都合です。私が魔ま術じゆつで彼女たちを狙そ撃げきします」

　俺の耳元で囁いたミラは、路地の奥へと向かおうとする。

「だったら俺も──」

　慌あわててミラを追いかけようとするが、彼女は「来ないでください」と首を横に振ふる。

「エルクさんには、魔力がほとんど残っていないじゃないですか。もし私が失敗した時は──逃にげて、反はん撃げきの機会を窺ってください。虚神ゴーレムに対たい抗こうできるのは、虚人ドーレムだけです。今ここで彼女を失うことは、絶対に避さけなければなりません」

　ミラは俺に視線を向け、静かな口調で告げる。

「ミラ……」

「大だい丈じよう夫ぶです、そんな顔をしないでください。私はエルクさんより遥はるかに優ゆう秀しゆうな魔導士なんですから」

　いつものように自信のある笑えみを浮うかべた後、ミラは路地の奥へと移動していった。恐らく狙撃のしやすいポイントを探すつもりなのだろう。

　俺は拳こぶしを握にぎりしめて、暗くら闇やみの中に消えるミラの背中を見送った。スピネルはまだすやすやと寝息を立てている。

　アッシュ導師から取り上げた剣けんを意識するが、命主マスターが虚神ゴーレムの掌てのひらに乗っていては、物理的な攻こう撃げきが届かない。それは剣しか攻撃手段のないイスカも同じだ。

　一度死んだはずの少女──ティファは誰も現れないのを見ると、表情を険しくして叫さけんだ。

「出てこないっていうのなら、それでもいいわ。王宮を制圧した後に、誰かを人質にして呼び出すから。まあその時は見せしめに何人か殺すと思うけど」

　酷こく薄はくな口調でティファは言い、虚神ゴーレムを前に進ませる。前方に積もった残骸を一足で跨またぎ、王宮への進しん撃げきを再開した。俺たちが隠れる路地のすぐ前を、虚神ゴーレムが通り過ぎる。

　満月の眩まばゆい光も細い路地までは届かず、俺とスピネル、イスカはティファたちに気付かれることはなかった。

　だがミラがそのまま虚神ゴーレムを行かせるわけもない。

　虚神ゴーレムが少し進んだところで、近くの路地から紅の炎が放たれる。

　けれどその攻撃は命主マスターではなく虚神ゴーレムの肩に当たり、霧む散さんした。

「……外したのか？」

　イスカが焦りを含ふくんだ声で言う。

「いや、違う。あれはたぶん時限式で発動させた囮おとりだ」

　俺は抑おさえた声で答えた。

　あのミラが、あそこまで大きく狙ねらいを外すわけがない。

　攻撃を受けた虚神ゴーレムは、上半身を捻ひねって魔術が放たれた路地の方を向いた。

「やっと出て来たわね」

　口くちの端はしを歪ゆがめ、ティファは笑う。

「ちょっと、びっくりしたじゃない！」

　シルフィは虚神ゴーレムの指に摑つかまりながら文句を言った。

　双子の魔導士たちにはまだ余よ裕ゆうが見える。だが彼女たちの注意が路地に向いた瞬しゆん間かんこそが、ミラの狙っていたタイミングだった。

　路地から少し離れた建物の中から、赤い閃せん光こうがティファを狙って[image: 迸]ほとばしる。彼女たちは全く気付いてもいない。

　必殺のタイミングと正確な照準。

　それはこれ以上ない、完かん璧ぺきな一いち撃げきだった。

　けれど──閃光の進路上に突とつ如じよとして青い炎の壁かべが出現する。

　反応できるはずのない一撃は、ティファに当たる直前で青い炎に吞のみ込まれてしまう。

　あの青い炎は、魔術を自動的に打ち消すのか？

　それがティファの使う虚術ホロウの特性なのかと、俺は奥歯を嚙かみ締しめる。彼女たちが姿を見せたのは、魔術による攻撃を絶対に防ぐ自信があったからなのだろう。

「──見いつけた。そこの建物の中ね……隠れて攻撃するなんてズルい人。ねえシルフィ、私たちも隠れちゃいましょうか？」

「そうね、ティファ。私たちも隠れましょう」

　彼女たちがそう言うと、虚神ゴーレムの胸骨が軋きしみを上げた。バキバキと異音を響かせながら虚神ゴーレムの胸部に穴が開く。そして双子の魔導士は、胸の穴へと躊ちゆう躇ちよなく飛び込んだ。

「な──」

　その様子を見ていた俺は、思わず声を漏もらす。

　虚神ゴーレムの中に入った……？

　開いた胸骨がバクンと音を立てて閉じ、虚神ゴーレムは自由になった左ひだり腕うでで狙そ撃げき魔ま術じゆつが放たれた建物を殴なぐりつけた。

　瓦が礫れきが飛び散り、俺たちのいる路地にまで落ちてくる。

「ミラ……！」

　俺は腕うでで頭を庇かばいながら、ミラの無事を祈いのった。

　さらに右みぎ腕うでも大きく振り上げる虚神ゴーレム。

　ミラが建物から飛び出すのが見えた。その直後、虚神ゴーレムの右拳が建物を完全に粉ふん砕さいする。

「ちょこまかと──まるで鼠ねずみみたいねぇ！」

　虚神ゴーレムからティファの嘲ちよう笑しようが響ひびく。彼女は虚神ゴーレムの内部からでも状じよう況きようを把は握あくしているようだ。

　虚神ゴーレムの中から操作ができるのであれば、それ以上安全な隠れ場ば所しよもないだろう。魔術は届かず、物理攻撃も効果が薄うすい。

　もはや現状で虚神ゴーレムを止められる可能性があるのは、スピネルだけだ。

　虚神ゴーレムは逃げるミラを嬲なぶるように追い詰つめていく。

　ミラが路地へ向かおうとするたび、虚神ゴーレムはその進路に腕を振り下ろす。

「どうしたのぉ？　ずいぶんと息が上がっているじゃない」

　虚神ゴーレムの中から今度はシルフィの声が聞こえた。ミラは肩で息いきをしながらも落ちてきた拳からギリギリで逃のがれる。

　けれど虚神ゴーレムの一撃で飛散した瓦礫がミラの頭部に当たり、彼女はがくんと足をもつれさせて地面に倒たおれた。

「あれ──動かなくなったわね」

　訝いぶかしげなティファの声が響き、虚神ゴーレムが倒れたミラを巨きよ大だいな指で器用につまみあげた。

「あはは、見てよティファ。こいつ気絶してるよ？」

「呆あつ気けないわね……どうしましょうか。大貴族の娘むすめらしいけど、捕ほ虜りよにすべきだと思う？」

　笑うシルフィに、ティファが問いかける。

「うーん、どうしよっか……」

　迷うようなシルフィの声が耳に届いた。

「──エルク」

　イスカが俺の肩に手を置き、低い声で囁く。

　ミラは自分が失敗したら逃げろと言っていた。イスカはその指示に従うか問いかけているのだろう。

　状況を考えれば、逃げてスピネルの回復を待つ以外、逆転の目はない。けれど──。

「……イスカ、俺はミラを助けたい」

「いいのか？　彼女は逃げろと言っていたが──」

　俺の言葉にイスカが眉まゆを寄せる。

「どうするかは、俺が自分で決める。ここでミラを見捨てるのは、俺にとっての〝正解〟じゃない。フレアリアに来るまでは、イスカとリィンと母上だけが、俺にとって大切な人間だった。けど今は、もう少しだけ増えたんだよ」

「……そういえば私が彼女を殺そうとした時も、エルクはそんな顔をしていたな」

　イスカは苦く笑しようを浮かべて呟つぶやく。

「ティファ、やっぱり殺しちゃおうよ。こいつ屋や敷しきに来た時、妙みように偉えらそうで気に入らなかったの」

「そうね……下手へたに生かしておいたら何をするか分からないし、ここは確実に戦力を削そいでおきましょうか」

　双ふた子ごの命主マスターはそう結論を出すと、ミラの体を地面に置いた。そしてゆっくりと虚神が右足を持ち上げる。

　ミラを踏ふみ潰つぶすつもりのようだ。あの巨きよ体たいに踏まれれば、普ふ通つうの人間など一溜たまりもない。

　それを見たイスカは、早口で俺に告げる。

「──私が姿を晒して、注意を引く。その隙すきにエルクは彼女を安全なところへ」

「な……それじゃあイスカが──」

「大丈夫だ。私は逃げに徹てつする。奴やつは必ず私を追ってくるはずだ。何しろ……一度自分を殺した相手だしな」

　イスカはそう言うと、俺の返事も聞かずに路地から飛び出した。

「おい、そこのデカブツ。私と手合せ願おうか」

　ぴたりと、虚神ゴーレムが動きを止める。

「──あんたは」

　右足を下ろし、ぐるんと顔をイスカの方に向け、怒気の籠こもった声を漏らすティファ。

「あら、面白いものが釣つれたわね」

　愉ゆ快かいそうなシルフィの声が響く。ミラを握り潰さず、わざわざ踏み殺ころそうとしたのは、俺たちをおびき出す目的があったようだ。

「あははっ、そうねシルフィ。いい餌えさのおかげで……殺された復ふく讐しゆうができそう」

　双子の命主マスターはイスカの無む謀ぼうを笑う。

「ずいぶんと楽しそうだな。だが実を言うと──私も楽しい。一度試してみたかったんだ。私の剣が虚神ゴーレムに通じるか否かを」

　不敵な笑みを浮かべたイスカは、刃はの切っ先を虚神ゴーレムに向けた。

「いい度胸ね……四し肢しを引き千切ってから、ぐちゃぐちゃに踏み潰してあげる！」

　虚神ゴーレムは右腕を大きく振ふり上げる。

「やってみろ。もう一度、私が殺してやる」

　イスカは大きく飛び退いて虚神ゴーレムの拳を躱かわした。けれど拳の直ちよく撃げきした地面が、爆ばく発はつしたように土砂や瓦礫をまき散らす。

　最初にスピネルと相あい見まみえた時も、同じような状況になったことを思い出す。いかに攻撃を避けようと、その余波が辺り一帯を薙なぎ払はらうのだ。虚人ドーレムのような頑がん丈じようさがない限り、虚神ゴーレムに接近戦を挑いどむのは自殺行こう為い。

「──ふっ」

　だがイスカは鋭するどく息を吐はき、飛んできた瓦礫を全て剣で両断する。細かな砂さ礫れきはさすがに捌さばききれないが、後方に跳ちよう躍やくすることで衝しよう撃げきを受け流した。

　そして飛び退すさった勢いのまま、イスカは背を向けて走り出す。

「逃にがさないわよ……」

　憎ぞう悪おの滲にじんだ呟きを漏らし、イスカの後を追う虚神ゴーレム。

　──今！

　俺は虚神ゴーレムが路地の前を通り過ぎ、こちらに背を向けるのを待ってから、ミラの元へ駆かけ出した。

　だが──ズゥゥゥゥンと重い足音と共に虚神ゴーレムが動きを止める。ぞくりと背筋に悪寒が走った。

「……まあ、そんなことだとは思っていたわ」

　抑よく揚ようのない低い声を響かせ、虚神ゴーレムが俺の方を見る。

「私、知ってるのよ？　騎き士しが一番苦しむのは──忠誠を誓ちかった主を守れなかったときだって」

　体を反転させ、虚神ゴーレムは俺の方へと向かってくる。

　実際に相対すると、こうまで違ちがうものなのか。

　視界から空を奪うばってしまうほどの巨体が迫せまる様は、絶望をそのまま具現したかのような光景だった。

　はっきりと分かる。これはどうしようもない──と。

　本能的な恐きよう怖ふに足が竦すくんだ。想定外の危機に頭が真っ白になる。

「エルク！　逃げろっ！」

　だがギリギリで──本当に寸前のところで、イスカの声が俺の意識を引き戻もどした。

　虚神ゴーレムは歩行速度を緩ゆるめようとしない。俺をその足で踏み潰すつもりだろう。ミラのところへ向かえば巻き込んでしまうため、俺は進路を変えて虚神ゴーレムから逃げる。

「あはははっ！　遅おそい遅─い！」

　シルフィのものらしき笑い声が後方から響いてきた。

「まずはあなたから殺してあげる……」

　殺意に塗まみれた声で呟きながら、ティファは虚神ゴーレムを駆って俺へと迫る。

　──追いつかれる！

　濃のう厚こうな死の気配がすぐ後ろにあった。月明かりが遮さえぎられ、俺の周囲が暗くなる。

　重い足音と共に大地が揺ゆれ、足がもつれた。

　頭上から落ちてくる、圧あつ倒とう的てきな質量。大気を押おし潰しながら、虚神ゴーレムの足が降ってくる。

　これは……避よけられない。

　事実として俺はそれを受け入れる。けれど心が諦あきらめの色に染まることはなかった。

　イスカに殺されかけた時と同様に、俺の中から湧わき出て来たのは激しい怒いかりだった。

　足を止め、腰こしに差していたアッシュ導師の剣けんを抜ぬく。

　こんなものが通じないことは分かっている。だがそれでも、最後の瞬しゆん間かんまで俺は運命に抗あらがいたかった。

「ああああああああああああああああっ!!」

　激情のままに叫さけび、細い剣を振り上げる。

　あまりにも大きく、重い、虚神ゴーレムの足。それは俺を押し潰そうとする運命そのものだった。

　だから最期まで屈くつしない。心だけは、折れてやらない。

『──それでこそ、スピネルのマスターなのです』

　その時、頭の中で声が響いた。幻げん聴ちようかと思ったが、俺は白い髪かみを靡なびかせて走る少女の姿を目にする。

　俺と契けい約やくした虚人ドーレム──スピネル。既すでに魔ま力りよくを使い果たし、休きゆう眠みん状態に入っていたはずの彼女は、両手を広げて俺の胸に飛び込んできた。

『そんな〝心〟を見せられたら、眠ねむっていられません』

　駆けてきた勢いのまま俺に抱だき付くスピネル。強い衝撃に息が詰まる。

　だがそのおかげで俺は虚神ゴーレムの足下から逃れることができた。視界が広がり、虚神ゴーレムの背後で輝かがやく満月を目にする。

　ドンッ──と轟ごう音おんが夜の空気を震ふるわせた。虚神ゴーレムが足で思い切り地面を踏み抜いたのだろう。

　土砂と衝しよう撃げき波はが、怒ど濤とうのように押し寄せ、俺とスピネルを吞のみ込む。

　全身に数えきれない細かな痛みが走り、口の中に土と血の味が滲んだ。そして背中に強い衝撃。その痛みは脳を揺らし、意識が一いつ瞬しゆんだけ白く染まる。

「マス、ター……」

　すぐ傍そばから微かすかなスピネルの声。胸の辺りに、何か温かいものが広がっていくのを感じた。

　瞼まぶたを恐おそる恐る開ける。

　するとそこには──血まみれになったスピネルの姿があった。

「スピネル……？」

　鋭く大きな瓦が礫れきがスピネルの腹部を貫つらぬき、傷口から流れ出た血が俺の服を赤く染めている。

「ご無事……ですか？」

　口元から血を零こぼしながら問いかけてくるスピネル。

　どうやら俺たちは通りの端はしまで吹ふき飛ばされ、建物の壁かべにぶつかって止まったらしい。

　濛もう々もうと舞まい上がった粉ふん塵じんの向こうに、虚神ゴーレムの大きな影かげが見える。

「お、おい……」

　俺がスピネルに手を伸のばすと、彼女は俺の指先が触ふれる前にこちらへ倒たおれ込んできた。

　俺はあまりに軽い彼女の体を受け止める。

「すみません、マスター……スピネルはもう、動けません。けれど……あの虚神ゴーレムの正体は分かりました」

　スピネルは力なく俺に寄りかかり、耳元で囁ささやく。

「な……本当か？」

「はい……ほぼ同一な虚神ゴーレムの外観……命主マスターが使った青い炎ほのお……そして、絶命からの復活……この条件を満たしうるのは──双そう生せいの巨神、カストルとポルクス……です」

「カストルとポルクス……」

　俺はスピネルが口にした巨神の名を繰くり返す。

　虚神ゴーレムは粉塵のせいで俺たちを見失っているらしく、まだこちらには近づいてこない。

「兄のカストルは、魔まを払う〝セントエルモの火〟を操り……弟のポルクスは、溢あふれんばかりの生命力を他者に分け与あたえる能力を有していました……〝命の移い譲じよう〟とも呼べるその能力で……ポルクスの命主マスターは、カストルの命主マスターを蘇よみがえらせたのでしょう」

　命の移譲──ティファはシルフィが時間を失ったと言っていた。それは寿じゆ命みようを分け与えたという意味なのかもしれない。

「じゃあさっき倒したのがポルクスで……今動いているのがカストルなんだな。何か……弱点はないのか？」

「カストルとポルクスは、特に弱点を持たない巨神でした……けれど、〝傷〟ならあります」

「傷？」

「かつて、アークロウが付けた傷です。そこは人の手で繫つなぎ合わされているはずなので、その部分を正確に攻こう撃げきすれば虚神ゴーレムを分解できるかもしれません……」

　スピネルは弱々しい声で告げる。

　そうか……全ての巨神はアークロウに殺されている。だからスピネルは、虚神ゴーレムがどこを補修されているかが分かるのだ。

　しかし傷の位置が分かるスピネルはもはや戦せん闘とう不能。俺の虚術ホロウでは、虚神ゴーレムの傷は見み抜ぬけない。そもそも虚術ホロウを発動できる魔力も残ってはいなかった。

　ギィィィィン──という金属音が虚神ゴーレムの方から聞こえてくる。虚神ゴーレムは何かに向けて拳こぶしを振るっていた。

　イスカが攻撃を仕し掛かけ、虚神ゴーレムがそれに応じているのだろう。

　けれどいかに卓たく越えつした技量を持つイスカといえど、虚神ゴーレムを倒す手段はない。じきに決定打を浴びるのは目に見えていた。

　俺はスピネルを抱かかえたまま立ち上がろうとするが、足に力が入らない。

「く……そ──」

　順番は狂くるったが、最初の作戦通りイスカが虚神ゴーレムを引き付けてくれている。この隙すきに俺がミラを安全なところへ運ばなければならない。

　それなのに──どんどん体から力が抜けていく。大きなダメージを負ったスピネルの生命を維い持じするため、魔力が吸われているのかもしれない。

　魔力とは命の活力に等しい。それが枯こ渇かつすれば、動くことも難しくなる。

「ミラ……」

　霞かすむ目でミラを探す。彼女は通りの反対側にいた。そこまでの距きよ離りは今の俺にとって、絶望的に遠い。

　やがて──大きな地じ響ひびきと共に戦闘音が途と絶だえた。

　詳くわしい状じよう況きようは分からないが、恐らくイスカが……負けたのだ。

　満月の光が照らす中央通りに立っているのは、もはや虚神ゴーレムのみ。

　勝者となった虚神ゴーレムは周囲に視線を巡めぐらせた後、ミラの方に移動を始めた。

　彼女から止とどめを刺さすつもりなのだろう。

「やめ……ろ……」

　俺にはもう呻うめくことしかできない。掠かすれた弱々しい声など、虚神ゴーレムに届くこともない。

　けれどその時──俺は視界の端に眩まばゆい光を見る。

　……何だ？

　光は学院のある方向から夜空へと昇のぼり、天の頂いただきで弾はじけ飛んだ。

　世界が真っ白に染まる。直視できないほどの閃せん光こうに瞼を閉じた。

　──ォォォォォォォン……！

　遅おくれて音と衝しよう撃げきが空気を大きく振しん動どうさせる。強い風が吹き付け、建物の窓まど枠わくがガタガタと揺れた。

　薄うつすらと目を開ける。虚神ゴーレムは動きを止め、空に視線を向けていた。ティファとシルフィ──虚神ゴーレムの中にいる二人の魔導士も突とつ然ぜんのことに驚おどろいたのだろう。

　爆ばく音おんが耳鳴りを残して消え去ると、空中にぼうっと半はん透とう明めいの映像が浮うかび上がる。

　あれは離はなれた場所に音と光を転送する魔ま術じゆつだ。アッシュ導師が先ほどの戦闘で使ったものよりも規模を大きくした通信魔術──。

　映像には学院のシンボル〝理ことわりの杖つえ〟のオブジェを背にして立つ、マリア導師の姿が映っていた。

『虚神ゴーレムを操る者に告げます。即そつ刻こく戦せん闘とう行動を中止しなさい。我々は超ちよう長ちよう距きよ離り弾だん道どう制せい御ぎよを可能とする魔導具の起動を完かん了りようし、いつでもエルファレスに戦略級魔術を撃うち込める状態にあります』

　ノイズ混じりの声が響ひびく。

「な──」

　虚神ゴーレムから息を吞む音が聞こえた。

『先の一いち撃げきは警告です。これ以上の破は壊かい活動を行うのであれば、報復としてエルファレスを焦しよう土どに変えましょう』

　淡たん々たんとした口調でマリア導師は警告する。背後の〝理の杖〟は周囲に幾いく重えもの魔ま法ほう陣じんを展開しており、その周囲には赤いローブを纏まとった魔導士たちの姿が見えた。

　あのオブジェこそが超ちよう長ちよう距きよ離りの射しや撃げきを可能とする魔導具で、待機しているのは戦略級魔導士なのだろう。

「ハッタリね。そんな代しろ物ものがあるなんて情報、私たちは聞いていないわ」

『──この魔導具は、一部の長老議員エルダーしか存在を知らぬ奥の手です。アッシュ・バトロスにも教えてはいません。その判断はどうやら間ま違ちがっていなかったようですね』

　人は裏切るものだと考え、容易たやすく人を信用しないマリア導師は、アッシュ導師にさえあの魔導具の存在を伝えていなかったようだ。

　軍が大きな動きを見せなかったのは、この奥の手を使う準備を整えていたからに違ちがいない。

　フレアリアにとって虚人ドーレムは切り札であっても、最後の手段ではないのだ。この国を支えているのは、絶大な威い力りよくを持つ戦略級魔術。それを抑よく止し力りよくとして、フレアリアはこれまで他国を牽けん制せいしてきた。

　そんなものを今すぐ、どこへでも撃ち込めると言われれば、もはや目先の勝利を得ても意味はない。虚人ドーレムは戦術レベルの兵器でしかないことを、俺は思い知る。

　本当の力とはこういうものだと、見せつけられた気がした。

「あはっ……あはははははっ──」

　だが虚神ゴーレムから響いてきたのは哄こう笑しよう。自国の喉のど元もとに牙きばを突つきつけられながらも、双ふた子ごの命主マスターたちは愉ゆ快かいそうに笑う。

「──面白いじゃない。けど、分かってるのかしら？　仮にあんたの言うことが本当でも、そんな力を見せつければ……周辺諸国は全部敵に回るわよ？　いつでも自分たちを殺せる相手を、野放しにしておくわけがないもの」

『承知の上です。これは脅おどしではありません』

　マリア導師は眉まゆ一つ動かさずに頷うなずく。

「そう……ならやれば？　言っておくけど、皇都には防衛用の虚神ゴーレムが多数配備されている。たとえ戦略級魔術だろうと、エルファレスは滅ほろぼせないから」

『仮に戦略級魔術を防ぐ虚神ゴーレムがいたとしても、国土全ては守りきれない。皇都以外が焦土となった時……果たしてエルファレスは国という体裁を保てるのでしょうか？』

　決して動どう揺ようは見せず、余よ裕ゆうのある口調でマリア導師は言い返す。

　どちらも退かない。本音を言えばマリア導師はできれば戦略級魔術は撃ちたくないし、ティファたちも撃たせたくはないはずだ。

　だが弱みを見せれば、その瞬しゆん間かんに付け込まれる。このまま痛み分けで事を収めたとしても、先に折れた方がより大きな譲じよう歩ほを求められるだろう。

「土地も民も、足りなくなったら奪うばえばいいわ。エルファレスにはその力がある」

『それを本気で言っているのなら……エルファレスという国は戦うにも値あたいしませんね。放っておけば勝手に自じ滅めつする愚おろかな国です』

　マリア導師は哀あわれむように言う。

　俺が関われないところで、戦いの行方ゆくえが決まっていく。

「斜しや陽ようの国が何を喚わめいても滑こつ稽けいなだけね。あなたたちに残された道は二つだけ──少しばかりの報復をして国を潰つぶすか、降こう伏ふくしてエルファレスの傘さん下かに入るかよ。追い詰つめられているのはどちらなのか、いい加減に自覚しなさい」

　鋭するどい声でティファは告げ、地面に倒れたミラのところへ一歩近づく。

『──彼女は我が国の財産。もしも彼女をこれ以上傷つけたなら、即そく座ざに戦略級魔術を放ちます』

　硬かたい声音で警告するマリア導師。

「だからやればいいじゃない。そんなに自滅したいのなら──ね」

　虚神ゴーレムはミラへ近づきながら、マリア導師と強気な交こう渉しようを続ける。

　ティファは全く退く気がないようだ。本当に、皇都が無事ならいいと考えているのかもしれない。彼女が突きつけている選せん択たくは、撃って滅ぼされるか、撃たずに降伏するかの二択たくなのだろう。

　だとしたら、彼女たちは止まらない。そしてフレアリア側も今さら後に引くとは思えなかった。虚神ゴーレムがミラを殺せば、容よう赦しやなく戦略級魔術による報復を行うはずだ。

　間違いなく、多くの人が死ぬ。

　妹のリィンも幽ゆう閉へいされている場所によっては巻まき添ぞえになる。

「撃たせて……たまるか」

　俺は掠れた声で呟つぶやき、ぐったりとしたスピネルに囁ささやく。

「スピネル……あの虚神ゴーレム……カストルの〝傷〟がある場所を教えてくれ……その部分を狙ねらって、攻撃してみる……」

　勝てる可能性が限りなく低いことは分かっていた。立ち上がることすら難しい癖くせに、あまりにも無む謀ぼうだ。けれど、やるしかない。

「頼たのむ……スピネル……スピネル？」

　何度呼びかけても反応がない。俺は嫌いやな予感を抱いだきながら、スピネルの顔を覗のぞき込んだ。

　スピネルは瞳どう孔こうが開いた目で中空を見つめ、口くちの端はしから血を垂らしている。胸が動いていない──呼吸を……していない？

「お、おい……まさか……スピネル！　スピネルっ!!」

　肩かたを揺ゆすって呼びかける。

　ぐったりとした華きや奢しやな肢し体たいは、されるがままに揺れるだけ。体を貫つらぬいた瓦が礫れきから血が滴したたるのを見て、俺は動きを止める。

「ごめん……な」

　俺はスピネルの体を抱だきしめて謝り、地面に横たえた。そして傍そばに落ちていた剣けんを拾う。

　勝ち目は──完全になくなった。

　だけど何もしないままでいることもできなかった。

　剣を杖代わりにして何とか立ち上がる。

　せめて虚神ゴーレムに声が届く位置まで移動しなければ……。

　残された武器は言葉だけ。

　虚人ドーレムの情報を餌えさに、何とかマリア導師とティファたちの会話に割り込むのだ。

　たとえフレアリアを裏切ることになっても、戦略級魔術が放たれることだけは阻そ止ししてやる。

　剣を支えに、一歩進む、その時、背後から声が聞こえて来た。

「──制せい御ぎよ機構ダウン。警告します──ただ今この機体は危険な状態に──」

　そこでブツンと音声は途と切ぎれた。

「え……？」

　驚いて振ふり向くと、スピネルが仰あお向むけのまま俺に視線を向けていた。けれどその瞳ひとみはいつもの蒼色ではない。開き切った瞳孔の奥から闇やみが滲しみ出してきたかのように、黒く染まっている。

　目が合った瞬間、悪寒を感じた。

　生きていたのかと、喜ぶことすらできなかった。

　ただ、恐おそろしい。

　虚神ゴーレムと相対した時の恐れよりもさらに濃こい──まるで死そのものを覗き込んでいるかのような根源的恐きよう怖ふが襲おそってくる。

「スピ、ネル？」

　震ふるえる声で名前を呼ぶ。

「それは、我の名ではない」

　だがスピネルは、平へい坦たんな声でそう答えた。

「な……」

　スピネルじゃ、ない？　なら、いったい何だっていうんだ？

　分からない。だが俺が今向き合っているのは、とてつもなく危険な何かであると本能が警けい鐘しようを鳴らす。

「器の契けい約やく者よ。力が欲しいか？」

　スピネルの顔をした何かが問いかけてきた。その声が鼓こ膜まくを震わせただけで、怖おぞ気けが走る。

「必要であれば助力してやろう。我としてもこの器を失いたくはない。我にはまだ……殺さねばならぬモノがある」

「お前は、誰だれ……なんだ？」

　震える声で問いかけながらも、俺は〝器〟という言葉を聞いて一つの可能性を思い付いていた。

　最初に虚人ドーレムのことを教えられた時、少し考えたのだ。神骸イコンを融ゆう合ごうさせたホムンクルス──それは巨神を復活させることに等しいのではないのかと。

　スピネルにはアークロウの神骸イコンが使われている。だから、もしスピネルという器にスピネル以外のモノがいるとしたら──。

「我の名は、アークロウ」

「っ!?」

　俺の想像を肯こう定ていする答えが返ってくる。

　噓うそだろ……本当に？

　予想は当たっていたものの、それはあまりに信じがたい言葉でもあった。

　最悪の魔ま神じんアークロウ。全ての巨神を滅ぼした殺神者。本当にそんな存在の意識が甦よみがえったというのか？

「器の契約者よ、選択を」

　しかし混乱する俺に構わず、アークロウは真っ黒な瞳で俺を見つめ、答えを要求する。

　スピネルが大きなダメージを負ったせいで魔神の人格が現れたのだろうか。状じよう況きようはあまりに突とつ然ぜんで、理解は全く追いついていない。

　だが──本当に力を得られるのなら……遠くで勝手に決められていく戦いの決着に介かい入にゆうできるのなら……。

　俺は奥歯を嚙かみ締しめ、余計な思考を払はらい落とす。

　魔神だろうが何だろうが、構うものか！

「力を貸してくれ──魔神、アークロウ」

　俺は剣を強く握にぎりしめながら言う。

「承知した」

　その瞬間──何かが俺の中へと流れ込んできた。

「ぐっ!?」

　胸に痛みが走り、俺は苦鳴を上げる。

「器と接続された魔ま力りよく回路を介かいして、我の意識をそちらへ移す。壊こわれぬよう、堪たえろ」

　体が熱い。心臓が早はや鐘がねを打ち、耳奥でどくどくと鼓こ動どうが鳴なり響ひびく。

　視界がぼやけ、あちこちに黒い滲みが現れる。その滲みは焦しよう点てんが合うと、黒い亀き裂れつの姿を取った。

　心臓は破は裂れつしそうなほどの勢いで全身に血液を送り、体に力が満ちていく。

『聞こえるか？　今、我は汝なんじで、汝は我だ』

　先ほどまではスピネルの口から発せられていた声が、今度は頭の中から響いた。

「──ああ、聞こえる」

　熱い息を吐はき、俺は応じる。

『魔力は汝の命を燃焼させて捻ひねり出す。長くは持たん。早々に──刻め』

　静かな声で告げるアークロウ。

　──刻め。

　その言葉が意味することは、視覚で理解できた。

　周囲の建物や地面に〝傷きず痕あと〟が浮うかび出ている。これが死を司る魔神の──アークロウの視界。

　それでも高い魔ま術じゆつ抵てい抗こう力を持つ虚神ゴーレムの古傷までは見通せない。

　けれど、見えなくても知っている。アークロウには、巨神カストルを刻んだ記き憶おくがある。

　魔神が言ったように、今の俺はアークロウで、アークロウは俺だった。

　スピネルとの魔ま術じゆつ回路から流れ込んできた魔神の意識が、俺と混じり合っている。

　ゆえに──魔神の記憶を重ねれば、見えない傷も浮かび上がる。

　それは死を刻んだ青い軌き跡せき。知識によって補完された傷痕を、俺の瞳は捉とらえた。

「っ──」

　剣を握り、走り出す。

　先ほどまで足に力が入らなかったのに、一蹴けりでグンと虚神ゴーレムの姿が近づいた。普ふ段だんの何倍ものスピードで景色が流れていく。うるさいほどの心音が、風の音にかき消される。

　マリア導師と舌ぜつ戦せんを繰くり広げながらもミラに近づいた虚神ゴーレムは、彼女へ右みぎ腕うでを伸のばそうとしていた。

　手にした剣が青白い光を放つ。それはスピネルがリミッターを解除した時に使った〝蒼い死刃アークロア〟の輝かがやきによく似ていた。傷を視みるだけでなく、作る力もわずかながら発現しているのかもしれない。

　その光に気付いた虚神ゴーレムが動きを止めて、俺の方を見る。

　だが──遅おそい。俺は強く地を蹴り、さらに加速。虚神ゴーレムとの間合いに猛もうスピードで飛び込んだ。

　狙うのは虚神ゴーレムに刻まれた古傷の一つ。ミラに伸ばした右腕の手首。

　駆かけ抜ぬけ様に──薙なぐ。傷きず痕あとをなぞるようにして輝く刃を振るう。

　ほんのわずかな抵てい抗こうを感じただけで、虚神ゴーレムの右手首は呆あつ気けなく宙を舞まった。

「──お前っ!?」

　虚神ゴーレムの中にいるティファが、驚おどろきと怒いかりの入り混じった声を上げた。

　右足を上げ、俺に向けて振り下ろす虚神ゴーレム。

　俺は素早く落下地点から離り脱だつし、虚神ゴーレムの足から逃のがれた。余波で通りの敷しき石いしが砕くだけ、粉ふん塵じんと共に襲い掛かかる。

　だが今の俺には全てが止まって見えた。加速した鼓動の分だけ、時間の認識が引き伸ばされているかのよう。

　最小限の動きで破片を躱かわし、粉塵の中を突つっ切る。狙うは虚神ゴーレムの右みぎ膝ひざにある二つ目の傷。

「はあっ！」

　気勢を上げ、跳ちよう躍やくしながら剣を振り抜く。青白い刃は吸い込まれるようにして古傷を抉えぐった。

　右膝の真ん中を断ち斬きられた虚神ゴーレムは、ぐらりとバランスを崩くずす。

　そしてアークロウの記憶は最後に断つべき場所を、俺に示した。

　がら空きの胴どう体たいに、青い軌跡が薄うつすらと浮かび上がる。あれが恐らく、巨神カストルの致ち命めい傷しようとなった傷だ。

　俺の方へと倒たおれ込んでくる虚神ゴーレムを見上げ、地面をぐっと踏ふみしめた。

　青白い光の宿る剣を腰こしだめに構え、刃の切っ先を地面に垂らす。そして足に溜ためた力を全てつま先に込め、地を蹴った。

　落ちてくる虚神ゴーレムの体は、空を閉ざす天てん蓋がいのようだ。けれどそこに刻まれた一筋の傷を目め掛がけて、俺は剣を振り上げる。

「らああああああああああああああああああああっ!!」

　満月が──見えた。

　横一文字に裂さけた胴体の向こうに、夜空が開ける。

　空へ落ちていくような浮ふ遊ゆう感かん。

　後ろを振り向くと、二つに分かたれて崩れ落ちる虚神ゴーレムの姿があった。

　──やった……のか。

　どこか他人ひと事ごとのようにその事実を認識する。

　地面へ降り立つと同時に、体から力が抜けた。手から剣が零こぼれ落ち、視界の中から黒い傷が消えていく。
















『──悪くない殺し方だ』

　アークロウの声が聞こえ、遠くなる。体から力と共に魔神の意識が抜け出ていくのを感じた。

　視界が霞かすむ。

　立っていることすらできず、俺はそのまま地面に倒れ伏ふした。

　虚術ホロウは虚人ドーレムからの魔力逆流によって生じるとミラは言っていたが、今の現象もたぶん理り屈くつは同じものだ。スピネルの神骸細胞イコンセルに眠ねむるアークロウの意識そのものが魔力回路を遡さかのぼって流入したのだろう。

　だがその負担は相当大きかったらしい。もう指一本動かせそうにない。

　しかし、これで戦略級魔術による報復は止められた。一ひと先まずの脅きよう威いが去れば、フレアリアも全世界を敵に回しうる戦略級魔術は行使しないはずだ。

　凄すさまじい眠ねむ気けが襲ってくる。だが瞼まぶたを閉じようとしたところで、甲かん高だかい声が響いた。

「ああもう、いったい何なのよ！」

「落ち着きなさい、シルフィ。こうなったら退くしかないわ」

　虚神ゴーレムの胸部が開き、中から二人の少女が出てくるのを視界の端はしで捉える。

　まずい……まだ、命主マスターが残っていた。

　彼女たちは虚神ゴーレムの体から飛び降りると、こちらに近づいてくる。

「ねえ、ティファ。こいつって殺害命令の出てるエルファレスの皇子でしょ？　撤てつ退たいする前に殺しても、フレアリアへの危害にはならないんじゃない？」

「そうね──せめて、彼だけでも……」

　くそ……ここまでか。

　傍そばで交わされる会話を聞いて、俺は奥歯を嚙み締める。

「いや、貴様らにはもう何もできんよ」

　けれどその時、清せい廉れんな声が二人の会話を断ち切った。

　ひゅおんと風を切る音が響くと同時に、悲鳴が上がる。

「なっ──」

「かはっ……」

　どさどさっと地面に崩れ落ちる双ふた子ごの命主マスター。

「安心しろ、今回は峰みね打うちだ」

　その後ろからイスカが現れた。

　服はボロボロであちこち傷だらけではあるが、しっかりした足取りで俺に近づいてくる。

「イス、カ……」

　俺が名を呼ぶと、彼女は苦く笑しようを浮かべた。

「すまないな……肝かん心じんなところであまり役に立てなかった」

「いや──十分、さ。さすがは……俺の騎き士しだ、な……」

　そこまで言った時点で、本当に限界が来た。

　目の前が真っ暗になり、辺りから音が引いて行く。

『マスター……』

　意識を失う直前にスピネルの声が聞こえたような気がしたが、俺は何も言葉を返せぬまま深い暗くら闇やみへと落ちて行った──。







　終章







　母が皇都で催もよおされる夜会に出かけた日──コンコンと控ひかえめなノックの音が部屋の中に響いた。

「……やっぱり来たか」

　俺は苦笑を浮かべてベッドから降り、扉とびらを開ける。

　そこには枕まくらを抱かかえた妹、リィンの姿があった。

「お兄様……今日は一いつ緒しよに寝ねてもいいですか？」

　微かすかに肩かたを震ふるわせながらリィンが問いかけてくる。いつもは母と寝ているリィンだが、今日は母が帰らないので一人きり。俺のところに来るのは予想できていた。

「ああ、いいよ」

　俺はリィンの頭に手を置いて、優しく撫なでる。

「あ、ありがとうございます……」

　嬉うれしそうに頰ほおを染め、礼を言うリィン。

　俺たちはベッドに入り、眠くなるまで話をする。

「あの、お兄様……」

「何だ？」

「遠くへ……行かれるのですか？」

　リィンが口にした言葉を聞いて、俺は驚く。

「誰だれから聞いた？」

「今日……使用人の方々が噂うわさしていたのを耳にしました」

「そうか──」

「……本当なのでしょうか？」

　恐おそる恐るといった様子でリィンは問いかけてくる。胸が痛むのを感じながらも、俺は頷うなずいた。

「ああ……まだ完全に決まったわけじゃないが……話があるのは本当だ」

「そんな……」

　リィンは息を吞のみ、俺の腕うでにぎゅっとしがみ付いてくる。

「行かないでください……お願いします、お兄様……」

「…………」

　俺は妹の懇こん願がんに応えることはできなかった。

　話が決まれば、俺に選べる道は二つだけ。自分の意思でその役目を受け入れるか──無理やり連れて行かれるかだ。

　無言の俺を見てリィンはそれを察したのだろう。体を震わせて泣き始めてしまう。

「ひっく……うぅ……お兄様ぁ……」

「悪い。でも俺が他国へ行くとしたら、それはリィンのためでもあるんだ。エルファレスの平和が続けば、きっとリィンは幸せになれる」

「そんなの……そんなこと…………わたしは……ただ、お兄様が傍にいてくれるだけでいいんです」

　額を俺の肩に押し付け、リィンは訴うつたえる。

「今は、分からないかもしれないな。でもいつか必ずリィンは寂さびしくなくなるから。ほんのちょっと、大人になるまでの間だけ我が慢まんしてくれ」

　俺は泣きじゃくるリィンを抱だき寄よせ、頭を撫でながら囁ささやいた。

「うぅっ……嫌いや、です……私は、お兄様と──」

　リィンは首を横に振ふりながら泣き続ける。

　結局、俺はリィンが泣き疲つかれて眠るまで、ずっと髪かみを撫でていた。

　涙なみだで濡ぬれた服は冷たく、心の中はそれ以上に寒々しい。

「リィンはきっと……幸せになれるさ」

　俺はリィンの寝ね顔がおを見つめながら呟つぶやく。




　──ああ、そうだ。この時の俺は、エルファレスに行くことが妹を幸せにできる唯ゆい一いつの方法だと……本気で信じていたんだ。




　そう思った瞬しゆん間かん、これが夢であると俺は気付く。

　妹の温もりが遠くなり、景色が白しらむ。

　瞼の向こうから光が射し込み、夢の世界が破れた。

　知らない天てん井じようが瞳ひとみに映る。

　男子寮りようの部屋ではない。軍の監かん禁きん室でもない。けれど視線を動かすと、見慣れた家具が瞳に映る。

　ここは……ミラの屋や敷しきか。

　そういえば俺はこの部屋で暮らすことになったのだった。ミラが俺を監かん視しし、なおかつスピネルと生活を共にするのは、男子寮では難しい。

　身を起こそうとして、体がひどく重いことに気付く。

　手足に上手うまく力が入らない。あと全身がずきずきと痛む。

　そうだ──俺は虚神ゴーレムを倒たおした後、気を失って……。

　そこでようやく眠る前の記き憶おくを取り戻もどす。

「んぅ……？　マスター、起きたのですか？」

　もぞもぞとベッドのシーツが動いて、ひょこっとスピネルが顔を覗のぞかせた。

「スピネル……？」

　意表を突つかれた俺は、驚おどろきの声を漏もらす。体がやけに重く感じたのは、スピネルが上に乗っていたせいもあったのか。

「よかったです……もう丸二日も眠っていたので心配しました」

　スピネルは安あん堵どの表情を浮うかべ、上半身を起こした。

「っ!?」

　雪のように白い肌はだ、微かに膨ふくらんだ胸──一糸纏まとわぬ姿のスピネルが、目に飛び込んでくる。見ると俺も上半身に何も着ていない。

「……ま、また裸はだかなのか」

「はい。スピネルも大きな傷を負ったので、回復のためずっとマスターにくっついていました」

「あ……」

　スピネルは俺を庇かばい、腹部を鋭するどい瓦が礫れきに貫つらぬかれたのだ。

「傷はもう……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　俺はスピネルの腹部に視線を移す。白くきめ細やかな肌には、傷きず痕あとらしきものは見つからない。

「はい、最初はマスターの魔ま力りよくが尽つきかけていたので治りが遅おそかったですが……今はちゃんと塞ふさがっています」

「あんな深手がたった二日で……」

　虚人ドーレムの再生力については一応聞かされていたが、実際に目の当たりにすると驚きは隠かくせない。

　本当に治っているのかと、俺はスピネルの腹部に触ふれてみる。すべすべした肌を指先に感じる。少し力を押すとぷにぷにした感かん触しよくが返ってきた。

「んっ……ま、マスター……く、くすぐったいのです……」

　笑うのを堪こらえるように、体を震わせるスピネル。

　──虚人ドーレムも声を出して笑うのだろうか……人間のように。

　何となくスピネルを笑わせてみたくなり、今度は意識的に彼女の腹を指でくすぐった。

「やっ……あうっ……ふふ……あ、あはははははっ！　ま、マスター、止めてください～」

　スピネルは身を捩よじり、笑い声を上げる。白い髪を振り乱みだし、きめ細やかな肌に汗あせを滲にじませるスピネルを見ていると、何だかイケナイことをしている気分になってきた。

「……エルクさん、何をやっているんですか？」

　くすぐるのに熱中しすぎていて、扉が開くのにも気付かなかったらしい。

　部屋の入口には、ドン引きした表情のミラが立っていた。

「あ……」

　俺は手を止めて、間の抜ぬけた声を漏らす。

「エルクさん──目覚めて早々に虚人ドーレムと濃のう密みつなスキンシップを行うなんて、ずいぶん元気なようですね」

「い、いや、何というかつい出来心で……」

　くすぐったのは俺の意志だったので、他に言い訳のしようがない。素すっ裸ぱだかのスピネルにシーツを被かぶせ、俺は頭を搔かいた。

「全く……フレアリアは今、大混乱だというのに吞のん気きなものです」

　溜ため息いきを吐つき、ミラは呆あきれた口調で言う。その一言で、俺の意識は厳しい現実に立ち返った。

　虚神ゴーレムは倒したが、エルファレスが攻こう撃げきを仕し掛かけてきたという事実は消せない。

　下手へたをすれば、もう開戦していてもおかしくない状じよう況きようなのだ。

「あれから──どうなったんだ？」

　慎しん重ちように俺は問いかける。

「二人の命主マスターは軍に拘こう束そくされました。イスカさんに関しては捕ほ虜りよ扱あつかいにならないよう計らいましたが……それでもやはり敵国の人間なので、今は聴ちよう取しゆを受けてもらっています」

「そうか……あの約束、本当に守ってくれたんだな。ありがとう」

　イスカのことを俺はミラに頼たのんでいた。俺が眠ねむっていたため、一人で全て対応せねばならず大変だったろう。後は俺が何とかしなければ。

　俺は首に手を当てる。今そこに印章のネックレスはない。

　だが今回の件で、俺はフレアリアの味方であると行動で示したはず。

　すぐにでも印章を取り戻して、リィンを救い出すための行動を始めなければ。

「ただ、アッシュ導師は現在行方ゆくえ不明です。恐らく双ふた子ごの一人が復活した際、アッシュ導師の縛いましめを解いてしまったのでしょう。目下捜そう索さく中ですが、既すでに国外へ逃とう亡ぼうした可能性は高いですね」

「そうか……」

　俺はその報告を聞き、少しだけほっとしてしまう。拘束されれば、アッシュ導師は間ま違ちがいなく処しよ刑けいされる。事件の黒幕であった彼だが……それでも俺は、恩師である彼の死を望むことはできなかった。

「フレアリアはエルファレスとの交易を全て停止し、今回の奇き襲しゆうを非難する声明を発表しました。ですがエルファレスからの返答はなく、今後の方針については長老議員エルダーたちの意見も割れています」

「今のところ、どんな意見があるんだ？」

　俺が問いかけると、ミラは難しい表情を浮かべる。

「本当に……色々です。ただちに戦略級魔ま術じゆつで報復を行おうという方もいれば、あくまで話し合いを貫こうとする方もいます。あと、降こう伏ふくしてはどうかという方も……」

「たった二体の虚神ゴーレムでこの有様じゃ……それも仕方ないか」

　一体を無力化したと判断した上で、俺たちは虚人ドーレムのリミッターを解除して短期決着を図った。だがその結果、後から現れた二体目の虚神ゴーレムに対応する余力を失くし、ピンチを招いたのだ。

　戦力としては互ご角かく以上のものを有していたが、外から見れば辛しん勝しようでしかない。エルファレスにはまだまだ虚神ゴーレムがある以上、弱気になるのも無理はなかった。

「今は昼夜を問わず、軍本部で会議が行われています。エルクさんも目覚め次第連れてくるように言われていますが……」

「大丈夫だ、すぐに案内してくれ」

　体は重く、だるい。

　けれど今はやるべきことがある。

「分かりました……では、その……」

　ミラは頷うなずきつつも、少し顔を赤くして視線を逸そらした。

「何だ？」

「まずはとにかく、服を着てください！」

　俺に背を向け、ミラはそう叫さけんだ。







　ミラに連れられて、俺とスピネルは前と同じ軍施し設せつ内の会議室へと足を踏ふみ入れた。

　血走った眼と憔しよう悴すいした顔をした長老議員エルダーたちが俺の方を向く。

「エルク・リード・エルファレス……ようやく目覚めたのですね。今回の働きについては、一ひと先まず礼を言いましょう。けれど虚人ドーレムの運用が完かん璧ぺきだったとは言えませんし、刺し客かくとの関係についても不ふ審しんな点があります。それについて報告を──」

　マリア導師が重々しい声で言葉を紡つむぐが、俺はそれを遮さえぎって自分の用件を切り出した。

「待ってください。その前に、印章を返していただけないでしょうか」

「……いいでしょう」

　少し不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしながらも、マリア導師は俺に印章のネックレスを差し出した。

　俺は印章を受け取り、首に掛かける。

　これで俺は、エルファレスの第三皇子という身分を名乗れる状況になった。さて、本題はここからだ。

「申し訳ありませんが、もう一つだけお話があります」

「……話？」

　眉を顰ひそめるマリア導師。だが俺は構わずに先を続けた。

「フレアリアの友好国であるエルファレスの第三皇子としてお願いします。逆ぎやく賊ぞくのレナードを討うつために、お力を貸していただきたい」

「な……友好国ですって？　何を今さら──」

　声を荒あららげるマリア導師だが、俺はさらに被せて告げる。

「今回の件は、エルファレスを占せん拠きよしたレナード率いるテロリストたちが、勝手に画策したことです。エルファレスはあくまで貴国との友好を望んでいます。次の皇帝になるべき立場の俺が、それを保証しましょう」

　俺はリィンを救い出す道を開くため、自分を新たな立場に置く。

　フレアリアと対等な交こう渉しようを行うには、人質の第三皇子という立場でいてはいけない。

「次の……皇帝？　正気ですか？」

「はい。第一皇子は殺され、逆賊である第二皇子はその資格を失いました。よって俺が次の皇帝となるのは自然なことだと考えます」

　マリア導師の目を見つめ、俺ははっきりと答える。

　大それた宣言ではあるが、決して噓うそは吐いていない。

　何よりもまず優先すべきは、リィンのいるエルファレスに向けて戦略級魔術を撃うたせないこと。そのために俺はエルファレスの皇位継けい承しよう者という立場を明確にし、その上で彼らに協力を求める。

　それが現時点で見み出いだした、最善策だ。

「君は、私たちにエルファレスと戦えと言うんですか？」

「エルファレスではありません。討つべきはレナードです」

「詭き弁べんですね……そもそも我々が有しているのは、戦略級魔術という攻め込ませないための力。ようやく開発に成功した虚人ドーレムも一体のみ。それでどうやってエルファレスと戦うのです？」

　皮肉を込めた口調でマリア導師は問いかけてくる。

　確かに虚人ドーレムの量産化に成功しない限りは、根本的な軍事力の差は埋うまらない。戦略級魔術はあくまでも抑よく止し力りよく。使えない最終兵器だ。言わば相手を道連れにするためのもの。

　だが俺には、一つ考えがあった。

「マリア導師──お忘れですか？　今フレアリアには虚人ドーレムだけでなく、虚神ゴーレムも二体あるはずです」

「……まさか」

　目を見開くマリア導師。

「はい、バラバラにしてしまいましたが……補修すればまだ動くと思います。命主マスターは俺が懐かい柔じゆうしましょう」

「……できるのですか？」

　マリア導師は疑わしそうな表情を見せるが、俺は迷いなく頷いた。

「やります──どんなことをしても」

　俺の虚術ホロウを使えば、心の傷を看かん破ぱできる。それを利用すれば、彼女たちの心を根幹から揺ゆさぶることが可能だ。非情になれば、やれないことはない。

「フレアリアに戦略級魔術がある以上、レナードもすぐに侵しん攻こうを開始することはないでしょう。今回のように、まずは戦略級魔導士の暗殺を狙ねらってくるはずです。だからその間にこちらも──虚神ゴーレムと命主マスターの鹵ろ獲かくを狙います」

　俺の言葉にどよめきが起こる。

「……百ひやつ歩ぽ譲ゆずって虚神ゴーレムを鹵獲できても、命主マスターがそう簡単に寝ね返がえるとは思えません」

　だがマリア導師だけは、表情を変えずに反論した。

「できますよ。俺はエルファレスの次期皇帝で──彼らはエルファレスの民ですから」

　本当は上手うまくいく自信などなかったが、今はそう断言する。

「口ではどうとでも──」

「ですから、まずは今回捕つかまえた双子の命主マスターを説得してみせます。判断はそれからで構いません」

　そこで俺は一いつ旦たん言葉を切り、視線を他の長老議員エルダーたちへ移す。

「……何だね？」

　長老議員エルダーの一人が、訝いぶかしげに問いかけてくる。

「もう一つ……提案があります。それはレナードの討とう伐ばつを貴国に協力していただく見返りについてです」

「ふむ──話してみたまえ」

　また別の長老議員エルダーが興味のある様子で目を細め、先を促うながす。

　俺はちらりと、横で黙だまって話を聞いているミラに視線を向ける。

　──彼女は俺を軽けい蔑べつするだろうか。

　そんな不安を感じるが、この提案はフレアリアを味方につける上で欠かせないものだった。

　これはリィンを救うために必要なこと。そして同時に、イスカの望む〝争いのない世界〟を実現するための一手だ。

「アッシュ導師は以前、俺とフレアリアの姫ひめ君ぎみとの縁えん談だんが持ち上がっていると教えてくれました。それは長老議員エルダー方の間で出た話だと聞いています」

　ミラが小さく「え……？」と声を漏もらしたのが耳に届く。

「ああ……そんな話もありましたね。しかし今はもう状況が違ちがいます」

　マリア導師は何を今さらという表情で溜ため息いきを吐ついた。

「分かっています。ですが、俺がエルファレスの皇帝になった後、その縁談を受けると言ったら……どうしますか？」

　会議室にざわめきが漣さざなみのように広がった。

「エルク・リード・エルファレス──君は、それが何を意味するのか……正しく理解しているんですか？」

　マリア導師は、驚おどろきを隠かくせぬ様子で訊たずねてくる。

「はい。俺がレナードを討ち、皇帝になった暁あかつきには──姫君の婿むことなり、エルファレスをフレアリアに差し上げます」




　　　　＊




　虚神ゴーレムの襲しゆう来らいから一週間が経ち、ようやく街は落ち着きを取り戻もどし始めていた。

　フレアリア魔導学院の高等部に通う生徒、クレス・クレールは男子寮りようから学院までの道を早足で歩く。

　同じように通学中の生徒たちは、どこか落ち着かない様子で時々空を見上げていた。

　街に虚神ゴーレムが現れたことは、彼らに強い危機感を抱いだかせたのだろう。エルファレスとの戦争がいつ始まってしまうのか、不安で仕方ないのだと思う。

　だがクレスは、しばらくは開戦がないことを理解していた。

　フレアリアには攻こう勢せいに出るだけの戦力はなく、エルファレスも戦略級魔術による報復を警けい戒かいして軽率に手は出せない。

　戦略級魔導士を全員殺す前に居所を突つきとめられた時点で、今回の計画は破は綻たんしていた。

　双ふた子ごの命主マスターたちは虚神ゴーレムを起動して、即そく座ざに撤てつ退たいするべきだったのだ。

　それなのにアッシュ・バトロス導師の中ちゆう途と半はん端ぱな情報を信じて王宮へ進しん撃げきし、挙あげ句くの果てに虚神ゴーレムを破は壊かいされ、彼女たちは捕えられた。

「……愚おろかとしか言いようがないね」

　クレスは歩きながら小さな声で呟つぶやく。

　最初に殺せるだけ殺すという方針は悪くなかったが……その後を続けられなければ意味がない。

　初日にやれたのは三人だけ。一人は双子が正面から襲しゆう撃げきし、仕留めたものの姿を見られた。アッシュ導師は顔見知りなのを利用して上手く暗殺したようだが、それだけに内部犯を疑われた。

　──本当にきちんと仕事をこなしたのは僕だけだ。

　暗殺とは相手に影かげすら見せず、ただ刃やいばを心臓に突き立てるもの。いくら戦せん闘とう能力があったところで、暗殺に向いているとは限らない。

　双子と共にエルファレスから来たイスカ・カリバーンに至っては、暗殺に失敗した上、裏切る始末だ。

　──最初から全部、僕に任せてくれればよかったんだ。

　そうすればじきに戦略級魔導士はフレアリアからいなくなっただろう。

　だがアッシュ導師が内通者だと明らかになったことで、軍の目は学院に向いている。

　双子やイスカに正体を明かすヘマはしていないが、あと一人刺し客かくがいることを軍は想定し、血ち眼まなこになって探しているはずだ。

　今はおいそれと行動を起こせない。これはエルファレスにとって、最悪に近い結果と言える。

「ここまでの大失態を演じたあなたを、エルファレスが好意的に迎むかえるとは思わない方がいいですよ──アッシュ導師」

　クレスは細い路地の前で足を止め、建物の陰に身を潜ひそめるローブ姿の男に話しかけた。

「……分かっているさ。だが私のやることは何も変わらん。この先も、ただ〝力〟を求め続けるだけだ」

　男は、深く被かぶったフードの下で笑えみを浮うかべる。

「そんなにも力を求めて、あなたはいったい何を為なそうとしているんですか？」

　余よ裕ゆうさえ感じられる男の反応を見て、クレスは抑おさえた声で問う。

　男は一呼吸置いた後、低い声で言葉を紡いだ。

「──世界の変革」

　その返答に、眉まゆを寄せるクレス。

「変革……？」

「クレス君。私は、この世界がどうにも気に入らないのだよ。殺してやりたいほどにね」

　彼は冗じよう談だんめかした口調で告げ、路地の奥へと消える。

　本気だったのか、それとも冗談だったのか──。

　結局、彼の真意は分からぬまま。

　だがどちらにせよ、自分には関係ない。

　指令が届くまで、この生温い学園生活を続けるだけだ。

「まあ──それは願ったりだから、別にいいんだけど」

　実を言えば、今の生活はそれほど嫌きらいではない。

　見ているだけで退たい屈くつしない相手がいるから、とても刺し激げき的だ。

　今回も彼には、とても驚かされた。

　教室に到とう着ちやくしたクレスは、まず真っ先に彼を──親友の姿を探す。

　クレスの親友、エルク・リードはもう着席し、三人の女子生徒と楽しそうに会話をしていた。エルクの傍そばには使用人の少女も座っていた。

　何だか妙みように親密な様子を見て少し不ふ愉ゆ快かいな気分になる。だがクレスはそれを押し隠し、普ふ段だん通りに笑顔で近づく。

「おはよう、エルク。今日もにぎやかだね」

　エルクを囲む少女たち──ミラとフローラと使用人の少女、そしてイスカ・カリバーンに目をやってクレスは言う。

　彼がどう計らったのかは知らないが、イスカは正式に学院への転入を認められたようだ。

　全く──忌いま々いましい。

「……？」

　殺気は完全に消しているはずだったが、イスカはクレスに怪け訝げんな眼まな差ざしを向ける。

　危ない、危ない。気を付けないと。

　彼女にだけは油断してはならないと自分を戒いましめつつ、クレスは愛想笑いを浮かべた。

「おはよう、イスカさん、フローラ。あとミラも」

「あ、ああ、おはよう」

　戸と惑まどった表情を浮かべながらも、返事をするイスカ。フローラも「おはよー」と間延びした挨あい拶さつを返す。

「ついでみたいに挨拶されたのが気になりますが……おはようございます」

　ミラはいつものように少し棘とげのある口調で答えた。

　そんなやり取りを見ていたエルクは苦笑を浮かべつつ、挨拶を返してくれる。

「おはよう、クレス」

　この気負わない表情と声が、クレスは好きだった。

　彼女たちの会話に混ざりつつ、始業までの時間を楽しく過ごす。

　もうしばらくの間、この日常を楽しもう。

　最後に──彼を殺すまで。




　　　　＊




「おはよう、クレス」

　一週間ぶりの学院。

　友人に挨拶を返した俺は、ようやく〝エルク・リード〟として日常に帰ってきた実感を抱く。

　だがこれから再開される学院生活は、スピネルに出会う前とは全く違うもの。

　イスカは、ミラが後うしろ盾だてとなったことで学院にそのまま籍せきを置けることになり、今は俺と一いつ緒しよにミラの別宅で暮らしている。

　今日はスピネルを含ふくめた四人で騒さわがしく、学院へ登校した。

　トーマス導師はしばらく謹きん慎しん処分になったため、スピネルはもう人目を気にせず俺とミラの間に座らせている。

　これ以上目立ちたくはないので、大人しくしてくれることを祈いのるばかりだ。

　だがそう考えた矢先、スピネルがはっとした表情で席を立ち、大声を上げた。

「マスター！　スピネルは大事な確認を忘れていたのです」

　真しん剣けんな表情で俺を見つめるスピネル。教室のクラスメイトたちが何事かとこちらを見つめる。

　後ろの席に座るフローラも驚いて目を丸くしていた。

「い、いったいどうしたんだ？」

　俺は周りの目を気にしながらスピネルへ問いかける。

「マスター、スピネルとの約束を覚えていますか？」

「約束？」

　唐とう突とつな問いかけに俺は面食らう。

「……忘れてしまったのですか？」

　ひどく悲しそうな顔で俯うつむくスピネル。

「え？　あ──もしかして、オムライスのことか？」

　記き憶おくを辿たどり、俺は彼女と交わした約束に思い至った。あまりに色々ありすぎたせいで、すっかり意識から抜ぬけ落ちていたのだ。

「はい……しばらく学院がお休みだったので、スピネルは今日この日をずっと楽しみにしていたのです」

「そっか──待たせて悪かったな。今日の昼はオムライスを何なん皿さらでもおかわりしていいから許してくれ」

「本当ですか？」

　表情を輝かがやかせ、俺を見つめるスピネル。

「ああ、本当だ」

「ありがとうございます。スピネルはマスターが大好きです」

　スピネルは嬉うれしそうに微笑ほほえむと、俺の頰ほおに口づけをした。

「な──」

　頰に触ふれた柔やわらかな感かん触しよくに、心臓が大きく跳はねる。

「お昼休みが楽しみなのです」

　スピネルはそのまま俺に抱き付き、猫ねこがじゃれつくように頰を摺すり寄せてきた。

　為すがままになる俺へ、クラスメイトたちの呆あきれた視線が突き刺ささる。

「わー、大だい胆たんだねー」

　フローラは赤くなった顔を両手で覆おおいつつ、指の隙すき間まから俺たちの様子を眺ながめる。

　そして皆みなの視線の中でも、ミラとイスカの眼差しが非常に痛い。

　俺はこの状じよう況きようをどうにかするための〝正解〟を、必死に探し始めた──。







　あとがき







　皆みなさん、初めまして。もし既すでにご存じの方がおられましたら、こんにちは。

　ツカサです。苗みよう字じはありません。デビュー時に苗字を付けるタイミングを逃のがした私は、気が付けばこのペンネームでライトノベルを書き続けて七年程になります。

　この界かい隈わいに限らず「つかさ」という名前の方は多いため、「ツカサ」とだけ検けん索さくしても自著が出てくることはまず皆かい無む。そのことに昔は悩なやんだり、後こう悔かいしたりもしましたが、さすがに七年も経たつと開き直りに近い境地へ至りました。

　カタカナ三文字でツカサ、まあ憶おぼえやすいじゃんと前向きに生きています。憶えやすい代わりに忘れやすいし、他の方と紛まぎれやすいという事実は見ない振ふり。

　よかったら作品名とセットで憶えていただけると幸いです。

　──国家魔ま導どう最終兵器少女アーク・ロウ。

　ペンネームとは対照的に長いですね……。憶え辛づらければアーク・ロウで！

　このタイトルになるまで色々な経けい緯いがあったのですが、アーク・ロウという部分は基本的に変わりませんでした。

　今作品は、私にとって初めての「完全なファンタジー世界」でのお話となります。これまで書いてきたものはファンタジー要素がありつつも、舞ぶ台たいは現代と地続きのものでした。

　なので一から世界を作っていく行程は、とても楽しかったです。

　この世界での物語を今後も書いていきたいと思いますので、どうか応おう援えんよろしくお願いいたします。それでは謝辞を。

　イラストを担当してくださった、ゆーげん様。素敵なキャラクターを描えがき出してくださり、本当にありがとうございます。スピネルも、エルクも、ミラも、イスカも、皆みなとても魅み力りよく的でした！　ずっと前から、素敵な絵を描かれる方だなぁと憧あこがれていたので、一いつ緒しよにお仕事ができてすごく嬉うれしいです。今後ともよろしくお願いします。

　担当のＫ様。明確で適切なご指し摘てき、ありがとうございます。何度も改かい稿こうを重ね、今作品をここまで導いて下さり、本当に感謝しております。

　そして、とあるイベントで私に声を掛かけていただいたＯ様。富士見ファンタジア文庫様でお仕事をする機会を作って下さったこと、心よりお礼申し上げます。

　最後に、読者の方々へ最大級の感謝を。では、また。





二〇一四年五月　ツカサ
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